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『いますぐ駅前のファミレスに来なさい』

　高校一年。十六歳の夏。八月一日の昼下がり。

　冷房の効いた自室でのんびり異世界ラノベを読んでいると、恋人である鮎あゆ森もり結ゆ月づきから、こんなメッセージが送られてきた。

　こちらの都合をいっさい考慮しない命令口調。結月らしい文面である。

　まったくしょうがないなーと苦笑しつつ、俺はすぐさま身支度をした。

『いまから出る』

　とリプライを送り、指定されたファミレスに早足で向かう。

　強烈な日差しはなかなか応こたえたが、好きな人と会える喜びが勝っていた。

　付き合いはじめてまだ一週間しか経たってないのに、我ながら調教されてるなぁと思う。

　これが惚ほれたものの弱みってやつだろうか。

　店の前に到着し、スマホを確認する。

『奥のほうの席』

　とさらにリプライが来ていた。店内に入って結月を探す──いた。

　長く美しい金髪。整った顔立ち。たわわに育ったプロポーション。

　目を惹ひく容姿をしているので、簡単に見つけることができた。

　服装は水色のカーディガンに、白いひざ丈のワンピース。

　言うまでもなく似合っている。ほんとにもう、最高にかわいい──のだが。

　結ゆ月づきはぶすっとした表情で、テーブルをとんとん指で叩たたいていた。

　うわ、なんか露骨に不機嫌そうですね……。

　ドギマギしながら対面に座った。

「おそい」

　案の定、開口一番文句である。

「いや、準備含めて十分で来たんだから、むしろ褒ほめてくれてもいいだろ」

「カップラーメンなら二十個は作れるわよ」

「一個三十秒て。バリカタにもほどがあるわ」

「バカね。同時にお湯を入れたのよ」

「……それなら逆に、もっとたくさん作れるだろ」

「そんなに作ったら食べきれないじゃない」

「二十でも無理だよ」

「は？　わたしが愛情こめて作ったラーメンが食べられないって言うの？」

「お湯を入れただけで愛情を主張されても……」

「うるさいわね。そんなことはどうでもいいのよ」

　俺の律儀なツッコミを、結月は雑に斬きり捨てた。

「それよりわたしは、むしゃくしゃしてるの」

　だよね、うん。それは見ればわかる。

　だからこそ小こ粋いきな会話で和みたかったところだが……そううまくはいかないか。

　俺はおそるおそる訊たずねた。

「……えーと、なにかあったの？」

「お父さんとケンカしたの」

　よかった。とりあえず俺のせいじゃないみたいだ。

　すこしだけ安あん堵どし、さらに訊ねる。

「原因は？」

「翼つばさとの交際を反対されたこと」

「…………」

　結月が怒るのは日常茶飯事である。

　だから、どうせたいした話じゃないと思ったのだが……。

　予想以上にヘビーだった。そうか、反対されちゃったか……。

　胸の奥に鈍い痛みを感じ、深々とため息をついた。

　まあでも、無理もない。うら若き娘を持つ父親は、たいていそんなものである。

　たとえ相手がどんな男でも、応援より心配のほうが上回ってしまうのだ。

　うちの父親だって妹に対しては、息子の二億倍は過保護だし。

　いわばこの世界のテンプレである。結ゆ月づきのような美少女なら尚なお更さらだ。

「てか、もう家族に言ったのね……」

「隠すことでもないでしょ」

「そうだけど……ちなみに、具体的にはなんて言ったの？」

「べつにふつうよ」

　結月は淡々と告げる。

「まずお母さんに『最近ごきげんだけど、なにかいいことあった？』って訊きかれたから、『恋人ができた』って答えて、そのあとお父さんに『相手はどんなやつだ？』って訊かれたから、『異世界ハーレムとおっぱいが好きなバカな男』って答えただけ」

「いや、どこがふつうだ。正直にもほどがあるわ」

「正直なのはいいことじゃない」

「まあ、基本的にはそうだけど……それにしたって言い方ってものがあるだろ」

　たとえば──結月のわがままを受け入れられる、広い度量を持った文学青年。

　そうアピールしてくれたら、お父さんの反応もすこしはマシだっただろうに……。

「はじめて会話した女子にハーレム好きを宣言した、あなたに言われたくはないわ」

「…………」

　ごもっともすぎて、ぐうの音もでねえ。

　若気の至りってことで、できれば勘弁していただきたい……。

「だからわたしも翼つばさのパートナーとして、正直に言ったの。なのにあのハゲかけ親父おやじ『そんな男は絶対に許さん！』とかほざいたのよ？　ぶっとばしてやろうかと思ったわ」

「……とりあえず、お父さんを悪く言うのはやめよう」

　俺のせいで親子仲が悪くなるのは申し訳ないし、そもそも正しいのはお父さんのほうだ。

　むしろそんな紹介で賛成されたら、逆に不安である。

「は？　なに？　翼はわたしよりもハゲの味方なの？」

「ハゲって言うな」

「あ、ハゲで思い出したけど、そういえばこのまえ読んだラノベで、ハゲてるほどモテるって異世界があったわね」

「なにそれ読みたい」

「『僕は頭髪が少ない……けど、異世界ではモテモテでした』ってタイトルよ」

「おう、ぎりぎりだな」

「ええ、わたしもそれで、思わず手に取っちゃった。今度貸してあげる」

「まじで？　さんきゅー」

「翼つばさも将来ハゲそうだから、いろいろ参考にするといいわ」

「あ、はい……」

　この流れでいきなりディスってくるとか、さすがです結ゆ月づきさん。

　まあ、俺にやつあたりすることで、結月の機嫌がよくなるならいいけどね。

　結月の毒舌は愛情表現の一環だったりするし。

　動物同士がじゃれあうとき、甘あま嚙がみするようなものだ。

　そう考えると、なんだかんだ言いつつ、お父さんのことも好きなのだろう。

　だからこそ、反対されて腹が立ったとも言えそうだ。自覚はなさそうだけど。

「ともあれそんなわけで、わたしは不機嫌なの」

「なるほどね……」

「だからいつも以上に優しくして。全身全霊で慰めて」

「……とりあえず、好きなものを頼んでいいよ」

「ほんと？　じゃあ、一緒にパフェを食べましょう」

「わかった」

　俺は苦笑まじりにうなずいた。

　まったく遠慮しないのはいかがなものかと思うけど……。

『いつも以上に』って言われたのが地味に嬉うれしかった。普段から優しいと思ってくれているってことだ。あと『一緒に』っていうのもポイント高い。こんなふうに甘えられたら、パフェくらいいくらでもおごっちゃうよね。

　そこでタイミングよく、店員さんが現れる。

「お待たせしましたー」

　……大きなパフェを持って。

「チョコレートバナナプリンサンデーです」

「はーい」

「ごゆっくりどうぞー」

「…………」

　この女、すでに注文してやがった。

「む、なによ。これはべつに、翼のおごりをアテにして頼んだわけじゃないからね」

「あ、そうなの？」

「まあ、翼ならそう言ってくれると思ってたけど」

「……ご期待に応こたえられてなによりです」

「ふふ、ありがと。ごほうびとして、最初の一口をあげるわ」

　バニラアイスをスプーンですくい、「あーん」と差し出される。

　いや、さすがにそれは照れくさい……。

　まわりの視線が気になり躊ちゆう躇ちよしていると、結ゆ月づきがにらんできた。

「ちょっと、わたしの愛情たっぷりのアイスが食べられないっていうの？」

「いや、作ったのは店員さんだろ」

「わたしの手から食べたら、それはもうわたしが作ったも同然でしょ」

「んなわけあるか。せめてお湯を入れるくらいはしろ」

「バカね。パフェにお湯を入れたら台無しじゃない」

「言葉の綾あやだよ」

「ぐだぐだうるさいわね。いいからひな鳥みたいに口を開けなさいよ」

「……はい」

　恋人のストレス解消に付き合うのも、男の甲か斐い性しようってやつだろう。

　俺は観念して、結月に食べさせてもらった。

「どう？　おいしい？」

「……ああ」

　ふつうに食べたら、もっと素直に味わえただろうけどな。

「それじゃ、わたしにも食べさせて」












　満足げに微笑ほほえみ、俺にスプーンを手渡す。

「あれ、スプーン換えなくていいの？」

「翼つばさにまかせるわ」

「…………」

「ふーん？」

　無言で新しいスプーンに手を伸ばすと、結ゆ月づきはなにやら意味深な声を出した。

　これはやっぱり、そのままにしろってことだろうか……。

「どっちでもいいから、早く食べさせて」

「あ、はい……」

　せっつかれて、俺はけっきょく同じスプーンを使うことにした。

　生クリームのついたプリンを結月の口元に差し出す。

　艶つややかなくちびるがゆっくりと開かれ──ぱくり。

　結月はおいしそうに食べて、にやにやと嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべた。

「真っ昼間のファミレスで間接キスさせるなんて、どれだけわたしが好きなのよ」

　うぐ、ちくしょう……。盛大にからかってくれやがって……。

　たぶん新しいほうを使ったら、『へたれ』と罵ののしるつもりだったのだろう。

　俺の敗北は最初から決まっていたのだ。

　だが、俺だってやられっぱなしでは面白くない。

　なんとか一矢報いるために、羞しゆう恥ち心しんをかなぐり捨て、あえて素直に返してやった。

「世界で一番、大好きだよ」

「…………ぁぅ」

　顔を真っ赤に染めて、結月はもじもじとうつむいた。

　──よし、勝った。

　……そう思えたのは、残念ながら一瞬である。

　結月は上目遣いで、さらにこう返してきた。

「わたしも翼のこと……大好きだわ」

　──やばい。かわいい。抱きしめたい。

　だけど結月が言ったように、ここは真っ昼間のファミレスである。

　そんなことできるはずもなく、必死に衝動をこらえるしかなかった。







　パフェを食べたあとは月初めのサービスデーということで、映画を観みに行くことにした。

　電車に乗って二十分ほど。最寄りの劇場まで足を運ぶ。

　ハリウッドの大作ファンタジーを、手をつなぎながら鑑賞した。

　違う種族の男女が、冒険を通して愛を育はぐくむストーリー。

　その場でテキトーに選んだものだが、これがなかなかよかった。特に迫力のある映像は素直にすごいと思わされた。莫ばく大だいな制作費を使っているだけある。

「やっぱ異世界って最高よね……」

　エンドロールが終わり、照明がつくと、結ゆ月づきは余韻にひたりながらそう言った。

「だな」

「……でもうちのハゲは、このロマンを理解できないのよね」

「……まあ、それはしょうがないでしょ」

「一日も早く、翼つばさと異世界に行きたいわ……」

　切なげにため息をこぼす結月。

　やはりお父さんに反対されたこと、かなり気にしているのだろう。

　こうなると、『しょうがない』で済ます気にはなれなかった。

　結月に憂いは似合わない。

　結月の幸せのためなら、どんなことでもしてやりたい。

　いまの俺は異世界ハーレム厨ちゆうではなくて、鮎あゆ森もり結月厨なのだ。

　では、ここで俺にできる、最善の手はなんだ……？

　……まあ、そんなもん、考えるまでもないか。

　結論はひとつ。

　お義と父うさん（あえてこう呼ぼう）を説得し、俺たちの交際を認めてもらうことだ。

　想像するだけで胃が痛くなるほどのプレッシャーだけど……。

　どのみちいつかは通らなければいけない道だ。

　だったら早めに解決しちゃおう。

　劇場を出て、夕暮れの帰り道。俺は覚悟を決めて、切り出した。

「なあ結月、ちょっと提案があるんだけど」

「ん？　なに？」

「結月の家に、挨あい拶さつに行ってもいい？」

「え？　うちに？」

　結月は目を瞬またたかせ、戸惑った様子で訊たずねてくる。

「そりゃまあ、翼が来たいなら構わないけど、いきなりどうしたの？」

「いや、真剣に付き合ってる以上、やっぱ挨拶しといたほうがいいかなーと」

「……ありがとう。その気持ち、すごい嬉うれしいわ」

　結月は顔を赤らめてはにかみ、ぎゅっと俺の手を握ってきた。超かわいい。

　そのまま恋人つなぎにして、結月が言葉を継ぐ。

「でも、べつにそんなの気にしなくていいわよ。ぶっちゃけ面倒でしょ？」

「面倒ではないよ。緊張はするけど」

「どっちみち、進んでやりたいことではないってことじゃない」

「……それはまあ、そうだけど。でも、やっぱお義と父うさんに認めてもらいたいじゃん」

「それこそ気にしなくていいわ」

　結ゆ月づきはぴしゃりと言い切った。

「あんなハゲに、わたしたちのことをどうこう言う権利なんてないから」

　いや、親ならふつうにあるんじゃないかと思うけど……。

　ましてや俺たち、未成年だし。

「それにはっきり言って、時間の無駄よ？」

「なんで？」

「だってなにを言っても、あのハゲが認めるわけないもの」

「……それは、会ってみなきゃわからないじゃないか」

　今回反対されたのは、結月の紹介の仕方がまずかったからだ。

　きちんと誠意を伝えれば、きっとわかってくれるだろう。

「甘いわね。昨日やりあってわかったけど、あれは理屈が通じる相手じゃないわ。娘に近づく男は例外なく害虫だと思ってる。いきなりぶん殴られるかもしれないわよ？」

「それくらいは覚悟の上だよ」

「わたしはいや。そんなことされたら絶対にキレちゃうもの」

「そこは我慢してくれ」

「無理」

「……じゃあ、殴られないよう気をつけるから」

「本当に来るつもりなの？」

　眉まゆをひそめて、結月がこちらを見つめる。俺はうなずいた。

「ああ。そっちの都合に合わせるから、セッティングしてくれ」

「……わかった。とりあえず帰ったら訊きいてみるわ」

「よろしく」







　で、帰宅してから三時間後。

　ちょうど風ふ呂ろ上がりに、結月から電話（無料通話）がかかってきた。

『挨あい拶さつの件だけど、やっぱダメだったわ』

「え……なんで？」

『お母さんは喜んで賛成してくれたけど、アレが会いたくないって駄だ々だをこねたの』

　……自分のお父さんをアレ呼ばわりかい。

　だが、心底うんざりした口調だったので、ツッコむのはやめておいた。

『それで、アレから翼つばさに伝言があるけど、聞きたい？』

「……ああ」

『暴言だけど、気にする必要ないからね』

　と前置きして、結ゆ月づきは言った。




　──うちの敷居をまたいだら殺す。

　──結月に不ふ埒らちな真ま似ねをしたら殺す。

　──というか金こん輪りん際ざい、結月と会うな！　このゴミカス馬の骨野郎！




『だって』

「……なんというか、コメントに困るな」

　大人げないにもほどがある。

　ある意味、結月の父親らしいといえばらしいけど……。

『ま、これでわかったでしょ？　うちのアレがどれだけアレか』

「……そうだな。たしかに思ったより難しそうだ」

　まさか会うことさえできないとは……。

『難しいんじゃなくて、無理なのよ。ゲームでいうと、バグみたいなものね』

「……その上で、どう攻めるのがいいと思う？」

『そうね。わたしのおすすめは……完全に無視して、異世界に駆け落ちかしら』

「……バグに対して、裏技か」

『ドラマチックで悪くないわ。題して、駆け落ちから始める異世界生活』

「ラノベだったら読んでみたいけど……」

　自分がやるのはできれば避けたい。

『でも、わたしたちの目的が異世界での冒険である以上、それ以外の道はないわよ』

　……たしかに。言われてみると、そのとおりだ。

　──娘さんをぼくにください。

　ならまだしも、

　──娘さんと異世界に行かせてください。

　と言って認めてくれる親なんて、常識的に考えているわけが──

『ちなみに、そうしたいことを言ったら、お母さんは応援してくれたわ』

「まじか……」

　いたよ、認めてくれる親。すごいな結月のお母さん。おおらかすぎるだろ。

　あるいは冗談の類たぐいだと思ったのだろうか？

『そのぶん、アレはめちゃくちゃキレてたけど』

「でしょうねぇ……」

　そりゃあ、あんな殺伐とした言葉も出てきますわ……。

「てか、いまさらだけど、結ゆ月づきはそれでいいのか？」

『いいに決まってるじゃない』

「ほんとに？　寂しくない？」

『……そうね。まったく寂しくないといえば、噓うそになるわ。アレはどうでもいいけど、お母さんのことは好きだから。でも、どうせいつかは親元から離れるんだし、なにより翼つばさと一緒に〝最高の幸せ〟を手にするためだからね。わたしは喜んでこの道を選ぶわ』

「……そっか」

　ならば、俺もそう考えるしかあるまい。

　お義と父うさんには悪いけど……。

　鮎あゆ森もり結月厨ちゆうの俺にとって、人生でもっとも大事なことは──

　結月を幸せにすること、だからな。




　とはいえ。

　いったいどうすれば、異世界に行くことができるのだろう……。

　結月との通話を終えたあと、スマホを見つめて考える。

　ホーム画面には、まだ例のアプリが残っていた。

　しかし起動しても、女神さまのデフォルメキャラの画像が表示されるだけ。

　あれ以来、なんの反応も示さなかった。

　でも、けっきょくのところ、これに頼るしかないよなぁ……。

　ほかの手がかりなんて皆無だし、ネットや図書館を探したところで、どうにかなる問題でもないだろう。文字通り、神頼みってわけだ。

　スマホを握りしめ、ダメ元で強く願ってみる。

　頼む、女神さま。

　俺たちにもう一度だけ、チャンスをくれ。




　その切なる想おもいは、驚くほどあっさりと──天に通じる。

　というのも、この数分後に俺は──

　突然部屋に現れたイノシシにはねられかけて──

　例の空間に飛ばされることになる。




　次のシーンは、俺が女神さまと再会するところからはじめよう。







「市いち宮みや翼つばさ──このままじゃと汝なんじ、一秒後に死ぬぞな」

　気がつくと俺は、なんだかよくわからない不思議な空間に立っていた。

　ここに来るのは三度目だ。

　異世界転生的な手続きをする場所──通称、例の空間である。

　そして目の前には、スケスケの羽は衣ごろもをまとった幼女。

　ほぼ全裸だけど、その正体は女神さまなので問題ないよね。

　そんなわけで、素早く状況を理解した俺は、冷静にツッコんだ。

「いや、死なないですよね？」

「まあ、そうなんじゃが」

「あと『ぞな』はどうかと思います」

「うぐっ……」

　女神さまはしぶい顔でうなり、「ノリが悪いのぉー」と肩をすくめた。

「せっかくトラックじゃなくて、ちがうパターンにしてやったのに」

「だからってイノシシはどうなんですか。しかも家のなかって」

「ちょっとしたサプライズじゃよ。びびったじゃろ？」

「そりゃまあ……」

「それに、実際のイノシシはけっこうガチで怖いんじゃぞ？」

　たしかに、それはそうかもしれないけど……。

　ケルト神話では、イノシシにやられた騎士もいるくらいだしな。

「でも、どうせ幻影でしょ？　ならドラゴンとかでもいいじゃないですか」

「それはダメじゃ」

「なぜです？」

「ドラゴンは高い」

「……幻影を見せるのって、お金かかってたんですか」

「うむ。消費するのはＭＰじゃがな」

　聞けばＭＰ（女神ポイント）は、地上における通貨みたいなものらしい。

　女神としての給料もＭＰで支払われるのだとか。

「大卒の初任給だと、手取りでだいたい18万ＭＰくらいじゃな。このご時勢ならまずまずじゃ。ノルマは少々きついが福利厚生はしっかりしてるし、残業代もちゃんと出るしな。うちはホワイトじゃ」

「へぇ……」

　相変わらずロマンに欠ける天界ですね……。

「じゃあ、そこに所属する女神さまって、実はエリートですか？」

「否定はせん。そんな女神に担当してもらえるんじゃから、汝なんじはかなりラッキーじゃぞ」

「でも、幻影ではケチるんですよね」

「まあ、それはそれじゃ。経費削減はどんな大手でもする当然の企業努力じゃからな」

「あ、いちおう経費で落ちるんですね」

「うむ。じゃが、あんま使いすぎると経理がうるさい」

「……もしかして、女神さまの衣装に布がすくないのも、節約の一環ですか？」

　ついでに、興味本位で訊たずねてみた。まえから疑問だったのだ。

　だってそうでもなきゃ、この格好はおかしいもん。好んでやってたらただの痴女だよ。

「いや、これは妾わらわの趣味じゃ」

「…………」

「おしゃれじゃろ？」

「あ、はい」

　モデルのようにポーズをとる女神さまに、俺は愛あい想そ笑いでうなずいた。

　そっかー、俺の担当はただの痴女だったか……。

　いや、天界の基準では本当におしゃれなのかもしれないが。

　詳しく訊きいてみてもいいけれど、これ以上夢が壊れるのもなんだ。

「で、俺は今回、なんで呼ばれたんですか？」と本題を訊ねた。

　女神さまは苦笑して、

「冷静に話を進めるなー。もっと動揺してくれてもいいんじゃぞ？」

「そう言われても、もう慣れちゃいましたよ。いや、嬉うれしいは嬉しいんですけど」

　イノシシのせいで、テンションをあげるタイミングを失ってしまったが……。

　実際これは、とても歓迎すべき状況である。

　まさかこんなにも早く、またここに来ることができるとは。

　しかも事故ではなく、女神さまからの呼び出しである。

　つまり、異世界に転移できるチャンスがあると思っていいだろう。

　そして前回と違って、今回は特にこだわりはない。

　結ゆ月づきと一緒に行けるなら、チートもハーレムもいらなかった。

「ま、話が早いのは助かるけどな」

　期待に胸をふくらませる俺に、女神さまが言う。

「実は折り入って汝に──それと鮎あゆ森もり結月に、頼みたいことがあるんじゃ」

「俺と、結月に……？」

「そうじゃ」

　うなずいて、女神さまは厳かに告げた。




「──バカップル選手権に出てくれないか？」




「…………なんですか、それ」

　間の抜けた語感に、戸惑わずにはいられなかった。

「天界が主催する、カップルの親密度を競い合う大会じゃな」

「なんでそんなものを天界が主催するんですか……」

「天界ではいま、空前のラブコメブームが起こっていてな」

「ラブコメブーム」

「うむ。ちなみに、その火つけ役は妾わらわじゃ」

　女神さまは誇らしげに胸を張った。

　なんでも、俺たちが愛読しているラノベがどんなものか気になって、女神さまも背表紙が緑のラノベレーベルの本をいくつか買ってみたらしい。

「それが思いのほか面白かったから、知り合いに布教したんじゃ。そしたらたちまち天界中に広まってな」

　ただし、ウケたのはファンタジーではなく、ラブコメ主体の作品。

　異世界に慣れ親しんだ天界では、ラブコメのほうが新鮮に映ったのだとか。

「その影響で『実際のバカップルを見せたら儲もうかるんじゃないか？』とお偉いさんが言い出して、急きゆう遽きよそんな大会が企画されたわけじゃ。じゃが、一般人を参加させるといろいろ面倒でな。そこで各女神が受け持ちのなかから一組だけカップルを推薦して、競わせることになったんじゃ」

　……なるほど。それで俺と結ゆ月づきに白羽の矢が立った、というわけか。

　言い換えると、女神さまからバカップルだと思われてるってことで……。

　なんだろう、複雑な気持ちである。

「で、どうじゃ？　出場してくれるか？」

「うーん、そうですねぇ……」

　うなりながら考える。

　女神さまは、いわば俺の恩人である。

　女神さまのおかげで、俺は結月と付き合うことができたのだ。

　だから女神さまの頼みとあれば、引き受けるのもやぶさかではない。

「個人的には構いませんが……結月がなんて言うかですね」

「そうか。じゃ、帰ったら相談してくれ」

「ちなみに、出場するメリットはあるんですか？」

　悪い言い方をすると、これは天界の見世物になるってことだ。

　ただ参加するってだけなら、きっと結ゆ月づきは嫌がるだろうと思って訊たずねた。

「もちろんあるぞ」

　女神さまは自信ありげな笑みを浮かべて、説明してくれる。

「優勝したらどんな世界にでも行くことができる、大量のＳＰサンキユーポイントをプレゼントじゃ」

「おぉーっ！」

　そうそう、それだよそれ。

　こういうのがあれば、うちのわがまま姫も乗り気になってくれるってものだ。

「いちおうの確認ですけど、それはカップルで行けるってことですよね？」

「そうじゃ」

「逆にデメリットはありますか？　敗退したらペナルティがあるとか」

「いや、そういうのは特にないな」

　ならよかった。

「じゃあ、開催地は？」

「地球のどこかじゃ」

「どこかって……」

「ぶっちゃけ具体的になにをするか、まだ決まってないんじゃ」

「見切り発車にもほどがあるでしょ……」

「妾わらわもそう思うが、上の気まぐれに付き合うのも仕事のうちじゃ」

「なのに、地球でやるのは決まってるんですね」

「ついでに聖地巡礼したいって思惑じゃろうな。あるいはそっちが主目的かもしれん」

　……公私混同も甚だしいけど、なんともありそうな話だ。

「日程は？」

「予選は二日後、本選は一週間後じゃな」

「うわ、まじで急ですね……しかも、そんな何日もかかるんですか？」

「うむ。なにしろ数百組が参加するからな」

　まじか。すげえ大規模じゃん。

　てか、女神ってそんなにたくさんいるんだ……。

　軽く驚いていると、女神さまが憂ゆう鬱うつそうにため息をつく。

「おかげで社員は、連日デスマーチじゃ……」

「……ほんとにホワイト企業なんですか？」

「……妾も自信なくなってきた」

　社会で仕事をするって大変なんだなぁ……。

　こういうのを見てしまうと、やはり異世界で優雅に暮らしたいと思ってしまう。

「ともあれ、よろしく頼むぞ」

　気を取り直して、女神さまはまとめに入った。

「参加するかどうかは、できるだけ早めに伝えてくれ」

「どうやって伝えればいいですか？」

「アプリで。バージョンアップで、メッセージ機能を追加しておく」

「……了解です」

　それからいくつか細かい話を聞いて、俺は地上に帰還した。







　翌日のお昼時。

　結ゆ月づきをランチに誘い、また駅前のファミレスにやってきた。二日連続というのもあれだけど、安くて味もそこそこよくて、長居しやすいから便利なのだ。

　隅の席に向かい合って座り、注文を済ませる。

　本日の結月はボーダーのＴシャツに、ショートパンツというカジュアルな装よそおい。

　シンプルなのにおしゃれに見えるのは、やはりルックスがいいからだろう。

「それで、重要な話ってなに？」

　ドリンクバーの飲み物を注ついできたところで、結月が口を開いた。

「このわたしを呼び出したんだから、もちろんそれ相応の朗報なのよね？」

「ああ、聞いて驚け」

　俺はにやりと笑って答えた。

「実は昨日の夜、例の空間に呼ばれて、女神さまと会ってきたんだ」

「え、ほんとにっ!?」

　前のめりに食いつく結月。

　豊かな胸がぷるんと揺れて、思わず釘くぎ付づけになってしまった。すごい……。

「それで、どんな用件だったの？　もったいぶらずに早く言いなさいよ」

「あ、うん」

　胸元から目をそらし、バカップル選手権について語る。

「──なにそれ面白そう！　わたしと翼つばさなら優勝確実だし、参加しない手はないわ！」

　説明を終えると、結月はノリノリでそう言った。

　喜んでくれてほっとする。プライドの高い結月が『バカ』とつくものにどう反応するか、すこしだけ気がかりだった。

　そこで、注文した料理が運ばれてくる。

　アプリで出場する意思を女神さまに伝え、とりあえずいただくことにした。

　そして、ちょうど食事を終えたタイミングで、ケータイがふるえる。

　女神さまからのリプライだ。

　感謝の言葉とともに、予選の内容が記されていた。




『ラブラブツーショット写真で、きゅんきゅんしちゃっていいかなっ？』




　である。

　その名のとおり、よりラブラブ度の高いツーショットを運営に提出すればいいらしい。

　厳正な審査をして合格者のみが本選に進め、ここで大半が予選落ちとなるようだ。

　ドリンクのおかわりを注ついできて、どんな写真を撮るか話し合う。

「やっぱり、抱き合ってキスとかじゃないかしら？」

　と、まず結ゆ月づきが意見を出した。俺は首をひねる。

「うーん、どうだろう。たしかにラブラブではあるけど、さすがに安易すぎない？」

「そう？」

「ああ、もうちょっと攻めたほうがいいと思う」

　なにしろ数百組もライバルがいるのだ。

　それなりに工夫を凝らさないと、突破は難しい気がした。

　すると結月は、じっとりした目でこちらを見る。

「つまり、キス以上のことがしたいってこと？」

「──いやっ、そういうことじゃなくて！」

「……したくないの？」

　慌てて否定すると、今度はすこし不安げな表情になった。

「う──いや、それは、その……したいけど」

　正直になるほかなく、まごまごと認める。

　結月はにっこり微笑ほほえんだ。

「すけべ」

「えぇ……」

　じゃあ、どうすりゃいいんだよ。なんて答えても不正解だろ、これ。

「ま、翼つばさがえっち宮みやなのは、いまにはじまったことじゃないけどね」

「……すいません」

「べつに謝らなくてもいいわ。男ってそういうものなんでしょ？」

「……そうですね」

「だから、まあ……」

　結月は頰ほおを真っ赤に染めて、もじもじと金髪をいじりつつ、上目遣いで言った。

「翼がどうしてもしたいって言うなら、ちょっとくらいなら……してもいいわよ？」

「──まじで？」

「まじで」

「え、ちょっとってどれくらいですか？」

「そうね……胸をさわるくらいなら」

「……ほんとに？」

「ええ。翼つばさにならわたし、なにをされても構わないもの」

「…………」

　ごくりと生なま唾つばをのみ、俺は真剣に考える。

　この誘いに乗るべきか、否か……。

　本音を言えば、一も二もなくさわりたい。当然だ。好きな女の子の胸をさわりたくない男子なんて、この世界には存在しない（異世界にはいるかもしれない）。

　……だが、世の中には次のような金言がある。

　タダより高いものはない。綺き麗れいな花にはトゲがある。うまい話にはウラがある。

　要するに、自分にとって都合がいい物事ほど、安易に飛びつくのは危険だってことだ。

　しかも相手は鮎あゆ森もり結ゆ月づき。俺をいたぶるのが大好きな女である。

　ここで『じゃあお言葉に甘えて』なんて申し出れば、ほぼ確実に、手厳しいカウンターが飛んでくることだろう。

　しかしそれでも、それがわかっていてなお──

　一いちか八ばちか、アホなふりしてワンチャンかけたい。そう思ってしまう自分がいる。

　──ダメだ。落ち着け。冷静になれ、市いち宮みや翼。

『選択肢に悩んだときは、常に難しいほうを選ぶことにしている』

　まえに読んだ異世界ラノベの主人公も、たしかそんなことを言っていたじゃないか。

　……いや、ごめん。ラノベとは関係ない、スポーツ選手の言葉だったかもしれない。

　まあ、ともあれ。これにはとても感銘を受けたのだ。

　ではこの場合、もっとも難しい選択とはなにか？

　欲望をおさえつけて、紳士的に振る舞うことだ。

　…………いいだろう。やってやるぜ。この試練を乗り越えてやる。

　──異世界で、俺と一緒に冒険がしたい。

　そう言ってくれた結月のためにも──俺は、断腸の思いで告げる。

「せっかくだけどそれは……遠慮させてもらう」

「──え、いいの？」

「ああ」

「……うそ？　なんで？　翼っておっぱい好きじゃなかったの？」

「いや、それはそうなんだけど……」

　心底不思議そうな結ゆ月づきに、俺は苦笑いして返した。

「でも、結月は俺にとって魅力的すぎるんだよ」

「……それのなにが問題なの？」

「一度でもそういうことを許されたら、俺はますます結月に夢中になって、たぶん大事なことを忘れちゃうと思う」

「大事なこと？」

「異世界に行きたいって想おもい」

「…………」

「だからむしろ、逆に誓わせてほしい」

　毅き然ぜんとした態度で宣言する。

「異世界に行くという夢を叶かなえるまで、俺はいっさい、結月にエロいことはしない」

「…………わかった」

　結月は、とても嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「そういうことなら、翼つばさの意思を尊重するわ」

　──よし！

　どうやら見事、正解のルートを選べたらしい。

　自分で自分を褒ほめてやりたい。よくぞこの誘惑に耐えきった！

「てゆーか、そうよね。目先の欲望よりも異世界のことを大事にする。それでこそわたしたち、〝異世界転移同盟〟よね」

「ああ、そのとおりだ」

「それに、そっちのほうがロマンチックだもんね。さすが市いち宮みや翼。名前のなかに異世界の『異』を宿しているだけあるわ」

「いやいや、結月というパートナーあっての俺だよ」

　謙けん遜そんして頭をかくと、結月はくすりと笑みをこぼした。

　そして、照れくさそうにまた金髪をいじりつつ、赤裸々な想いを口にする。

「正直に言うと、翼にあれこれしてほしいって気持ちもあるんだけど……」

「え？」

「わたしも翼を見習って我慢するわ」

「……え？」

「ん？　なに？」

　全力で目を瞬またたかせていると、結月はきょとんと小首をかしげた。

「ごめん、ひとつ訊きいてもいい？」

「いいわよ」

「……ちなみに、もし俺がさわりたいって言ったら、どうしてた？」

「それはふつうに、さわらせてあげてたわよ」

「まじで？」

「まじで」

　………………まじかよっ!?

「でもだからこそ、翼つばさの決意、とても心に響いたわ」

「…………」

「わたしのためを思って、きっぱりと宣言してくれて、すごくかっこよかった」

「…………」

「それじゃ、ほかの案を考えましょうか」

「お、おう」

　やっぱいまの誓い、なかったことにしてもらってもいい？

　なんて、言えるわけないよなぁ……。

　……いや、でも、これでよかったんだ。

　俺の最優先事項は結ゆ月づきの笑顔である。そして結月は、俺の選択を喜んでくれた。

　だったらそれでいいじゃないか。それ以上なにを望むっていうんだ。

　結月が幸せなら、おまえも幸せだろ？

　激しい後悔に苛さいなまれつつ、俺は何度も何度も、自分にそう言い聞かせた。







　エロ方面を禁止して、どうすればラブラブな写真を撮ることができるか？

　その後、さまざまな方向で検討を重ねる。

「うーん、なんかどれもいまいちピンとこないわね……」

「そうだな……」

　しかし、小一時間かけてもこれといった妙案は浮かばなかった。

　俺も結月も、カメラはあまり好まないからな……。

　──いや、待てよ。

　そこでふと思い立つ。カメラといえば、頼りになる知り合いがいるじゃないか。

「来くる栖す先輩と水みず原はら先輩に訊きいてみよう」

「あ、そうね。それがいいわ」

　静止画と動画という違いはあるにせよ、映研に所属するバカップルに訊けば、なんらかの答えを得られるだろう。さっそくメッセージを送る。

『最高のラブラブツーショット写真を撮るには、どうしたらいいですか？』

　ついでに幼おさな馴な染じみのリア充中学生、修しゆう司じにも訊たずねてみた。

　頻繁にツーショット写真を送ってくるから、コツ的なものを知っているかもしれない。

　数分後。ほぼ同時に、返事が送られてきた。

『自然体を隠し撮り』と来くる栖す先輩。

『デート中に盛り上がったときにノリで！』と修しゆう司じ。

　……隠し撮りの是非はさておいて。

　どちらも参考になる意見だった。

　要するに、ラブラブ写真を撮ろうと意識してはダメだということだ。

「あー、たしかにネットで見かけるリア充の写真とか、なんか鼻につくものね」

　結ゆ月づきが納得したように言った。

「……それは単に、リア充に対する嫉しつ妬とじゃない？」

「否定はしないわ」

「素直」

「翼つばさはどうなの？　押しつけがましさとか感じない？」

「感じる」

　わざわざネットにアップすることねーじゃん、っていうね。

　まあ、それでこそバカップルなのかもしれないが……下手にアピールするのではなく、自然体で愛情がにじみ出ているほうが、ラブラブ度は高い気がする。

「まとめると、デート中に隠し撮りをしてもらうのがいいってことね」

「だな」

　単純ではあるが、ふたつの意見を組み合わせることで合意した。

　問題は、カメラマンをどうするかである。

　来栖先輩に頼むのは申し訳ないし、なにより気恥ずかしい。

　バカップル選手権のことをうまく説明できる自信もないし……。

　しかし、これについてはあっさり解決した。

　思案していると、女神さまからメッセージが送られてきたのだ。

『妾わらわにまかせておけ！　ここから天界の特殊カメラで、最高の瞬間を撮ってやるぞ！』

　これは助かる。女神さまならカメラマンの存在をあまり意識せずに済むしな。

　お言葉に甘えることにした。

　それにしても、やけに張り切ってるな……。

　俺たちが優勝したら女神さまにも、なにかボーナス的なものが出るのかもしれない。

　無事に方針が決まり、結月が話を進める。

「それで、デートするのはいいとして、どこに行く？」

「結月はどこに行きたい？」

「んー、そうね。強いて言えば、翼が行きたいところかな。いつもわがままを聞いてもらっているお返しに、今回は翼の好きな場所、どこでも付き合ってあげる」

　そう言われても、微妙に困る……。

　結ゆ月づきと一緒なら、べつにどこでもいいからな。

　しかし、せっかくの厚意をむげにするのもなんなので、

「えーと、じゃあ……夏らしいとこがいいかな」

「海とかプールとか？　どれだけわたしの水着姿が見たいのよ」

「そんなこと言ってないだろ」

「……見たくないの？」

「この流れはさっきやった」

「つまり、見たいってこと？」

「……そりゃ、見たいに決まってるよ」

「ふふ、まったく翼つばさはしょうがないわね」

　苦笑いで肯定すると、結月は満足げに微笑ほほえんだ。

「水着なら健全の範囲内だし、そこまで言うなら、見せてあげてもいいわよ？」

「いや、遠慮しておく」

「え、なんで？」

「それ以上に、ほかの男に見られるのがいやだから」

　ついでに言うと、結月の水着姿はたぶん健全じゃない。おそらく、俺にとっては。

「……ふ、ふーん、そう」

　予想外の答えだったのか、結月は目をぱちくりとさせ、すこし遅れて赤面した。

「そ、そういうことなら、仕方ないわね、もう……ほんとにもう……」

　うつむくようにして、ぽそぽそとつぶやく。

「……やばい、うれしい」とかすかに聞こえて、やばいのはこっちのほうだわと思った。

　まじでめちゃくちゃかわいい……。

　エロとか関係なく、抱きしめたくてたまらなかった。

　しかし、例によってファミレスなので、それは自重。

　気をまぎらわすためにも、デートスポットについて思索をめぐらした。

　海じゃなければ山とか？　いや、アウトドア全般はしんどい。

　もっと静かで落ち着けて、涼しげな場所がいい。

　最初に浮かんだのは──水族館だった。

　無意識に海から連想したのかもしれない。デートスポットとしてもわりと定番である。

　提案してみると、結月は喜んで賛成してくれた。







　そんなこんなで、翌日。

　午前十時に駅前で待ち合わせ、電車を乗り継ぐこと、三十分ちょい。

　俺たちはこの近辺では有名な、とある水族館にやってきた。

　まずはチケットを購入する。

　そこそこの料金を取られるが、女神さまのおごりなので心配はいらない。

　今朝、目を覚ましたら机の上に一万円札が置いてあったのだ。

『そのぶんいい写真が撮れるようがんばるのじゃ！　期待してるぞ！』とのこと。

　さすがに悪いなと思ったが、せっかく用意してくれたものを返すのも野や暮ぼだ。

　女神さまには女神さまの思惑がありそうだし、素直に甘えることにした。

　……しかし、女神さまはどうやって日本円を手に入れるんだろう。

　ＭＰと交換できるなら、レートはどれくらいだ……？

　いや、いまはそんなことどうでもいいか。

　チケット売り場を離れ、入口に向かいながら、隣の結ゆ月づきに視線を向ける。

　花柄のオフショルダーワンピースに、黄色のカーディガン。

　そしてブロンドをシュシュでまとめ、サイドテールを作っていた。

　ひまわり畑の妖よう精せいもかくやという可か憐れんさだ。確実に昨日より気合いが入っている。

　だから俺も気合いを入れて、デートをしよう。

　館内に入ると、いきなり大きな水槽が視界に飛びこんできた。

「へえー、すごいわね」

「ああ、綺き麗れいだな」

　色鮮やかな魚やサンゴ。なんとも幻想的である。ツカミはばっちりだな。

　しばし見み惚とれていると、結月が俺の肩をつんつんしてきた。

「ん？」

「そこは『でも、結月のほうが綺麗だけどな』って続けるところじゃない？」

「……そんなベタな台詞せりふ、ラノベでもそうそう見かけないぞ」

「好きな人にはいつだって褒ほめてほしい女心よ」

「はいはい、結月のほうが綺麗だよ」

「なにそれ雑。もっと心をこめて」

　不満げに眉まゆをひそめられる。

　そこで一組の親子連れが、俺たちのそばを通りすぎた。

　平日だが夏休みだけあって、館内はなかなかにぎわっている。

　結月の美しさはそれこそ人魚レベルなので、多くの人からチラ見されていた。

　すなわち、限りなく照れくさい。

「ねえ、魚とわたし、どっちが綺麗？」

　しかし、結月はそれをわかっていて、からかうように問いかけてくる。

　それでいてたぶん、四分の一くらいは本気だろう。

　すくなくとも、これで答えないとごきげん斜ななめになるのは間違いない。

　……仕方ない。俺は結ゆ月づきをまっすぐ見つめ、真剣なトーンで答えた。

「結月だよ」

「ふふ、ありがと」

　結月は嬉うれしそうにはにかんで──むにゅり。

　俺の腕に自身の腕を絡ませ、ぴったりこちらに寄り添ってきた。

　あー、これはちょっと、いかんですね……。

　はっきりと、至上の感触が伝わってくる。

「……くっつきすぎじゃない？」

「デートなんだから、べつにいいでしょ」

　いや、だけどこれは俺的に、エロいことしないコードに抵触するんですけど……。

　しかしそう告げるまえに、結月が甘えたような声を出す。

「……だめ？」

「だめじゃない」

　かわいすぎて即答していた。こんなもん、抗あらがえるわけないでしょ……。

　まあ、これくらいはギリセーフってことでいいか。

　異世界に行くまでスキンシップゼロってのも寂しいし。

　いつまでも腕を組むだけでおたおたするのも格好悪いしな。

　それに例の誓いに囚とらわれすぎて、結月を冷たく扱っては本末転倒である。

　要は俺が理性を保ち、欲望に勝てばいい話だ。ある種の精神修業だと思えばいい。

　──胸の感触を楽しみつつ、表面上は紳士的に振る舞う。

　そういうスキルを身につけられるようにがんばろう。うん。







　というわけで。

　この状態のまま、館内をゆったりとめぐっていく。

　クマノミやウミガメが優雅に泳ぐ、熱帯エリア。

　カブトガニやオウムガイ、サメやエイなどがいる、生きた化石エリア。

　ピラニアやデンキウナギといった、淡水のアマゾンエリア。

　ひたすら美しい水中トンネル……。

　どれもこれも興味深い展示ばかりだ。

　なかでも個人的に見み応ごたえがあったのは、海獣エリアである。

　アザラシ、アシカ、ホッキョクグマ、イルカ、エトセトラ。

　巨大な生物がダイナミックに泳ぐ姿は、それだけでえらい迫力だった。

「異世界のダンジョンでは、これくらいのモンスターがバンバン襲ってくるのかしら」

　岩の上で寝そべるセイウチを見て、結ゆ月づきが言った。

「……そう考えると、めちゃくちゃ怖いな」

　掲示されている解説を読む。

　オスは体重２トンを超えることもある、とか書いてあっておののいた。

　体当たりされたら、トラックなみの破壊力になるだろう。

　この世界の生物でもこれなのだ。そりゃドラゴンとか恐れられるわけだよ。

　結月と一緒ならチートなんてなくていいかと思ったけど、前言撤回せざるを得ない。

　結月を守るためにも、やっぱチートは必ひつ須すですわ。

　そのままなんとはなしに解説を読み続け、気になる箇所を見つける。

「ほう、セイウチやアシカの仲間は、ハーレムを作るのか……」

「…………」

　むにぃぃぃっ。

　思わず口に出したら、無言で腕をつねられた。

「……あの、結月さん、ちょっと痛いんですけど」

「うらやましいって思った？」

「め、滅相もないです……」

　にこやかに問われ、びくびくと首を横に振る。なにこれセイウチより怖いんですけど。

「なんなら、アシカに転生するようお願いしたら？」

「いや、人外転生はちょっと……」

　読者視点なら楽しいけど、自分がなりたいとは思えない。

　アシカが相手じゃ萌もえないし……。

　フォローを入れるため、ラッコがいる水槽のまえに移動した。

　黒と白が入り交じった、毛玉みたいなイタチがぷかぷかと水面に浮かんでいる。

「おー、さすがラッコ、かわいいなー。ま、結月には負けるけどな！」

「その愛くるしい見た目に反して意外と凶暴な一面もある、って書いてあるわね」

「……結月の正体って実はラッコ？」

「ぶっとばすわよ」

「すいません冗談です」

　ラッコ作戦、あえなく失敗……。

　ひたすら頭を下げて、お詫わびするしかなかった。

「ちょうどおなかも空いてきたし、石をガンガンぶつけてやろうかしら」

「……俺なんかより、もっとおいしいものを食べようぜ？」

　なだめつつ、レストランエリアに足を向ける。

　おすすめのメニューは、近隣の海でとれた海かい鮮せん丼どんらしい。

　さんざん魚を見たあとに、魚を食べるのか……。

　微妙に複雑な気持ちになるも、せっかくなのでそれをいただく。

　はい、とてもおいしかったです。

　で、腹ごしらえをして、いくらか休憩したあと。

　屋外エリアにいるペンギンやペリカンなどを見て、ダイオウグソクムシをはじめとしたキワモノゾーンをやっつけ、最後にイルカのショーを観覧し、すべての展示を制覇した。

　時刻を確認すると、三時半を過ぎたところ。帰るにはまだすこし早い。

　ひとまずおみやげショップに立ち寄り、記念におそろいのストラップを購入。

　さらに結ゆ月づきのリクエストで、もう一度だけ水中トンネルを通っていくことにした。

　そして、その青い世界のなかほどに──彼女はいた。







　青髪だ。

　南国の海を思わせる、青い髪の女の子。

　最初、光の加減でそう見えるのかと思った。

　しかしそんなことはなく、正真正銘、本物の青髪だった。

　それが腰のあたりまで伸びており、正直、今日見たどんな生物よりも目を惹ひいた。

　顔立ちはぞくりとするほど整っており、肌は季節外れの雪のように白い。

　体格は華きや奢しやだ。どこの国かわからない民族衣装っぽいものを着ている。

　年齢は、中学生くらいだろうか。すくなくとも外見上はそう見えた。

　だが、実際に中学生だとは思えない。

　はじめて女神さまに会ったときと、似たような印象を受けた。

　すなわち、人間離れした存在感。

　十メートル弱の距離があったが、それでもはっきりと感じられた。

　それでいて、周囲の人たちがまったく注意を払っていないのが、ひどく不自然だった。

　もしや幻影の類たぐいなのか……？

「ねえ、翼つばさ、あれって……」

　結月がこわごわと口を開く。

　どうやら見えているのは俺だけじゃないらしい。すこしだけ安あん堵どした。

「結月は、どう思う？」

「外国人の超ハイクオリティコスプレイヤー」

「……現実的に考えたら、そうなるよな」

「ええ。でなければ……」

　俺と結ゆ月づきは顔を見合わせ、同時にその単語を口にした。




「「──エルフ」」




　青髪の隙すき間まからのぞく、彼女の耳は──とがっていた。

　きらめく金髪を持つ結月に対して、エルフっぽいと思ったことがあるけれど……。

　彼女は『っぽい』ではなく、エルフそのものだった。

「こ、声をかけてみましょうか？」

　好奇心に満ちた瞳ひとみで、結月が言う。

　高校入学当初よりはマシになったが、俺も結月も人見知りだ。

　他人に声をかけるなんて、ふつうだったら絶対にしない。

　電車などで席をゆずる際も、無言でそこから離れるタイプである。

　しかしそれを差し置いても、彼女と関かかわりたいと思ってしまった。

　異世界に憧あこがれる俺たちにとって、エルフはそれだけ特別な種族なのだ。

　……仮にただのコスプレイヤーだったとしても、まあ、それはそれで趣味の合う相手ってことだし、大丈夫だろう。












「そ、そうだな……なにか困っているかもしれないし」

　彼女は微動だにせず、ぼんやりと天井を見上げている。

　純粋に魚の群れに見入っているだけっぽいけど、口実はあったほうがいい。

　ドキドキしながらゆっくりと近づいて、とりあえず挨あい拶さつしてみた。

「……こ、こんにちは」

　挨拶してから、日本語でよかったのかなと思う。

　が、問題なく通じたようで、彼女はこちらを向いてにこりと微笑ほほえんだ。

「こんにちは」

　思いのほか流りゆう暢ちような挨拶が返ってきて、動揺する。

　……しまった。

　勢いで声をかけたはいいけど、その後の会話をまったく想定してないぞ……。

　俺はわたわたと言葉を継ぐ。

「え、えーと……なにしてるんですか？」

「ちょっと」

　結ゆ月づきに小突かれた。まあ、うん、すまない。我ながらひどい対話力である。

　でも、これが俺の限界だった……。

　幸い、青髪美少女はいやな顔をせず、「サカナを見ています」と答えてくれた。

　おそらく、結月と一緒なのがよかったのだろう。

　俺ひとりだったらきもいナンパだと受け取られ、通報まであったかもしれん。

「こんなにたくさんのサカナは、はじめて見ました。とても綺き麗れいです」

「あ、あなたも、とてもお綺麗です、よ……？」

「ちょっと」

　ますますナンパみたいな物言いをしてしまい、もう一度小突かれた。

　さっきの三倍くらいの威力で、地味に痛かった。

「ふふ、ありがとうございます」

　褒ほめられ慣れているのか、彼女は如才なく笑ってくれた。

　やはり中学生には思えない。俺たちよりよほど成熟しているように感じられた。

　というより、高貴な雰囲気とでもいうのだろうか？　一般人にはない気品があった。

　おかげで動揺はおさまらない。

　しゃべればしゃべるほど、いらんことを言ってしまいそうだ……。

「ごめん、あとよろしく」と結月にバトンタッチした。

　結月は「えぇっ……？」と目を瞬またたかせ、まごまごと訊たずねる。

「あ、えーと……あなたはエルフ？」

　こけそうになった。おまえも大概じゃないか……。

　中一の英語の教科書だって、もうちょっと脈絡のある会話をするわ。

「はい、わたくしはエルフです」

「え……」「……ほんとに？」

　まさか──あるいは予想どおり──の肯定に、啞あ然ぜんとする俺たち。

　いや、ノリのいいコスプレイヤーでも、そう答える可能性はなきにしもあらずだが……

「本当ですよ」

　冗談を言っているふうには見えなかった。

　結ゆ月づきが会話を続ける。

「エルフがどうしてこんなところに？」

「とある用事と、観光のためです」

「ひとりで来たの？」

「いえ。許いい嫁なずけと一緒です」

　……許嫁て。つまり、男がいるってことか。くそ、エルフの嫁とかうらやましい。

　いや、もちろん俺は、結月のほうがいいけれど。これは大前提。

　性格もルックスも、結月はパーフェクトに俺好みだ。

　結月よりいい女は、どこの世界にもいない。

　生エルフと対面することで、改めてそう確信した。

　しかし、それはそれとして、『エルフの嫁』という響きに、ときめきを覚えてしまうのも事実である。三つ子の魂百まで、的な……。

「その彼はどこにいるの？」

「それが、さきほどはぐれてしまったのです。ちょうどいいのでお訊たずねしますが、赤い髪の男を、どこかで見ませんでしたか？」

「……見てないわね」「……俺も」

　ふたりで首を横に振る。

　赤髪なんて、見ていれば絶対に覚えているだろう。

「一緒に探しましょうか？」

「ありがとうございます。では、お言葉に甘えさせていただきます」

　結月の申し出を、彼女はやわらかな微笑で受けた。







「わたくし、リエル・フライアルと申します。どうぞリエルとお呼びください」

「わたしは鮎あゆ森もり結月。結月でいいわ。そっちはえっち宮みや」

「やめて。そのあだ名を浸透させようとするのやめて」

「初対面の女にいきなり『綺き麗れい』とか言うようなチャラいやつは、それで十分よ」

　……うーん、思ったより根に持たれてますね。

「ふふ、仲がよろしいですね。おふたりは恋人同士ですか？」

「いいえ。これはただの使い魔よ」

　さっきはあんなにデレてたくせに……。

　失言ひとつで、こんなにも態度って冷たくなるのか……。

「なるほど。よろしくお願いしますね。結ゆ月づきさん、えっち宮みやさん」

「市いち宮みや翼つばさです！」

　まあ、ともあれ。

　簡単に自己紹介を済ませ、三人で館内を見て回る。

　リエルはかなりマイペースな性格みたいだ。

　許いい嫁なずけを探すことより、展示のほうに夢中だった。

　逆に言うと、そんなに焦るような事態でもない、ということだ。

　結月も気楽に雑談を振っていた。

「リエルはやっぱ、べつの世界から来たの？」

「はい。わたくしが住んでいるのは、もっと緑が多い土地です」

「あー、エルフといえば森だもんね」

「そうですね。ですからこの世界は、驚くことばかりです」

　結月が初対面の相手に、こんなふうに接するのは非常に珍しい。

　というか、はじめて見た。

　それだけエルフとの出会いに、高揚しているのだろう。

　微笑ほほえましい気持ちになり、俺も会話に加わった。

「そのわりには日本語上手だね」

「ちょっと、いまわたしがリエルと話してるの。えっち宮は邪魔しないで」

「……あ、はい、すいません」

　思いきりにらまれ、すごすごと引き下がる。

　これはダメだ。ほとぼりが冷めるまで、口を慎んでおこう……。

　結月はふんと鼻を鳴らし、リエルに向き直る。

「それで、日本語はどうして使えるの？」

　……自分もそれを聞きたいんじゃないか。

「言語を操る魔法を授かっておりますので」

「習得したんじゃなくて、授かったの？」

「はい。こちらに転移する際、女神さまからいただきました」

　女神。そのワードに反応し、ひとつの可能性に思い至る。

　結月も同時に察したようだ。

「もしかして、リエルの用事ってバカップル選手権のこと？」

「あら、ご存じなんですか？」

　やはりそうか。てか、許いい嫁なずけと一緒という時点で気づいてもよかったな。

「ええ、わたしたちもそれに出場することになっているから」

「なるほど」

　リエルはリエルで、得心したようにうなずいた。

「あなた方がわたくしを認識できたのは、女神さまの加護があったからですね」

「へえー、人ひと除よけの魔法みたいなの使ってたの？」

　結ゆ月づきが興味津々で食いつく。

「簡易的なものですけどね」

「ほかにはどんな魔法が使えるの？」

「たいしたことはできません。この世界はマナがすくないので」

「マナ！　やっぱ魔法を使うのには不可欠なもの？」

「そうですね。わたくしたちの世界は、マナを中心にまわっています」

「へえー」

　歓談する美少女ふたり。素晴らしいとしか言いようがない。

　これで疎外感がなければもっと素晴らしいんだけど……まあ、致し方ない。

　俺は目を細めて、その尊い光景を見守った。







　幸いというべきか、残念ながらというべきか……。

　くだんの許嫁はわりとあっさり見つかった。というより、見つけられた。

「リエルさまっ！」

　探しはじめて十分ほど経たったところで、そんな鋭い声が背後で響いた。

　しかし、タイミングが悪かった。

　向こうに悪気はなかっただろうが、小さな階段をのぼっている途中だったのだ。

　突然の大声に驚いたのか、リエルがつまずいてバランスを崩した。

「あびゃなん！（あぶない！）」

　俺は咄とつ嗟さに反応し、リエルの背中を支えた。

　──うわ、軽っ!?

　リエル自身も、なんらかの魔法を使ったのだろう。予想していた衝撃がまったくなく、羽のように軽かった。おかげで勢い余ってそのままリエルを持ち上げ、お姫さまだっこの体勢になってしまう。

「──きっ、貴様っ！　リエルさまから離れろ！」

　これに激げき昂こうした赤髪の男が、ダッシュでこちらに近づいてきた。

　十中八九、彼もエルフなのだろう。

　少女漫画から飛び出してきたような、ものすげえ美男子だった。

　強いてケチをつけるなら身長がすこし足りないか。俺とあまり変わらなそう。

　だが、腕っぷしはそこそこみたいで、俺から奪うようにリエルを引き離した。

　むかつかなかったといえば、ウソになる。

　いまのは完全に不可抗力で、下心なんて皆無だった。女神さまに誓ってもいい。

　なのにいきなり怒鳴られて、乱暴に押されたのだから、そりゃカチンとくるさ。

　だけど、俺が文句を言うまえに、

「リエルさま！　ご無事でっ──」

　乾いた音とともに、赤髪美男子が──ぶっとんだ。

　リエルに思いきりビンタされて。

「──えっ、えぇ……っ!?」

　まじっすか。

　細腕で男をぶっとばした物理的な驚きもそうだけど、穏やかなリエルがいっさいの躊ちゆう躇ちよなく暴力を振るったことが衝撃だった。

「──っ」

　口癖のように『ぶっとばす』とのたまう結ゆ月づきでさえ、目を白黒させていた。

「え……なんで？」

　張られた頰ほおを押さえ、赤髪が倒れたままリエルを見上げる。

「なんで、ではありません」

「──ぐっ！」

　リエルは冷たい声音で答え、あろうことか赤髪の腹を踏みつけた。

　さらにぐりぐりと体重をかけながら、

「この方々はわたくしに親切にしてくださいました。あなたの無礼は許されません。いますぐお詫わびしなさい」

「で、ですが──うぐぅっ！」

「わたくしはお詫びしなさいと言いました」

「──も、申し訳ありません！」

「わたくしではなく、おふたりに謝ってください」

「はひっ、ただいまっ！」

　リエルが足をどけると、赤髪はおでこを床につけ、綺き麗れいな土下座を決めた。

「申し訳ありませんでした！」

　……エルフにも土下座文化ってあるんだな。

「わたくしからも謝ります」

　土下座をする赤髪の背中を改めて踏みつけつつ、

「市いち宮みやさん、うちのバカが大変失礼いたしました」

「あ、うん……」

「罰はいかがいたしましょう？」

「はい？」

「罰です。とりあえず頭を踏んでおきますか？」

「…………」

　そんなバイオレンスな『とりあえず』はじめて聞いたわ。

　しかもこの男、あなたの許いい嫁なずけなんでしょ……？

　やべー、エルフやべーよ。綺き麗れいな顔して、めちゃくちゃ怖いじゃん……。

　これと比べたら結ゆ月づきが天使に思えてくる……。

　赤髪への怒りはすっかり消えて、逆に憐あわれに思えてきた。

「あ、いや、いいです……許してあげてください」

「え、よろしいんですか？」

「はい……」

「でも、せっかくですし、ひと踏みどうです？」

「いえ、ほんと大丈夫です。リエルのことが心配だっただけで、悪気はなかったと思いますし」

　なにしろ、ここは彼らの世界ではないのだ。俺だってべつの世界で結月がほかの男にふれられていたら、似たようなことをするかもしれない。十分に情じよう状じよう酌しやく量りようの余地はあった。

「まあ、なんとお優しい」

　感激した様子で、リエルは赤髪から足を上げた。そしてにこやかな笑みをたたえ、

「ですが、それではわたくしの気がおさまりません。のちほど何回か踏んでおきますね」

「ええっ、そんなリエルさま！」

「誰がしゃべっていいと言いましたか？」

「──っ！」

　赤髪のケツを思いきり蹴けり上げるリエル。

　いくらなんでもやりすぎじゃね？　と思ったが、

「はうぅ……リエルさまぁ……痛いですぅ……っ」

　赤髪は苦く悶もんのなかにはっきりと恍こう惚こつをにじませていた。

　あ、そういうプレイなんですね……。

　鈍感な俺でもさすがに察し、がっくりと肩を落とす。

　俺たちの異世界好きも、一般的にはそうとう痛い。

　だから人の趣味にとやかく言いたくはないのだが……。

　はじめて会えた憧あこがれのエルフのカップルが、まさかＳＭ愛好家だったなんて……。

「ふふふ、なんですその顔は？　もっと踏まれたいのですか？」

「そんなっ、お慈悲を！　お慈悲をください！」

「ふん、本当にあなたは、つくづくブタエルフですね」

「はうぅぅ……ありがとうございますぅ……っ！」

　はうぅぅじゃねーよ。

『リエルさまから離れろ！』とか叫んでいた凛り々りしさはどこにいった。

　こんなの、俺が知ってるエルフと違う……。

　結ゆ月づきもさぞがっかりしてるだろうと思い、ちらりと表情をうかがってみる。

　結月は、むすっとした顔でこちらを見ていた。

「……え、なに？」

「べつに。なんでもないわよバカ」

　あきらかになんでもある口調だった。俺は次の言葉に窮してしまう。

　わー、なんかめちゃくちゃ不機嫌ですね……。

　これ、エルフがイメージと違ってたから、ではないよなぁ……。







　十分以上にわたる折せつ檻かんプレイに区切りがつき、

「では、またお会いできる機会を心待ちにしております」

「……失礼する」

　リエルと赤髪は去っていった。

　思わずため息がもれる。いやはや、なんか疲れたわ……。

　三十分弱しか一緒にいなかったが、実に濃厚な時間だった。

　しかもあいつら、バカップル選手権にエントリーしてるんだよな。

　つまり、あんなのと競い合わなきゃいけないわけで……。

　天界が主催の時点である程度は予想していたけど、やはり一ひと筋すじ縄なわではいかなそうだ。

「さて、俺たちも帰るか」

「…………」

　結月はぷいっとそっぽを向いた。実にわかりやすい無視である……。

「えーと、あの、結月さん？　まだ行きたいところがある感じでしょうか？」

「……行きたいところはないわ」

　ジロリとにらまれる。なんとも心臓に悪い、とげとげしい声音だった。

「でも、してほしいことならある」

「と、おっしゃいますと？」

「謝罪よ」

「……俺、なんか悪いことした？」

　いや、薄々察してはいるんだけど……。

「わたし以外の女にふれた」

　……まあ、そうですよね。

　あのお姫さまだっこで嫉しつ妬としたのは、赤髪だけではなかったってことだ。

「あと、わたし以外の女に『綺き麗れい』って言った」

「それはコミュ力の問題なので、許してもらいたいな……」

「許してほしかったら、きちんと誠意を見せて」

「……土下座？」

「あの男みたいに踏んでほしければ、それでもいいわ」

「できればべつの方法がいいです……」

「だったら、お姫さまだっこ一択ね」

「え、そんなことでいいの？」

「……そんなことってなによ」

　拍子抜けすると、結ゆ月づきはすねたようにくちびるをとがらせた。

「翼つばさのお姫さまだっこよ？　わたしにとっては、とても価値のあるものだわ」

「あー、そうなんだ」

「そうよ」

「…………」

「…………」

　そんな照れくさい沈黙を挟みつつ、

「えーと、じゃあ、していい？」

「…………」

　結月は顔を赤らめ、こくんとうなずいた。

　──超絶かわいい。

　まじで、素直な結月ってどうしてこんなにかわいいんだろう。

　いや、ほんと。これに比べたら、ラッコなんてただのケダモノだよ。

「……し、失礼します」

　俺はドキドキしながら、結月の背中と膝ひざの裏に手をまわして──抱き上げた。

　まわりにはちらほら人がいるけど、知ったことか。バカップル上等だぜ！

「ご気分はどうです姫？」

「……うん、最高」

　結ゆ月づきは俺の首にぎゅっとしがみつき、満面の笑みを浮かべた。

　そりゃよかった。ごきげんが直ったようでなによりだ。




　──だけど。

　俺は筋金入りの文化系で……。

　結月は決して太ってはいないけど、豊かなふくらみをふたつお持ちで……。

　つまり、この体勢を長く続けるのは難しく……。

　うっかり最悪の失言をもらしてしまう。

「あー、ダメだ、重い」

「…………」

　次の瞬間。

　無言のパンチが飛んできた。




　この罪をあがなうために、これからおよそ三日間。

　俺は結月姫の奴隷として、絶対服従を強いられることになる……。














『予選通過おめでとう！』

　水族館デートから数日後。

　そろそろ寝ようかという夜更けに、女神さまから電話がかかってきた。

　やたら高いテンションにやや気け圧おされつつ、

「え、本当ですか？」

『うむ！　倍率は数十倍じゃったが、汝なんじらならやってくれると思ってたぞ！』

　そんなに高倍率だったのか。わりとふつうにデートしていただけなので、あまり実感は湧わかないが、けっこうすごいことに思えてくる。

「ちなみに、どんな写真を送ったんですか？」

『汝が鮎あゆ森もりをお姫さまだっこして、ぶん殴られてるところじゃ』

　そこかよ。

　いや、もうちょっといろいろあったんじゃない？

　せめてその直前の、甘酸っぱい笑顔の瞬間とかさぁ……。

『イチャつきつつケンカするというラブコメっぽさが、審査員にウケてたな』

「……なるほど」

　単純な親密度以外に、そんな評価ポイントがあったのか。

『あとで汝のスマホにも送ってやる』

「……ありがとうございます」

　複雑な気分だけど、せっかくなのでもらっておくことにした。

『引き続き本選に進んでもらうのじゃが、ここからは所定の会場で行われる』

「へえ、どこですか？」

『南の島じゃ』

　ざっくりしすぎだ。

「……なんですか、それ」

『地球上にある天界御ご用よう達たしのリゾート地じゃな』

「そんなのがあるんですね……」

『まあな。とても豪華じゃから期待していいぞ』

「費用はそっち持ちですか？」

『むろんじゃ。出場者のために、たくさんのホテルを貸し切りにしてあるぞ』

　オリンピックの選手村みたいなものだろうか。

「で、その南の島ってのはどこにあるんですか？」

『詳しい場所は守秘義務で言えん。地図にも載ってない島じゃからな』

「……そんなとこ、どうやって行けばいいんですか」

　仮に飛行機のチケットだけ送られても、手続きとかかなり不安だった。

『安心しろ。ちゃんと妾わらわが送迎してやる』

「ならよかったです。滞在日数はどれくらいになります？」

『最長で一週間くらいかの』

「けっこう長いですね……」

『どーせ暇なんじゃろ？』

「まあ、そうですけど」

　俺と結ゆ月づきの交友関係は狭いので、スケジュールは基本真っ白である。

　夏休みの予定といえば、読書とデートくらいだ。つまり時間はどうにでもなる。

　問題は、親が許してくれるかどうかだ。

　うちは大丈夫だろうけど、結月のお父さんがなぁ……。

　そのへんの心配を告げると、

『いざとなればＭＰを使ってどうにかするわ』

　女神さまはこともなげにそう言った。

「……女神なのに、人間をだますような真ま似ねしていいんですか？」

『神話に出てくる女神は、もっとひどいことしてるじゃろ？』

　言われてみると、たしかに……。

　うーん……まあでも、しょうがないか。

　お義と父うさんには悪いけど、それ以外の手はなさそうだ。

　せめてもの義理立てとして、例の誓いだけは絶対に守ろう。

『んじゃ、明日の午後一時、駅前で待ち合わせな！』

「明日って……また余裕のないスケジュールですね」

『不満か？』

「いや、準備とか大変じゃないですか」

『べつに手ぶらで来ても構わんぞ。ぜんぶホテルのアメニティでまかなえるから』

「え、まじですか？　着替えとかも？」

『うむ。ルームサービスで頼めば、たいていのものは用意してくれるぞ』

　それはすごい。至れり尽くせりだ。

『では、よろしくな』

「はい」

　通話を終えて、結月にメッセージを送る。リプライはすぐに来た。

『夏休みに恋人同士で一週間南の島で過ごせるなんて最高じゃない！　しかもタダで！』

　選手権のためというより、完全に旅行感覚だな。

　知らない土地で、なにをさせられるかわからないという不安もなくはないけど……。

　俺も相棒を見習って、全力で楽しもうと思った。







　で、翌日。

　太陽がぎらぎらとアスファルトを熱するなか、俺と結ゆ月づきは駅前にやってきた。

　今日の結月は薄手の白いＴシャツに、デニムのミニスカートである。

　インナーのキャミソールが透けて見えて、そういうファッションなのだとわかっていても、微妙に目のやり場に困った。

　しかしそのぶん涼しげで、動きやすそうだ。南の島に相応ふさわしい装よそおいに思えた。

　時刻を確認すると、十二時五十分。

　女神さまを待たせるわけにはいかないので、ちょっと早めに来ていた。

　ぼーっとしているだけというのもなんだ。テキトーに雑談を振る。

「そういや、親にはなんて言ってきた？」

「ふつうに恋人と旅行に行くって」

「……よくそれで許してくれたね」

「うちのお母さんは放任主義者だからね」

「お父さんは？」

「さあ？」

「さあって……」

　話してないのかよ。

　いや、話したら確実に面倒なことになるので、それが正解なのかもしれないが……。

「たぶんお母さんがうまいこと言ってくれてると思うわ。友達と勉強合宿とか」

「友達いないのに？」

「ぶっとばすわよ。人のこと言えないくせに」

「……はい、おっしゃるとおりです」

「翼つばさはなんて言ったの？」

「俺は思うところあって、しばらくひとり旅に出るって」

「……なんでそんなうそつくのよ」

「本当のこと言っても信じてくれないからな……。俺みたいなやつに彼女ができるわけないって」

「あー（笑）」

　あーじゃねえよ。そこは彼氏をフォローするところでしょう……。

　まあ、十分に自覚はあるんだけど。

　結ゆ月づきみたいな美少女が恋人なんて、自分でもときどき信じられなくなるからな。

　そんな他た愛あいないやりとりをしているうちに、時刻は一時を過ぎる。

　女神さまはまだだろうか。ざっと周囲を見回してみる。

　と、真っ赤なオープンカーがロータリーに入ってきた。

　こんなベッドタウンに、ずいぶん派手な車だな……。

　若干引き気味で、何気なく運転席（左ハンドル）を見やり──

「──はあっ!?」

　驚きよう愕がくの声がもれた。

　なんと、運転手が顔見知りだったのだ。てゆーか女神さまだった。

　──オープンカーを運転する幼女て！

　どんな登場の仕方だ。予想外にもほどがある。

「え、もしかしてあれが、翼つばさの担当の女神さまなの？」

　結月も目を丸くする。

「あ、ああ」

「……格好とかいろいろやばくない？」

「……女神だからぎりセーフってことで」

　いや、どう考えてもやばいんだけど……。

　こんな公衆の面前で、女神さまはいつもの羽は衣ごろもスタイルだった。

　麦わら帽子をかぶり、大きなサングラスをかけているけど……守るとこ間違ってるよ！

　紫外線より人目を気にしようぜ！

「というか、翼はあれを見て変な気持ちになったりしないわけ？」

「なるわけないだろ。ロリコンじゃあるまいし」

　ついでに言うと、幼女の裸は妹で慣れている。

　五年くらい前までは、よく一緒に風ふ呂ろに入っていたからな。

「あー、そうね。翼は巨乳好きだもんね」

「……まあ、そういうこと」

　そういう信用のされかたは複雑だけど、ロリコン疑惑を持たれるよりはいい。

　そして目の前で車が停車。女神さまが声をかけてくる。

「待たせたな」

　しかし俺は、その場を動くことができなかった。

　近寄ったら通報されるんじゃね？　という恐れを抱いてしまったのだ。

「なにをしておる。早く乗れ」

「あ、はい……」

　苛いら立だたしげに急せかされ、しぶしぶ従う。

　後部座席のドアを開けて、結ゆ月づきをさきに乗せた（レディーファースト）。

「──ひゃっ」

　乗りこんだ瞬間、結月が変な声をあげた。

「……どうした？」

　心配して訊たずねると、結月は照れくさそうにかぶりを振った。

「な、なんでもないわ。ちょっと驚いただけ。翼つばさも乗ってみればわかる」

　なんだろう。不安を抱きつつ、俺もこわごわ乗りこんだ。

　──うわっ、涼しい。

　オープンカーなのに、車内は冷房が効いているように涼しかった。なにこれすげえ。

「ふふふ、女神フィールドじゃ。快適じゃろ？」

　自慢げに笑う女神さま。

　うんまあ、たしかに快適は快適なんだけど……。

「なんじゃ？　なにか言いたげじゃな？」

「……あの、大丈夫なんですか？」

「ん？　免許のことか？　こう見えても妾わらわ、ＮＮＯＭ持ってるぞ」

「なんですそれ？」

「正式名称は妾も覚えておらん。まあ、『乗り物ならなんでもＯＫ免許』の略じゃと思っておけばよい」

　……雑っ。

「いや、というか、気になってるのはそこじゃなくて……人目は大丈夫なんですか？」

「当たり前じゃろ。フィールド内は一般人には見えない仕様じゃ」

「都合いいっすね……」

「天界クオリティじゃ」

　ともあれ、一安心である。

　実際、こんな派手な車（と運転手があれ）なのに、注目している人はいなかった。

「ところで鮎あゆ森もり、汝なんじと会うのははじめてじゃったな」

　女神さまはわざわざ身体からだごと後ろを向いて、結月に話しかけた。

「はい。鮎森結月です。よろしくお願いします」

　結月はいつになく丁寧に応じた。

　見た目は幼女でも女神なので、それも当然である。

　俺たちが異世界に行けるかどうかに深く関かかわっている相手だからな。

「うむ、よろしくな。なに、そう固くなる必要はない。妾は汝らの担当女神じゃ。なにかあれば、気軽に言ってくれて構わんぞ」

「はい、ありがとうございます。お世話になります」

「んじゃ、出発するが忘れ物はないか？」

　と、身体からだの向きを正面に戻す女神さま。

　俺と結ゆ月づきは「大丈夫です」とうなずいた。

「てか、アクセルに足、届くんですか？」

「自動運転じゃから問題ない。しかもＭＰで動くからエコなんじゃぞ」

　……さすが天界クオリティ。

　女神さまがハンドル中央にあるボタンをぽちっと押す。車はスムーズに発進した。

　そして、赤信号ではきちんと停とまる。標識もちゃんと認識してるみたいだ。

「どのくらいで着きます？」

「五分くらいじゃな」

「え？　冗談でしょう？」

　最寄りの空港までは、電車でも一時間以上かかるのに……。

「いや、まじじゃ。次のトンネルで転移する」

　なるほど。その手があったか。

「でも、転移できるなら車で来る必要なくないですか？」

「ついでにドライブしたかったんじゃ。海辺を走ると気持ちいいじゃろ？」

「まあ、そうですね」

　不満があるわけでもないので、素直に同意しておいた。

　ほどなくしてトンネルに入る。二十秒ほど走り、違和感を覚えた。

　……あれ、ここのトンネル、こんなに長かったっけ？

　そう思った刹せつ那な。




　強烈な光によって、視界がホワイトアウトした。




　──そして。

　トンネルを抜けると、左手に鮮烈な白と青が広がった。

　砂浜と海！　絵に描いたような美しいビーチである。

　車はいつの間にか海沿いを走っていた。一定間隔でヤシの木が生えている。

　これぞまさしく南の島だ。沖縄とかハワイとかグアムとか、なんかそんな感じ！

「おぉーっ！」

　テレビでしか見たことない景色に、思わず感嘆の声をあげる。

「ふふっ、どうじゃ？　車で来てよかったじゃろ？」

「はい、これはテンションあがりますね！」

　インドア派ではあるが、この非日常感は素晴らしい。

　ビーチに人がいないのも高ポイントだ。これなら結ゆ月づきの水着姿をほかの男に見せずに済む。もし時間があれば、ぜひとも遊んでみたいと思った。水着は持ってきてないけど、ホテルで頼めば貸してもらえるだろう。

「そうね、すっごく綺き麗れい」

　結月もこちらに詰め寄り、夢中になって外を眺める。

　俺は結月とドアに挟まれる形となった。

　つまり、胸がむにゅむにゅと押しつけられる。

　やわらかくて、あたたかい。それはまるで、寄せては返す波のよう……。

　──ダメだ。これはたまらん。心地よいにもほどがある。

　本来ならすぐに、紳士的にたしなめなきゃいけないのだけど……。

「あっ、いまなんか跳ねたわよ！」

「……っ!?」

　さらにむぎゅっと抱きつかれ、俺は口を開けなくなってしまう。

　なんか、じゃねえよ。跳ねたのは俺の心臓だよ。ドキドキが止まらないよ……。

　──くそ、落ち着け。冷静になれ。こういった不意打ちにも、いい加減慣れろ。

　これから最長で一週間くらい、結月と一緒に過ごすのだ。

　この程度で動揺していたら、まじでいろいろ持たない。

　なんて、必死に欲望と戦っていると、結月がにやにやしながらこちらを見ていた。

「いまの翼つばさ、海よりよっぽど面白い顔してるわよ」

「……もしかしてわざとやってた？」

「なにが？」

　わざとらしく小首をかしげる結月。はい、確信犯ですね、これは。

「……男子の純情を弄もてあそぶのはいかがなものかと思う」

「だって翼をからかうの、楽しいんだもの」

　たしなめると、結月は小悪魔っぽく微笑ほほえんだ。

「それに、翼がドキドキしてくれると嬉うれしいし」

　ちくしょう、かわいい……。

「……それにしたって、もうちょっと慎みってものをですね」

「大丈夫。翼以外には絶対にしないから」

「俺にもやめろ。異世界に行くまではエロいことしないって約束はどうした」

「わたし的にハグはエロいことじゃないし。ごくふつうのスキンシップよ」

「俺の基準では、スキンシップじたいがＮＧなんだよ」

「は？　なんで？」

「ドキドキもするけど、同時に……むらむらするから」

　不満げな目つきでにらまれ、俺は正直に白状した。

「──っ」

　結ゆ月づきは息をのみ、頰ほおを紅潮させる。

「わ、わたしにくっつかれると、そんなにむらむらする？」

「……そりゃね」

「ふーん、このえっち宮みや」

「いや、好きな女の子にくっつかれて、そうならないほうがおかしいでしょ」

「なるほど。一理あるわね」

　結月は満更でもなさそうにうなずいた。

「でも、わたしは翼つばさに甘えたいの。だから我慢しなさい」

「……俺を見習って、結月も我慢するって言ってたじゃん」

「それは翼にふれられることに関してよ。わたしからさわるのはＯＫだから」

「えぇ……」

「なによ、なんか文句あるわけ？」

「同盟なんだから一緒に我慢しようよ」

「やだ」

「……でも、あんまりやりすぎると、理性が崩壊して……お、襲うかもよ？」

「うわ、襲うの部分で嚙かむの、最高にきもいわね」

　あの、だからですね……、結月さん。なんであれだけかわいいことが言えるのに、その舌の根も乾かぬうちに、そんな人の心を折りにくるような言葉を吐けるわけ……？

　メンタルがダウンする俺に、結月はジト目で続ける。

「というか、あんなにかっこよく宣言してたのに、ちょっと胸が当たるだけで、翼の決意は揺らいじゃうの？　わたしや異世界への想おもいは、その程度なの？」

「いや、そんなことはないけど……」

「だったら我慢できるわよね？」

「……はい」

　誘導尋問というか、むしろ半分脅迫というか……。

　とにかくこの流れでできないとは言えない。

「よろしい」

　にっこり微笑ほほえみ、結月がこちらにしなだれかかってくる。

「ふふ、翼がわたしにドキドキしてくれると嬉うれしいし、そのうえで我慢してくれるってことはわたしを愛してくれてるってことで嬉しいし、わたしは翼に甘えたい。一石三鳥ね」

　……その一石の流れ弾で、ひとりの男が犠牲になってるんだけど。

　もしかして、鳥と翼つばさをかけてるの？

「あ、正確には四鳥か。わたしが嬉うれしかったら、翼も嬉しいはずだから」

　いやはや、ほんとさすがです結ゆ月づきさん。

　その自信の持ちようは、むしろ見習いたいと思うよ。皮肉ではなく、まじに。

　実際、強く反論できないもんなぁ……。







　それから海沿いを数分走ると、景色が変わってくる。

　左側の海ばかり気にしていたが、右側もかなりすごいことになっていた。

　古今東西、さまざまな建築物が無節操に並び、なかにはお城や宮殿もあった。

「城って本当に王とか姫がいるんですか？」

「まさか。その手のやつはぜんぶホテルじゃよ。選手村じゃ」

「あ、じゃあ俺たちが泊まるのもこのへんですか？」

「うむ。えーと、たしか、あれじゃな」

　ゆるやかに右折し、ややこぢんまりとした城のまえで停車した。

　車をおりて、短い感想をもらす。

「おお、いいな」

「ええ、いいわね」

　大きさ的には砦とりでといった感じだが、防衛目的な無ぶ骨こつさは皆無だった。

　白い城壁に囲まれており、そこかしこに装飾がほどこされている。

　異世界の貴族、あるいは貴族に招待を受けた英雄の気分を味わえそうだ。

　ちなみに車の外は当然ながら暑かった。

　でも、日本のように湿気があるわけじゃないので、そこまで不快感はない。

　むしろ南国に来たという感じがして、心地よかった。

「眺めるのはあとでいくらでもできる。とりあえず部屋に行くぞ」

　車を自動運転でどこか（駐車場？）に走らせ、女神さまが入口に足を向けた。

　俺と結月はわくわくしながら続く。

　外観だけでなく、なかも当然のように凝っていた。

　壁にかけられた絵画。宝石がついた大きな花瓶。本当に貴族のお屋敷って感じだ。

　床は大理石だろうか？　硬くてツルツルとした素材。

　また、空調が完全に効いていた。

　エアコンなどはなさそうだから、おそらくこれも女神フィールドの一種だろう。

　廊下をすこし進むと、フロントっぽい場所がある。

　ただし無人だ。自動受付のシステムっぽい。

　近くの壁にたくさんの写真パネルがあり、それに対応したボタンがあった。

「いろいろバリエーションがあるから、どれでも好きな部屋を選ぶとよい」

「へぇー、いいですね」

　そこでふと違和感。

　あれ、なんだろう。このシステム。どこかで見たことあるような──

「──って、これラブホじゃん!?」

　むろん実際に利用したことはないけれど、漫画やラノベやネットなどで、ざっくりとした知識はあった。

　女神さまがきょとんと首をかしげる。

「そうじゃが？」

「いや、『そうじゃが』じゃないでしょう!?」

「ん？　汝なんじはなぜそんなに焦っておる？」

「なぜってラブホテルですよ!?」

「恋人同士で泊まるホテルじゃろ？」

「いやそうなんですけど！」

　間違ってはないんだけど、いろいろ決定的に違う！

「ほ、ほかのホテルはないんですか？」

「あるが、ほかもぜんぶこんな感じじゃぞ？」

「……まじすか」

「うむ。今回の大会に備えて、我ら天界が総力をあげて作ったからな」

　ってことはこれ、一週間とかそこらで作ったのか？

　それじたいはすげーけど、だから力入れるとこ間違ってません……？

「ラブホテル。素晴らしいネーミングじゃな。いつだって世界を救うのは愛じゃ」

　女神さまは満足げに言った。とぼけているわけでもなさそうだ。

　浅い日本知識を取り入れただけで、主な用途は調べなかったんだな……。

「てか、恋人同士で泊まるって、やっぱり部屋は一緒ですか？」

「当たり前じゃ。バカップル選手権なのに、べつじゃったらおかしいじゃろ」

　いや、でも、カップルであって夫婦ではないんだぞ……。

「じゃあ、自腹で宿泊費を出すってのは？」

「ダメじゃ。同じ部屋で過ごさないと、バカップルでないと判断されて失格になる」

　ちっ、厄介なルールを設けやがって。

　うーん、これはいったい、どうしたものか……。

「べつに同じ部屋でいいじゃない？　なに悩んでるの？」

　頭を抱えていると、結ゆ月づきが気軽に言った。

「え、結ゆ月づきはそれでいいの？」

「せっかくの旅行なんだから、むしろ望むところよ。翼つばさはいやなの？」

「いやっていうか……だって、ラブホテルだよ？」

「そういうホテルだからって、そういうことしなきゃいけないわけじゃないでしょ？」

　……それはたしかに。おっしゃるとおりだ。

「写真を見る限り、どこもいい感じだし。なにも文句はないわ。ここに泊まりましょう」

「……まあ、結月がそう言うなら」

「決まりね」

　結月は微笑ほほえみ、一番上のボタンをぽちっと押した。

　天てん蓋がいつきのベッドがある、スウィートルームだ。

　無料とはいえ、躊ちゆう躇ちよなく最高の部屋を選択できる剛胆さは、さすがである。

　俺の意見をいっさい聞かずに決めたことも、うん、さすがである。

「じゃ、行きましょう」

　出てきたカードキーを手にして、結月はすたすた廊下を進む。

　……ほんと、余裕の態度っすね。

　これで男子がおたおたするのもみっともない。

　受付のシステムは忘れて、ふつーのホテルだと思いこむことにした。

　エレベーターに乗りこみ、最上階へ向かう。

「……てか、城のなかにエレベーターってどうなんですか」

「そこは利便性重視じゃ。いちいち階段のぼるのもしんどいじゃろ」

「まあ、そうですけど、だったら転移魔法陣を敷くとか」

「ダメじゃ。あれは高い」

　……エレベーターだってかなり高価なものだと思うけどな。基準がよくわからん。

　とか言っているあいだに、最上階に到着。

　一階とおなじく豪華な廊下をいくらか進み、部屋のまえに。

　結月がドアにカードキーをかざして、解錠する。

　……これもなにかの呪じゆ文もんとかにできなかったのだろうか？

　などと思いつつ、部屋に入る。

「うわ、すげえ」

「ほんと、最高ね」

　写真で見る以上に、室内は綺き麗れいで豪華だった。まるでお姫さまの寝室だ。

　土足で踏むのがためらわれるほど、ふかふかな絨じゆう毯たん。

　光沢のある大きな机、ソファっぽい長いす、きらびやかな化粧台。

　家具なのに、ひとつひとつが美術品のようだ。ロマンを感じる。

　逆にファンタジー的なロマンには欠けるが、大きなテレビ、冷蔵庫、バスルームなども設置されていた。利便性重視の結果だろう。まあ、ないと困るので、文句は言うまい。

　ちなみにバスルームは壁が磨すりガラスになっていて浴室が丸見え、なんてことはなく、ふつうに脱衣所があってほっとした。いや、ほんのすこしだけ残念でもあったが、さすがに刺激が強すぎて死んでしまう……。

　クローゼットにはさまざまな服が入っていた。

　中世的なドレスから、現代日本の普段着まで、すべて無料で借りていいらしい。

　さりげなくチェックしたらちゃんと水着もあった。しかも無駄に種類が豊富だ。男性用は五種類ほど、女性用は十種類以上あった。こっそりガッツポーズをする。これで水着イベントのフラグは立ったといっていいだろう。

　内装と同じか、それ以上に素晴らしいのが景観である。

　パラソルとテーブルセットのあるテラスがあり、そこから海を一望できた。

　オーシャンビューってやつだ。なんとも贅ぜい沢たくである。

　そして、ここまでかたくなに目をそらしていたけど……。

　部屋のなかにあるもっとも大きな家具に、ふれないわけにもいくまい。

　すなわち、天てん蓋がいつきのベッドである。

　俺の部屋に入れたらそれだけでいっぱいになってしまいそうな、キングサイズだ。

　当然ながら、室内にあるベッドはそれだけだった……。

　……寝るとき、俺はソファだな。







「さて。それじゃあ、汝なんじらにこれを渡しておこう」

　ひと通り部屋を見て回ると、女神さまがふたつの腕輪を羽は衣ごろもから取り出した。

　白いシンプルなやつだ。アクセサリーというより、どことなく医療器具っぽい。

　受け取ると、プラスチックのように軽かった。

「なんですこれ？」

「ＢＢじゃ」

「正式名称は？」

「覚えておらんが、バカップルブレスレットの略だと思っておけばよい」

　……あなた、正式名称覚えてなさすぎじゃないですか。

「とりあえずつけろ。べつに呪のろいのアイテムじゃない」

　俺と結ゆ月づきはそれぞれ腕輪を左手首にはめた。

　一瞬ぴかっと輝き、腕にフィットするサイズに変形する。おお、かっこいい。

「大会期間中は、常にこれを身につけていること」

「常にって、風ふ呂ろとかもですか？」

「うむ。外した瞬間に失格になる」

「はあ……」

　まあ、べつにいいか。

　肌触りなども問題なく、つけていて邪魔になることはなさそうだ。

「決勝戦までは、このＢＢからミッションの内容が指示される」

　出場者は運営が出す、数々のミッションをこなさなくてはいけない。

　それを放棄する、あるいは一定の基準に達しないと、不合格となるらしい。

「ミッションはいくつあるんですか？」

「それは妾わらわもわからん。最後の十組になった時点で、決勝戦を行う」

「まずは指示を待つしかないってことですね」

「そうじゃな。ちなみに敗退したら即帰宅じゃ。バカンスを長く楽しみたかったら、せいぜいがんばることじゃ」

　つまり、場合によっては日帰りもありえるのだろうか。

　……なんか、それはそれでいいような気がするな。心臓には優しいし。

　でも、そうなったら結ゆ月づきの機嫌が悪くなるかもしれない……。

　それは困る。やっぱできるだけがんばろう。

「ま、汝なんじらなら余裕じゃろ。変に気負わず、普段どおりで問題ない」

「……普段どおりって、俺たちそこまでバカップルじゃないですよ」

「よく言うわ。妾の車であんなにイチャついておいて」

「…………」

　返す言葉もなかった。女神さまは小さく息をもらし、

「じゃから問題は、ルール違反による失格じゃな」

「ルール違反？」

「うっかり言い忘れていたが、実はこのバカップル選手権に出場するには、とある重要な条件があるのじゃ」

「なんです？」

「性交渉の未経験者であること」

「…………」

　そりゃあ絶句しますよ、うん。

「平たく言うと、童貞と処女じゃな」

　いや、言い直さなくてもわかります。

「……えーと、それはまた、なぜ？」

　こめかみをおさえて訊たずねた。

　むろん俺と結ゆ月づきはそんな段階には至ってない。

　が、親密な恋人同士であれば、そういったことをするのは自然なことだ。

　ゆえに、その条件はバカップルと矛盾するんじゃないかと思った。

「ラノベのラブコメブームがきっかけで、この大会が企画されたことは言ったじゃろ？」

「聞きましたけど、それとなんの関係が？」

「ライトノベル──特にラブコメの主人公とヒロインが経験豊富じゃったら、なんかイヤじゃろ？」

「…………たしかに」

　納得してしまった。

　最初からエロ目的、あるいは特殊なギャグがメインの話──かつて俺の叔お父じさんが書いたラノベ『四十八手で異世界ハーレムを無双する』などがそうだ──なら問題ないけど、ラブコメ要素を楽しみたかったら、それは必ひつ須すの条件といってもいい。

　主人公の場合は感情移入しにくくなるし、ヒロインなんか言うまでもない。

「四六時中そばにいて、しかも寝室も一緒となると、汝なんじの理性が心配じゃ」

　……そうですね。俺も心配です。

「心配いらないですよ、女神さま」

　しかし、結月は余裕たっぷりに告げた。

「うちの翼つばさは、そこらの男とは違いますから」

　……毒舌も多いけど、やっぱ俺のことを信頼してくれてるんだな。

　ただ、いまはその信頼がちょっとだけ重いなぁ……。

「えぇー、そうか？　だってえっち宮みやじゃろ？」

　おいこらハレンチ幼女。あなたにえっち呼ばわりはされたくない。

「実際、車でもけっこうやばそうじゃったぞ」

「でも、それ以上にわたしのことを愛してくれてるんです」

「本当か？」

「はい。わたしは信じています──そうよね、翼？」

　結月は力強くうなずき、こちらに振ってくる。……むろん、否定はできない。

「……も、もちろん」

「ふるえ声じゃな」

「──翼？」

「もちろんです！」

　ふたりからジト目を向けられ、俺は半ばヤケになって叫んだ。

「結月のためなら、どんな試練にも打ち勝ってみせます！」

「ふふ、ありがと」

　結ゆ月づきは嬉うれしそうにはにかんだ。

「だそうです、女神さま」

「ん、わかった。そこまで言うなら、妾わらわも信じよう」

　女神さまはにやりと笑い、まとめに入った。

「んじゃ、妾は運営スタッフでもあるから、そちらの仕事に行ってくる。ほしいものがあったらルームサービスで頼め。ただし不必要に高すぎるものを頼むと、審査員の印象が悪くなるから注意しろ。それ以外でなにかあったらアプリで連絡してくれ」

「了解です」

　意外と忙しいのかもしれない。

　説明を終えると、女神さまは足早に立ち去った。

「…………」

「…………」

　途端に、部屋のなかが静かになる。

　結月とふたりきりになるのは慣れてるけど……やはりこの状況には緊張してしまう。

「……ちょっと、なんで黙るのよ。なにか愉快な話でもしなさいよ」

「いや、そう言われても……」

「とりあえずテキトーな話題でいいから」

「えーと、じゃあ……」

　頭をかいて、ぱっと浮かんだものを口にする。

「夏休みの宿題どれくらいやった？」

「……誰が不愉快な話をしろって言った？　いくらなんでもそのチョイスはないわ」

「……ですよね」

「ちなみになにひとつ手をつけてないわ。この大会で優勝すれば、関係ないしね」

「もし優勝できなかったらどうすんのさ？」

「そのときは、しょうがないから翼つばさのを写すわ」

　ですよね。うん、それは予想できてました。

「そういえば、読書感想文ってラノベでもいいのかな？」

「まあ、ダメってことはないんじゃない？　試しにそれで、異世界ハーレムについて語ってみなさいよ」

「さすがにその勇気はないかな……」

　それから『では、どの作品なら課題として提出してもぎり恥ずかしくないか？』という実に他た愛あいのない雑談で場をつなぐ。

　で、たぶん五分かそこらで、ＢＢからファーストミッションの内容が流れてきた。




『第一回バカップル選手権！　栄えある本選出場者に告げる！

　最初のミッションは──ビーチでイチャイチャすることじゃ！』




　ビーチ。すなわち、水着イベントである。

　思った以上に早く、フラグを回収したらしい。

　ちなみに、口調でお察しかもしれないが、うちの女神さまの声だった。

　がんばって働いてるなぁー。







　まあ、そんなわけで。とりあえず水着に着替えることにする。

　クローゼットにあるたくさんの種類のなかから一着選び、結ゆ月づきは脱衣所に入った。

　俺は全体的に黒っぽいよくわからん柄のやつにささっと着替える。海まで上半身裸もなんなので、上にＴシャツを着た。

　待つことしばし。俺の何倍も時間をかけて、結月が脱衣所から出てくる。

　ただし、ゆったりとした薄手のパーカーが、すっぽり水着を覆い隠していた。

「お待たせ。じゃ、行きましょうか」

「あ、うん」

　若干ほうけた返事をすると、結月がからかうような笑みを浮かべた。

「なに？　早くわたしの水着姿が見たいって？」

「……そんな感じ」

　ドキドキしながら、曖あい昧まいにうなずいておく。

　本当は『はいてない』ようにも見えて、ふとももの艶なまめかしさにやられていた。

　裸ワイシャツ的なあれ。色気半端ない。たまらん。

「海までのお楽しみよ」

　……この時点でこれだと、本当に理性は大丈夫なのか不安になるな。

　ともあれ、タオルやら飲み物やらを持って（ご丁寧にも海デートセットなるカバンがあった）、ビーサンを履いて、近くのビーチに向かう。ホテルを出て、徒歩三十秒だ。

　強烈な日差しを浴びて、真っ白な砂浜におりたつ。

　海なんてもう何年も来てなかったからな。砂の感触を懐かしく感じた。

　ゴミひとつ落ちていない、美しいビーチを見回す。

　ホテルがすぐそばにあるからか、海の家的なものは見当たらない。

　だが、あちこちにパラソルとビニールシートが置かれていた。カップルたちはご自由にどうぞってことだろう。実際、ちらほらライバルであるカップルたちが使っていた。

　──そして、そのカップルたちがすごかった。

「……ここってもはや異世界じゃない？」

「ああ……」

　結ゆ月づきのつぶやきに、俺は呆ぼう然ぜんと同意する。

　どういうことかと言うと……まともな人間がほとんどいなかったのだ。

　エルフやドワーフっぽいのなんて序の口で……。

　ハーピー、ウェアウルフ、リザードマンっぽい種族も多くいた。

　いや、人型ならまだマシなほうだ。

　名状しがたい、そのものずばりモンスターもちらほら見かけた。

「……これ、わたしたち襲われたりしないわよね？」

「だ、大丈夫だろ。運営がきちんと監視してるだろうし」

　それにすくなくとも現状は、平和的な光景だし。

　異種族間で争うようなことはなく、それぞれおもいおもいにイチャついていた。

　人型以外のカップルでも、なんとなくそれがわかるのがちょっと面白かった。

　さすが天界主催のバカップル選手権といったところか。

　カップルのバリエーションが半端じゃない。

　異世界厨ちゆうとしてはまじまじ観察したいところだが、それは単純に失礼だし（そんな人間的な感覚を持っているかは不明だけど）、いつまでも突っ立っているのもなんだ。

　テキトーな場所を確保する。

　大きなパラソルが作る日陰のなか、ビニールシートに腰をおろした。

　何気なく遠くを眺める。青い空と海が交わる境界線。水面がきらきらと輝いていた。

　目を閉じると、波の音が心地よかった。

「で、どうするの？　ただ座ってるだけじゃ退屈なんだけど」

「……もうすこし、雰囲気を楽しもうとしてもいいんじゃない？」

「というか、海よりわたしを見なさいよ」

「あぁー、うん」

　視線を結月に移す。パーカー越しでも、やはり胸のふくらみは素晴らしかった。

　早くなかの水着が見たいような、見るのが怖いような……。

　葛かつ藤とうしていると、結月は頰ほおを染めてそっぽを向いた。

「あんまり見すぎるのもやめて」

「……注文が難しいな」

「でも、ちょっとかわいいって思ったでしょう？」

「……それを自分で言わなかったらね」

　いや、あえて言っちゃうところもかわいいんだけどさ。

「それより、ミッションどおりイチャイチャしたほうがいいんじゃない？」

　それもそうだ。ただ話しているだけじゃ、失格になってしまうだろう。

「海でイチャイチャといえば、結ゆ月づきはなにを思い浮かべる？」

「そうね、波打ち際で水をかけあうとか？」

「あー、あるね。あと『捕まえてごらーん』のおいかけっこ」

「でも、一番はやっぱりあれじゃない？」

「なに？」

「相手に日焼け止め、またはサンオイルを塗ぬることでしょ」

　……なるほど。たしかに定番だ。ラノベをわりと評価基準にしているみたいだし、そんなラブコメ的においしいイベントをはずす手はない。

　だけど、それはつまり、結月の素肌に直接ふれるということで……。

　あまりにも危険な賭かけではないだろうか。俺の理性的に。

「それじゃ、日焼け止めを塗ってくれる？」

「……まじでやるの？」

「もちろん。というかミッションとか関係なく、ふつうに塗っておきたいし」

　結月はカバンのなかから日焼け止めクリームを取り出し、俺に手渡した。

「……パーカーの上からでも効くかな？」

「本気で言ってるの？」

「……冗談です」

「ぜんぜん面白くない」

　それだけ動揺してるってことだよ、察してくれよ。

「まあいいわ。いよいよお披ひ露ろ目めしてあげるから、刮かつ目もくしなさい」

　パーカーに手をかけ、結月がゆっくりと脱いでいく。

　──うわ、やばい。

　もうこの仕草の時点で刺激に耐えきれず、俺の脳はフリーズしてしまった。

　それでも本能はしっかりと働き、視線はばっちり釘くぎづけのままだ。

　まぶしい下半身、魅惑的な曲線を描くくびれ。

　そしてふたつの大きな果実が──一瞬だけ裾に引っかかり──ぷるんとあらわになる。

　花柄のビキニだ。どことなくハワイアンな感じで、抜群に似合っていた。

「──っ」

　息をのまずにはいられない。

　完かん璧ぺきなプロポーションを持つ結月の水着姿は、やはりとんでもない衝撃だった。

　日差しとは関係なく、全身が熱くなる。鼻血が出てないか不安になった。

　──あぁ、生きていてよかった。

　不意に涙があふれそうになる。

　雄大な自然を目にすると人生観が変わる、なんて話はよく聞くが、おそらくそれと似たような感覚だ。俺はこれを拝むためだけに生まれてきたのではないかと思った。

「どう？　悪くないでしょ？」

　後頭部と腰に手を当て、グラビアアイドルみたいなポーズをとってくれる。

　俺はぶんぶんうなずいた。声は出せなかった。言葉を考える余裕がなかったのだ。

　そんな俺に、結ゆ月づきは寛大だった。

「ふふ。それじゃ、よろしく頼むわ」

　満足げに微笑ほほえみ、その場にうつぶせになる。

　……たわわさまがむにゅりと形を変え、横たわわさまがお目見えになっていた。

　ちなみに『たわわさま』とはむろん、おっぱいの敬称である。呼び捨てにするのが恐れ多い素晴らしさなので、今後はこのように呼びたいと思う。

　あと、おしりのラインも見事としか言いようがない。

　なんかもう、あれだね。お賽さい銭せんをあげたいわ。

　しかし、結月はなおも追い打ち（大サービス）をかけてくる。

「あ、紐ひもはずさなきゃ」

　などとつぶやき、寝そべったまま背中に手をまわす。

　そして、しゅるり──大胆にもトップスの紐をほどいた。

「……あの、それ、はずす必要ありますか？」

「きちんとムラなく塗ぬってもらわないと困るじゃない」

「すいません。ドキドキしすぎて心臓が痛いんですけど」

「がんばりなさい」

「いや、もうかなり限界っていうか……」

「わたしのためならどんな試練にも打ち勝てるんでしょ？」

「…………」

「ほら、いいからさっさと塗りなさいよ。……わたしも恥ずかしいんだから」

　結月の表情はうかがえないが、よく見ると耳が赤くなっていた。

　そりゃそうか。これで恥じらいが皆無だったら、女神さま並みの露出好きである。

「だったらそこまでしなくても……」

「うるさい。選手権に勝つためよ」

「そんなに勝ちたいの？」

「当たり前でしょ。翼つばさと異世界に行くためなら、これくらいなんでもないわ」

　その言葉で、覚悟が決まった。

　そうだ。そうだよな。根っからの紳士（へたれ）である俺にとって、これはある意味キス以上に難易度の高い試練だけど、俺たちは〝異世界転移同盟〟だ。

　結ゆ月づきの想おもいに応こたえるためにも、ここでためらうわけにはいかない。

　なんて自分に言い聞かせるように鼓舞していると、結月がぽそりとつぶやいた。

「……それに、合法的に翼つばさにさわってもらえるチャンスだし」

「…………いま、なにか言った？」

「いいえ。なにも言ってないわ」

「だよな」

　うん、聞かなかったことにしよう。鵜う吞のみにしたら本当にどうにかなってしまう……。

　思考を停止させ、結月の傍らに膝ひざをつき、日焼け止めクリームのキャップを開けた。

　まずは自分の手のひらににゅるっと出し、新雪のごとくなめらかな背中に、ふれる。

「ひゃぁ……っ」

　結月は身体からだをびくりとふるわせ、切なげな声をもらした。

　予想外の反応だ。尋常じゃないほど胸が高鳴り、俺は思わず手を離してしまう。

「……あの、変な声を出さないでもらえますか」

「う、うるさいわね。思ったより冷たかったのと、ちょっとくすぐったかったのよ」

「やっぱ自分で塗ぬったほうが……」

「ダメ。ぐだぐだ言わないで続けなさい」

「はいはい」

「……や、優しくしなさいよ」

　その台詞せりふは狙ねらってるのか、天然なのか……。

　仮にここで襲ったとしても、べつに俺は悪くないのではないかと思う。

　だが、もちろんそんなわけにはいかず……。

　異世界まで我慢、異世界まで我慢、異世界まで我慢、異世界まで我慢──

　と、脳内で念仏のように唱えつつ、結月の背中に日焼け止めを塗りたくった。

　結月の肌は本当にすべすべしていて、やわらかさのなかに瑞みず々みずしいハリがあり、控えめに言って最高の感触だった。うっかり手をすべらしたふりをして、たわわさまに手を伸ばしてやろうかと、正直、何度も思った。本当に何度も何度も思った。だけど、血の涙をのんで我慢した。ここでさわったら、結月は俺にがっかりするだろう。絶対零度の視線で、

『けっきょく、わたしへの愛より欲望のほうが強いのね……もう別れましょう』

　なんて言われてしまうかもしれない。

　いや、実際にそう言われる可能性は低いだろうけど、あえてそういう悪い妄想をすることで乗り切った。俺にとって結月に嫌われることほど、恐ろしいものはない。

「……っ……んっ…………っ……」

　塗っているあいだ、結月はわずかに身じろぎしたり、なにかをこらえるように吐息をもらしたり、とにかくひたすら艶なまめかしかった。

　できる限り目は水辺線に、耳は波の音に集中させ、意識をそらした。

「えーと、こんな感じでいい？」

　なんとかひと通り塗ぬり終え、声をかける。

「ん……次は脚のほうをお願い」

「……そっちは自分で塗れるんじゃ？」

「うるさい。ぐだぐだ言うなって言ったでしょ」

「はい……」

　もうここまで来たら、お好きなところを塗らせていただきますよ。

　言われるがまま、ふともも、ふくらはぎ、足首と、丁寧に手をすべらしていく。

　下半身をクリアしたら、次はまえのほうをお願い、とはさすがに言われなかった。

「あ、ありがとう……もう、いいわ……十分に堪たん能のうしたから」

「堪能？」

「あとは自分で塗れるってことよ」

「あ、はい……」

「じゃ、次はわたしが翼つばさに塗ってあげる」

　と、攻守交代。

　半分くすぐられるようにして、全身に日焼け止めを塗りたくられた。







　それからは、ふつうに海らしい遊びをした。

　波打ち際で水をかけあったり、浮き輪でぷかぷか浮かんだり、砂でお城を作ったり。

　読書に比べると、なんの生産性もない行為である。

　だが、やってみると思いのほか楽しく、アウトドアに対する認識を改めた。

　これなら、リア充たちが海を好むのもうなずける。

　てか、生産性がないというのが、そもそも間違いだった。

　人生を豊かにする、思い出ができる。

　結ゆ月づきのたわわさまがぷるるんとお揺れになったり、ちょっとしたハプニングでたゆゆんと俺に当たったりするたびに、心臓に多大な負担を強いられたけど、日焼け止めを塗り合うという凶悪な試練を乗り越え、最強紳士となった俺である。よこしまな態度を表に出すことなく、満喫することができた……と思う。

　二時間ほど経過したところでパラソルの下に戻り、しばし休憩。

　結月が他た愛あいない異世界トークを振ってくる。

「そういえば、海が舞台のラノベってあまり見かけないわよね」

「あー、たしかに。必要な知識が多すぎて、書くハードルが高いんじゃない？」

「それはありそうね」

「船の動かし方とか航海術とか、作者がよほど好きじゃないと調べるのきついでしょ」

「でも、異世界を舞台にすれば、魔法とかで強引に押し切ることもできるんじゃない？」

「うーん、大事なところだから、そこの設定で手を抜いちゃダメな気が……コメディならありかもだけど」

「なんにしても、船で冒険はロマンがあっていいわよね」

「だな」

「大作のＲＰＧならだいたい船で大陸を移動するイベントがあるし、そのとき海賊とかダイオウイカみたいなのに襲われて、戦闘になったりするじゃない？」

「あるね」

「わたし、そういうイベントけっこう好きなのよ。小説でも読んでみたいわ」

「そう言われると、俺も読んでみたいな」

「海賊といえば某漫画が有名すぎるけど、ラノベだとなんかあったっけ？」

「宇宙海賊ならむかし読んだことあるよ」

「それはまた違うジャンルでしょ」

「まあね。じゃあ、帰ったらテキトーに探してみるか。異世界に転移したら海賊船の船長にさせられた、みたいな話」

「その場合、乗員はみんな美少女のハーレム船なんでしょ？」

「そりゃもちろん──いや、そうでなくともいいけどね？　うん」

「…………」

「──痛い痛い！　そこはつねらないで！」

「あら。結ゆ月づきさんと市いち宮みやさんではありませんか」

　痛みに悲鳴をあげていると、聞き覚えのある声が耳に入ってきた。

　驚いてそちらに視線を向ける。

「またお会いできて嬉うれしいです」「…………」

　絶世の美男美女。

　微笑を浮かべる青い髪のエルフと、仏ぶつ頂ちよう面づらの赤い髪のエルフが立っていた。







　奇遇、というほどのことでもない。

　同じ大会に出ているのだから、顔を合わせるのはむしろ必然である。

　それでもはじめて訪れる土地で、しかもまわりに意思疎通ができなさそうな種族がいっぱいいるなかで、知っている人と会うのは、なんだか不思議な感じだった。海外で日本人と会うと妙に親近感を抱く、と聞いたことがあるけれど、それに近い気持ちだろうか。

　ともあれ、リエルとはまた話してみたいと思ってたし、これは嬉うれしい再会だった。

　ちなみに、エルフにもそういう文化があるのか、地球の文化に合わせたのかは定かじゃないけど、ふたりとも水着姿である。

　リエルは清せい楚そなワンピース、赤髪はけっこう攻めたブーメランを着用していた。

　どちらもよく似合っている。やっぱ見た目がいいと、なんでも映えるなぁ……。

　並んで違和感がないってのも、地味にうらやましい。

　俺と結ゆ月づきじゃ、ぜんぜん釣り合ってないだろうしな……。

　なんて切ない気持ちを抱き、ため息をついていると。

　なぜか赤髪が、めっちゃ俺をにらんできた。

「おい、貴様──ぶふっ！」

　……例によってではあるが、リエルが赤髪の後頭部をひっぱたいた。

「なんですかその態度は」

「うぅ、す、すいません……」

「と、そういえば、先日は紹介しそびれていましたね。まあ、紹介する価値もないのですけど──これがわたくしの従者にして許いい嫁なずけです。自己紹介をしなさい」

「はいっ」

　赤髪はまっすぐ結月のほうを見て（つまり俺を無視する形で）、高らかに名乗った。

「カルル・シリトール。フライアル家を守護する、シリトール家の三男です！」

　偉そうなわりに三男かよ。いや、それは関係ないか。

「ご丁寧にどうも。わたしは鮎あゆ森もり結月、こっちはえっ──」「市いち宮みや翼つばさです」

　結月の紹介に割って入ると、不満げな目つきを向けられた。

「ちょっと、わたしの持ちネタをつぶさないでよ」

「そもそも持ちネタにするな」

　自己紹介でボケる必要がどこにある。漫才コンビか。

「相変わらず、仲がよろしいですね」

　リエルはくすりと笑い、

「せっかくのご縁ですし、今日は一緒に過ごしませんか？」

「ん、そうね。ずっと翼とふたりきりも退屈だし、喜んで」

　……だから、そこで俺をディスる必要あります？　照れ隠し的なあれだと思うけどさ。

「リエルさま。そのまえに少々よろしいですか？」

「なんですか？」

「そこの男、市宮翼とふたりきりで話がしたいのです」

「あらあら浮気ですか（笑）」

「ちがいます！」

「え、翼つばさってそういう趣味が……？」

「いや、俺はなんも言ってないだろ!?」

　てか、本人も否定してるじゃん。

「……そういうわけで、市いち宮みや翼。ちょっとこちらへ来い」

「あー、はいはい」

　命令口調は気になったが、安易なＢＬネタの餌え食じきになるのもごめんだ。素直に従い、ふたりでその場を離れた。二十メートルほど歩いたところで足を止め、向き合う。

　赤髪──カルルが不愉快そうな面持ちで口を開いた。

「まず言っておく。リエルさまはとても高貴なお方だ。本来なら貴様のような輩やからと接することなどありえないほどにな」

「あー、うん、でしょうね」

　わかるわかるとうなずく。

　すると、カルルは目を瞬またたかせた。

「ん？　どうした？」

「いや、もっと苛いら立だつかと思った」

「誰かさんのおかげで、口の悪さには慣れてるから」

　それに、人間相手にぺこぺこするエルフってのもがっかりだしな。

　結ゆ月づきに生意気な口を叩たたいたら許さないけど、俺にだったらべつにいい。

　あと、どれだけ偉そうにされても、それがドＭの変態だと思うと、あんまり怒る気もしない。もし本気でイラッときても、そのときはリエルにチクればいいしね。

「驚いたりもしないのだな」

「リエルが高貴な身分なのは、なんとなく見ればわかるし」

「……そうか。人間にはろくなやつがいないと思っていたが、どうやら貴様はそれなりに弁わきまえているようだ。非礼を詫わびよう」

「あー、うん。話ってそれだけ？」

「いや、ここからが本題だ。貴様の恋人に、頼みたいことがあるのだ」

「結月に？」

「ああ」

　カルルはうなずき、真剣な眼まな差ざしで告げた。

「この大会の期間中だけでいいから、リエルさまと友人になってもらいたい」

　そして、すこし寂しげに続ける。

「リエルさまはその身分のせいで、心を許せる友というものを持ったことがない。だが、貴様の恋人とはどうも波長が合うようだ。先日からしきりにまた会いたいと言っていた」

「そうなんだ」

　まあ、たしかに波長は合いそうだよね、うん……。

「実を言うと、ここで貴様らと会ったのも偶然ではなく、いくつかのビーチを探し歩いたからだ」

　へえ、そこまでしてくれたのか。

　友達がいないのはうちの姫も同じだし、俺としては断る理由はない。

「というか、だったら結ゆ月づきに直接頼めばいいんじゃない？」

「それは無理だ」

「なんで？」

「リエルさまの許可なく、ほかの異性と話すことは許されていない」

「……そっか」

　やはりリエルは、結月以上に厳しい人柄みたいだ。高貴な身分だからだろうか。

「とはいえ、リエルさまに許可を求めるわけにもいかない。余計なことをするなと叱しかられてしまう」

「カルル的にはそのほうが嬉うれしいんじゃない？」

「は？　なにを言っている？」

　カルルは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「叱られて嬉しいわけがないだろう」

「あ、うん、そうだね……」

　そうか、自分がマゾっていう自覚はないのか……。べつにどうでもいいけど。

「ゆえに貴様から頼んでほしいのだ」

「そういうことなら構わないけど……その必要はないんじゃない？」

　ちらりと結月とリエルのほうに視線を向ける。

　ふたりはとても楽しげに話していた。その様子は、すでに友達にしか見えない。

「ふっ、そうかもしれないな」

　カルルも口元をゆるめて、しみじみとふたりを見つめた。

　水着姿の美少女ふたり。俺も存分に眺めておこう。

　近すぎるといろいろあれだが、このくらい距離があると、目の保養にちょうどいい。

「……では、最後に警告をしておこう」

　会話が再開されたので、視線を戻す。

　カルルはふたたび険しい顔つきになり、低いトーンで言った。

「リエルさまが貴様の恋人と友人になるということは必然的に、貴様もリエルさまとお近づきになるということだ」

「そりゃね」

「その際、絶対に──リエルさまをいやらしい目で見るな」

　なにを言うかと思えば、そんなことか。俺は気軽にうなずいた。

「それなら大丈夫だよ、約束する」

「いや貴様の言い分もわかる。世界一美しいリエルさまに見み惚とれるな、というほうが無む茶ちやな話だろう。だが、なんびとたりとも彼女を汚すことは──なんだって？」

「だから、リエルを変な目で見ることはないから、安心してくれ」

「……本気で言っているのか？」

「当たり前だろ」

「……できないことを安請け合いするものではないぞ」

「べつにできないことじゃねーよ」

「…………ちょっとなにを言っているのかわからんな」

「こっちの台詞せりふだ」

　こめかみをおさえるカルルに、俺はジト目でツッコんだ。

「しかし、リエルさまの美しさに参らない男はいないだろう？」

「そんなことはない」

　否定すると、カルルはすこしだけ後ずさった。

「……貴様、さては男色家か？」

「ちげーよ！」

　おまえまでそのネタに走るんじゃない。

「では、人間は美の感覚がおかしいのか……？」

「それは半分正解かな。俺に言わせるとおかしいんじゃなくて、単に好みの問題だけど」

「どういうことだ？」

「リエルは俺から見ても、非の打ち所がないほど美しいと思う。でも、それは芸術品とかに抱く感想と近くて、異性としての好みとは違う」

　そこで言葉を句切り、やや照れながら続ける。

「なにより、俺には結ゆ月づきがいるしな。あいつ以外の女に目を向ける余裕はないよ」

　我ながら、すこしまえまでハーレム厨ちゆうだったやつの発言とは思えないな。

　愛の力は偉大とでもいうか。人間、変われば変わるものである。

　いや、いまでもハーレムもののラノベは大好きだが。

「……ウソというわけでは、なさそうだな」

　カルルの表情が穏やかなものになる。

「わかった。そういうことなら信用しよう」

「逆に、カルルも結月を変な目で見るなよ」

「ふっ、それこそ無用な心配だ」

　冗談半分で注意すると、カルルは小さく笑った。

「たしかに貴様の恋人は、人間にしては優れた容姿をしている。だが残念ながら、ひとつ大きな欠点がある」

「欠点？」

　意味がわからなくて首をかしげる。

　結ゆ月づきの欠点といえば性格だけで（俺はそこも好きだけど）、見た目は完かん璧ぺきじゃないか。

「あのだらしない脂肪だ」

「──は？」

　絶対に聞き捨てならない言葉だった。俺はトゲのある口調で問う。

「ちょっと待て。それはもしかして、たわわさまのことを言っているのか？」

「……たわわさまとはなんだ？」

「胸のことだよ」

「ああ……それなら、そのとおりだ」

「……本気で言っているのか？」

「当然だ」

「はあ？　あのご立派なたわわさまが、欠点だって？」

「そうだ」

「…………ちょっとなにを言っているのかわかんないな」

「こっちの台詞せりふだ」

　こめかみをおさえる俺に、カルルがジト目でツッコんだ。

　俺は苛いら立だちを募らせ、反論する。

「というか、むしろそこが、結月がリエルよりも明確に勝っている点だろ？」

「なんだと？　あんな贅ぜい肉にく、ないほうが美しいに決まっているではないか」

「いやいや、あの丸みこそ、究極の美だろ。ぺったんこのどこに魅力がある」

「やれやれ、やはり人間とは愚かな生き物だな。美というものをまるで理解していない」

「はっ、その言葉、そっくり返してやるよ。エルフは賢いものだと思っていたが、たわわさまのよさを理解できないなんて、案外たいしたことないんだな」

「…………」

「…………」

　南国のビーチで、ふたりの男が激しくにらみあう。

　一触即発の空気。カルルが言う。

「いちおう確認しといてやる。いまなら撤回を許してやるぞ」

「するわけがない」

「ならば己の信念をかけて、勝負するしかあるまい」

「……殴り合いとかはちょっといやだぞ？」

　この世界はマナがすくないらしいが、エルフの戦闘力が人間に劣るってことはないだろう。いくらプライドのためでも、負けるとわかってる勝負はしたくない。

「馬鹿め。腕力を比べてどうする。重要なのは、想おもいの強さだ」

「……なら、ディベートでもするのか？」

「それも無駄だ。これは理屈ではなく、感情の戦いだからな」

「ならどうすんだよ」

「そうだな……」

　カルルは数秒思案して、こう言った。

「たしかこの世界には、砂すな風ぶ呂ろという文化があるらしいな」

「ああ、あるけど……そんなもんどこで知ったんだ？」

「女神さまからいただいたガイドブックだ」

「……この島のガイドブックなんてあるのか？」

「いや、ほかの観光地のものだ。すこしでもリエルさまに楽しんでいただくために、参考になりそうな資料なら、なんでもいいからほしかったのだ」

　ほう……さすが従者にして許いい嫁なずけだ。

　その健けな気げな姿勢は、素直に見習いたいと思う。

「同時にその砂風呂を行い、どちらがより長い時間耐えられるかで競うのはどうだ？」

　なるほど。忍耐力、すなわち心の強さってわけか。

　カルルは不敵な笑みを浮かべた。

「まさか、いやとは言うまいな？」

「上等だ。受けて立ってやる」

　マゾ相手に我慢比べをするのはあまり気が進まないけれど……。

　結ゆ月づきのたわわさまを侮辱し、ここまで挑発されては、逃げるわけにはいかなかった。







　砂風呂。

　本来は温泉熱によって熱された砂を使うのだが、ここはただのビーチである。

　近くに温泉はない。

　しかし、ただの砂に埋まるだけでは、決着がつくまでに時間がかかりすぎる。

　ので、砂に埋められたあとは、リエルの魔法で温度調節してもらうことになった。

「というか、なんでそんな勝負をするの？」

　俺に砂をかけながら、結月が訊たずねた。

「バカップル選手権のエキシビションマッチみたいなもんだよ。これから一緒にがんばっていくライバルってことでね」

　と、俺は説明した。たわわさまが原因だとは言えないからな……。

「ふうん。まあ、翼つばさを埋めるのは楽しいからいいけどね」

　……深くツッコまないでくれるのはありがたいけど、その理由はどうなんだ。

「では、熱しますね」

　顔だけ残し、俺とカルルの身体からだが砂に埋まると、リエルが小さく詠唱した。

　徐々に砂の温度が上がっていく。おぉ……砂すな風ぶ呂ろってこんな感じなのか。

　砂が重くて身動きできないぶん、サウナよりも蒸されている感覚が強いな。

　実は初体験だったのだけど、なかなか気持ちよかった。

　だが、これが長時間続いたら、かなりきついものがあるだろう。早々にギブアップしてしまえばいいが、下手に耐えてしまうと、熱中症とか脱水症状とかになりかねない。

　そう考えていると、リエルが常識的な提案をしてくれた。

「お身体にさわってもあれですので、制限時間を三十分にいたしましょう。両者耐えきったら引き分けです」

　自分はもちろん、カルルが体調を崩しても寝覚めが悪い。「了解」とうなずいた。

　カルルはカルルで、リエルの意見に逆らうはずもなく、「承知しました」と言った。

　潮の香りをたっぷり含んだ風が吹く。

　まだ日暮れには遠いが、太陽はすこしずつ傾いていた。

「ねえ、翼。わたし、ひとつ重要なことに気づいたんだけど」

　開始から数分。結ゆ月づきがおもむろに口を開いた。

「なに？」

「飽きたわ」

「……早いな」

　一番忍耐力がないのは結月だったようだ。まあ、うん、知ってたけど……。

「だって、見てるだけじゃつまらないもの」

「たしかにそうですね」

　リエルが結月に同意し、カルルに告げる。

「カルル。結月さんを楽しませる、なにか面白い芸でもしなさい」

「この状態でですか!?」

　ひどい無む茶ちやぶりもあったものだ。敵ながら同情する……。

「クレールッテ鳥の鳴き真ま似ねくらいならできるでしょう」

「えっ？　そんなのやったことないですよ!?」

「誰が無駄口をたたけと言いましたか？　わたくしはやれと言っているのです」

「うぐっ……わ、わかりました」

　カルルは一度大きく深呼吸をして、おそらく精一杯の演技をした。




「トゥルルルッピュロロロロ──ッ！」




「「「……………………」」」

　三人の沈黙が重なる。どうすんだよこの空気……。

　せめてリエルはなんらかのリアクションをとってやれよ……。

「……あの、ごめんリエル、ちょっといいかな」

　あまりにも可哀かわい相そうで、つい助け船を出してしまう。

「はい、なんでしょう？」

「そもそも俺と結ゆ月づきは、そのクレーなんとか鳥を知らないから、いまのが似てるかわかんないんだけど……」

「あら、この世界にはいないのですか？」

「うん……」

「そうですか。聞きましたかカルル？　クレールッテ鳥はこの世界にはいないそうです」

「あ、はい」

「なのになぜあなたは、そんなしょうもない鳴き真ま似ねをしたのですか？」

「えっ、それはリエルさまがやれとおっしゃるから……」

「そんなこと、わたくしはひとことも言っていません」

「ええっ!?」

　理不尽すぎる物言いに、カルルは愕がく然ぜんとする。

　正直、俺も同じ思いだった。いや、めっちゃ言ってたじゃん……。

　だが、

「ですよね結月さん？」

「そうね。リエルはそんなこと言ってないわ」

「そんなっ……!?」

　サディスティック美少女たちの連係プレーに、カルルはなすすべもなかった。

　まあ、それだけふたりが親しくなったってことだし、それじたいはいいことだよね。

　相性がよすぎるのは問題だけど……。

「ペナルティとして、カルルの砂の温度を十秒間上昇させます」

「──っ!?」

　あれだけすべらされて、しかもペナルティまであるのかよ……。

「──ああっ、リエルさまっ！　熱いですっ！　熱いですぅぅっ！」

　いったいどれだけ熱くなっているのか不明だが、カルルが苦く悶もんの表情で悲鳴をあげる。

　どこか喜き悦えつがまじっているような気もしたが、気のせいだと思いたい。

「では、気を取り直して、次の芸にいってみましょうか」

　十秒経過すると、リエルは当たり前のように言った。まだ続くのか。鬼か。

「待ってリエル。それはさすがに可哀かわい相そうよ」

　おお、やはりリエルに比べると、結ゆ月づきはとても優しいなぁ。と思ったのだが、

「ここは公平に、次は翼つばさにやらせましょう」

　即座に前言撤回。やっぱぜんぜん優しくなかった……。

「市いち宮みやさんは、なにか得意なことがあるんですか？」

「残念ながらないわ」

　即答で断言するな。いや、たしかに誇れるような特技はないけどさ……。

「だから芸の代わりに、わたしの好きなところベスト３をあげてもらいましょう」

　まじっすか……。

「それは素敵ですね。ぜひお聞きしたいです」

　わー、リエルもノリノリだー。

　このふたりを友達にしたら、やっぱダメなんじゃないだろうか……。

「というわけで、翼。言いなさい」

「……はい」

　拒否権がないのは、訊たずねるまでもなく知っている。

　俺はいくらか考え、照れくさいのを我慢しつつ、こう答えた。




「顔とスタイルがいいところ。異世界厨ちゆうなところ。俺を好きになってくれたところ」




「リエル。ペナルティ」

「はい」

「──あっちちちちぃっ!?」

　瞬間的に砂の温度が上昇する。

　ヤケドするほどではなさそうだが、声をあげずにはいられなかった。

「市宮さんはカルルと違って熱さに慣れてないと思いますので、五秒にしておきますね」

　カルルの半分。それでも大変な苦痛だった。対等に勝負したいと言えないほどに……。

　てか、カルルは熱さに慣れてるのかよ。自分の得意分野で勝負を挑んできた狡こう猾かつさはこの際いいけど、なんで慣れてるのか容易に想像できるのがいやだわ。

「てか、なんでいまのでペナルティなんだよ。ちゃんと三つ言ったじゃん」

「中身よりさきに見た目のことをあげたから、イラッとした」

　……順番まで気にしなきゃいけなかったのか。難易度たけえよ。

　だが、こんなのは序の口だった。地獄はまだまだ続く。




「では、カルルの番ですね。えーと、そうですね……。結ゆ月づきさんの真ま似ねをさせていただきましょうか。わたくしの好きなところを三つあげなさい」

「リエルさまのすべてを愛しております！」

「三つじゃないですし、気持ち悪いのでペナルティです」

「ぐぅああぁぁぁ──っ！」




「翼つばさのターンね。じゃあ今度はあえて、逆のことを聞いてみましょうか。ないとは思うけど、もしあれば、わたしに対して不満に思うところを三つあげて」

「イジワルなところ。口が悪いところ。すぐ怒るところ」

「言うまでもなくペナルティ」

「あっちいっあぁぁぁっっ──っ！」




「では、やはり同じく。わたくしの不満なところを三つあげなさい」

「そんなものはありません！」

「つまらないのでペナルティです」

「ああああぁっ、熱いですぅああぁぁぁっっっ──っ！」















「わたしへの気持ちを川せん柳りゆうにして伝えて」

「愛してる　一生そばに　いておくれ」

「……正直ちょっとときめいたけど、なんとなくペナルティ」

「なんでえええっ!?　あちゃあぁぁぁぁ──っ！」




　……まあ、そんな感じで、交互に責め苦を受け続けた。

　となると当然、三十分も持つわけもなく……。

　十五分が過ぎたところで、俺とカルルは同時にギブアップした。

「まだ半分じゃない。まったく、情けないわね」

「本当です。それでもわたくしの従者ですか？」

「面目ないです……」「謝罪の言葉もございません……」

　男同士がプライドをかけて争った結果。

　なぜかふたりして、半泣きで恋人に土下座することになった……。







　しかし、怪け我がの功名というか、これによって得られたものもあった。

　友情である。

　結ゆ月づきとリエルは十年来の親友のように、ますます意気投合した。

　砂すな風ぶ呂ろから脱出し、水分補給しながら無様に倒れている男どもを尻目に、仲良く貝殻集めという乙女チックな遊びに繰り出した。楽しそうでなによりである。

　そして、仲間意識が芽生えたのは、俺とカルルも同様だった。

　愛する人によって同じような責め苦を受け、相手の日頃の苦労がいやでも偲しのばれ、俺たちは互いを認め合った。友達というより、戦友って感じだ。

　胸についても水に流した。好みは人それぞれだし、お互いの気持ちを尊重しようと。

　ケンカしたあとに『なかなかやるな』『おまえもな』なんてやりとりをするのはいったい何年代のベタなんだよとツッコミたくもなるが、まあ、それとだいたい一緒である。

「それにしても、あんな凶暴な女を愛しているとは、貴様は変態の類たぐいなのか？」

「おまえにだけは言われたくねーよ」

　軽口を叩たたき合あっても、そこにとげとげしさはない。

「『おまえ』と呼ぶな。オレの名前はカルルだ」

「そう呼んでほしかったら、『貴様』もやめろ」

「そうだな……これからはツバサと呼ばせてもらう」

「りょーかい、カルル」

　そうして俺たちはパラソルの下で休みつつ、結ゆ月づきとリエルがむつまじく遊んでいるサマをぼんやりと見守った。







　ＢＢから通知がきたのは、それから三十分後くらいだろうか。

　二組とも見事合格である。

　あの砂すな風ぶ呂ろ対決が功を奏したかはわからんが……わからないままのほうがいいだろう。

　できたらまた明日も会おうと約束をして、エルフたちと別れた。

　ホテルに戻ったあとは、結月と交代でシャワーを浴びる。

　結月がバスローブ姿で出てきたときはかなり驚いたが、きっちりと前を閉じていたし、水着に比べれば露出度は低いので、なんとか平静を保てた。

　しかしそうは言っても、湯上がりである。色気が湯気のごとく立ちのぼっている。

　濡ぬれた髪や火ほ照てった頰ほおを見ないように注意した。

　さっぱりしたらおなかが空いてきたので、ルームサービスで夕食を頼む。

　メニューは、天界おすすめのおまかせコースだ。

　夕暮れのテラスで海辺の景色を眺めながら、ゴーヤチャンプルーやロコモコといった、南の島っぽいけどいろいろ嚙かみ合あってない、しかし絶妙においしい料理を楽しんだ。

　なんだかんだ、思った以上に、このイベントを満喫しちゃっていた。

　ところどころ雑なのを差し引いても、天界さまさまである。

　そのぶん疲労もたまっており、早めに就寝することにした。

　そこで、一ひと悶もん着ちやくあった。俺がどこで寝るかについてだ。

　俺がソファで寝ようとすると、結月はベッドで一緒に寝ようと言ってきた。

「わたしだけベッドだと、なんかわがままなお姫さまみたいでいやじゃない」

　……こういうときだけそんな殊勝になられてもな。

「いいからこっちで寝なさい。べつに添い寝しろとまでは言わないから」

　まあ、ぴったりくっつかなければ、大丈夫か……？

　ベッドはとても大きいし。ふたりで横になって、両手を広げてもぶつからないほどだ。

　結月を説得するのと、ドキドキをこらえるの、どちらがよりハードルが高いか判断し、俺はしぶしぶ承知した。

　あいだに大きなクッションを置いてしきりにする、というせめてもの妥協案をのんでもらい、消灯する。窓から差しこむ月明かりのおかげで、思ったよりも真っ暗にならなかった。でも、個人的にはちょうどよい。ベッドの寝心地もいいし、これならすぐに寝られそうだ。結月の存在さえ意識しなければ。

　だが、意識しないようにしている時点で、それは意識しているってことで……。

　うーん、いったいどうしたものか。

　古典的に羊の数でもかぞえてみようかと思っていると、結ゆ月づきから声をかけられた。

「ねえ、翼つばさ」

「……なんだ？」

「たぶんすぐには寝つけないから、なんかテキトーに話を振って」

　まあ、寝つけないのは俺も同様である。

　宿題のこと以外でなにがいいか考え、質問をすることにした。

「そういや、リエルとずいぶん仲良くなったみたいだけど、どんな話をしたんだ？」

「んー、そうね。主にわたしが聞きたいことを話してもらった感じかしら。リエルの故郷のこととか。フィアルルクって名前で、とても素敵な場所らしいわ。かわいい動物がいっぱいいて、おいしい果物とかもたくさんもあって」

「へえ、そりゃ行ってみたいな」

「ええ。わたしもそう言ったんだけど……それはちょっと、難しそうな感じなのよね」

「優勝してＳＰサンキユーポイントをもらえれば、可能性はあるんじゃないか？」

「いや、そういう物理的なことじゃなくてね」

「というと？」

「あのふたり、駆け落ち同然でこっちに来たんだって」

「え……まじで？」

「まじで」

　ふたりの事情について、結月が教えてくれる。

　リエルが族長の娘であること。

　カルルはリエルの幼おさな馴な染じみで、もとはただの付き人に過ぎなかったこと。

　長いあいだ一緒にいるうちに、ふたりが惹ひかれ合ってしまったこと。

　でも、身分の差によって、まわりからは絶対に認められないこと。

　先日付き合っていることがバレてしまい、カルルの立場がかなり危うくなっていること。

「で、このバカップル選手権で優勝すれば、認めてもらえるんだって」

　ふたりの世界では、天界の存在は誰でも知っている常識的なもの──というかふつうに信仰の対象らしい。ゆえにこの大会で優勝する、すなわち天界からお墨つきをもらえたら、反対している人々も喜んで祝福してくれるとのこと。

「……そういうの聞くと、ちょっと勝ちにくくなるな」

「気持ちはわかるけど、気にしないでいいみたいよ。リエル的には駆け落ちが主目的で、負けたら負けたで、この世界に残って生きていけばいいって思ってるみたい」

「いや、違う世界で生きていくのって、そんな簡単なことじゃないだろ」

「生活力ありそうだし、あのふたりならどうにでもなるでしょ」

　まあ、それはそうかもしれない。

　カルルなら力仕事もできるだろうし、なによりルックスがある意味チートだから、モデルとかやれば食うに困ることはなさそうだ。戸籍とかどうすんだって思うけど、そのくらいは担当の女神さまが便べん宜ぎを図ってくれるのか……？

「というか、そんなデリケートなこと、俺に話してよかったのか？」

「大丈夫。進んで話すことでもないけど、べつに秘密でもないみたいよ」

「それならいいけど……」

「ちなみにあのふたり、もう五十年くらい付き合ってるらしいわよ」

「──まじで？」

「まじで」

　……さすがエルフ。時間のスケールが人間とは違う。

　しかもバカップル選手権の出場資格を有しているということは、ふたりはそのあいだ、ずっと清い交際を続けているということだ。すげえよカルル。おまえは男だ。

　いや、めっちゃ年上なのに、おまえ呼ばわりはどうなんだって感じだけど……。

　まあ、いまさら変えるのも気持ち悪いし、もはや戦友だし、気にしないでいいか。

「ほんとよく我慢してるわよね。わたしだったら絶対にキレてるわ」

「俺も我慢する自信はないな……」

「時間もそうだけど、親に反対されるのって、思ったよりつらいからね」

　……そうか。

　そうだろうなと思ってたけど、やっぱり反対されて、結ゆ月づきはつらかったのか。

「同じ家に住んでるってだけでイライラしてくるし、お小遣いをもらいにくいし」

　……つらいの方向性、もうちょっとセンチメンタルにできないかな。

　いや、これは照れ隠しみたいなものか。本音は祝福してもらいたいに決まっていた。

　自分の好きなもの、やりたいことを否定されて、愉快になれる人間はいない。

　相手が家族なら尚なお更さらだ。

　……でも、それを指摘したら機嫌を損ねられるのは目に見えてる。

　寝るまえにする話でもないし、この場では追及しないことにした。

　それから明るい方向に話題をシフトさせる。

　結月のあくびを合図に切り上げるまで、三十分ほどまったりと雑談した。

　やはり、かなり疲れがたまっていたのだろう。気がつくと俺は眠りに落ちていた。







　目を覚ますと、目の前にたわわさまがいらっしゃった。

「…………」

　半分寝ぼけた状態で、ここは天国なのかなと思う。が、むろんそんなことはない。

　バカップル選手権の会場である、南の島のホテルの一室だ。

　寝ているあいだにたまたまそうなったのか、それとも確信犯なのか……。

　しきりにしていたクッションはどこかに消え、かわりに結ゆ月づきがすぐそばで眠っていた。

「──っ」

　状況を把握し、飛び起きる。ベッドの端まで慌てて距離をとった。

　おかげで眠気は一瞬で吹き飛んだが、いや、まじで心臓に悪いわ……。

　俺が動いたことでベッドが揺れたからか、結月が「んん……」と身じろぎする。

　しかし目覚めることはなく、仰あお向むけになってすやすやと寝息をもらしていた。

　──ちくしょう、めちゃくちゃかわいい。

　その穏やかな寝顔に、悩ましい寝姿に、思わず見入ってしまう。

　やっぱこいつの正体、妖よう精せいとか天使なんじゃないだろうか。かわいさのパラメーター、あきらかに人間が出せる限度を超えてるだろ。かわいさのチート行為だ。

　こんなにかわいい顔で、あんな毒を吐くんだよなぁ……。

　にわかには信じがたい。いやはや、人は見た目によらないって真理だな。

「……ん」

　そこで結月がまた寝返りをして、こちら側を向く。

「──っ!?」

　息を詰めて、目を限界まで見開いた。

　バスローブの襟元がはだけて、たわわさまの谷間が惜しげもなく晒さらされたからだ。

　ごくりと生なま唾つばをのみ、思う。

　…………ちょ、ちょっとくらいなら、さわっても、いいんじゃないだろうか？

　なにしろ、昨日の俺はよくがんばった。

　日焼け止めをはじめとした結月の誘惑に抗あらがい、そのすべてに打ち勝った。

　だから、寝ている隙すきに、ほんのちょっとだけ、かるぅーく紳士的にツンツンするくらいは、神さまも許してくれるのではないだろうか。むしろそれくらいのごほうびは、あってしかるべきではないだろうか。無防備すぎる結月も悪いしな。そうだ。そうに違いない。

　紳士的なツンツンとはなにかという疑問は自分のなかにもあるが、そんなことはどうでもいい。とにかくさわりたくて仕方なかった。大丈夫。理屈はあとでもつけられる。

　寝起きの不ふ明めい瞭りような頭でそんなことを考えて、もう一度ごくりと唾つばをのむ。

　ばくばくと鼓動を高鳴らせながら、右たわわさまの上のほうにゆっくりと手を伸ばして──時間切れを迎える。

　突然、コンコンというノックの音が部屋に響いた。続いてガチャリとドアが開き、

「おはよー。妾わらわじゃー。起きてるかー？」

　無遠慮な声の主、女神さまが入ってくる。

　見計らったようなタイミングだな……。俺はがっくりと肩を落とした。

　直前で邪魔が入るなんて、お約束にもほどがある……。

　でも、おかげで誓いを破らずに済んだし、結果オーライか。

　そう前向きに考え直して、「おはようございます」と挨あい拶さつした。

「んぅ……ふわぁ……」

　結ゆ月づきもさすがに起きたようで、小さくあくびをしながら身体からだを起こした。

「ふぁによ……こんな朝っぱらから……人が寝てるってのに……ぶっとばすわよ……」

　ふにゃふにゃした声でも、きちんと文句は言うんですね。さすがです。

　でもそのまえに、さっさとはだけたバスローブを直そうぜ……。

　胸元だけでなく、ふともももやばい。かなりきわどいところまであらわになっていた。

　まあ、ちゃっかりチェックしてるのは、自分でもどうかと思うけど。












　でも、本能で目がいっちゃうんだから、しょうがないだろ……。

「鮎あゆ森もり。えっち宮みやがいやらしい目で見ておるぞ」

「へ？　──うわっ！」

　女神さまに指摘を受け、結ゆ月づきがあたふたとバスローブを整える。

「……すけべ」

　真っ赤な顔でにらまれ、思いきり非難されてしまった。

　恥ずかしいなら最初からそんな格好するな、って言い返すのはやぶへびだろう。

　やれやれ。ツンツンできずに、ツンツンされたってわけだ。うまくねえよ。

　てか、女神さまも俺が見てるとかチクらなくてもいいじゃん……。

「なんじゃ？　なにか文句あるか？」

「……いえ。それより、なにか用ですか？」

「むろんじゃ。妾わらわは超忙しいのじゃぞ。なんの用もなく来るわけないじゃろ」

「そうですか……で、その用件とは？」

「実は驚きよう愕がくの知らせがあってな」

「……なんですか？」

「バカップル選手権の決勝戦に、汝なんじらの進出が決まった」

「──まじですか？」

「まじじゃ」

「え、早くないですか？　まだたった一日しか経たってないんですよ？」

　たしか、決勝戦は残り十組になったら行うと言っていた。

「そうなんじゃが……そのたった一日で、残り八組まで減ってしまったのじゃ」

「……昨日のミッションって、そんなにハードル高かったんですか？」

　俺たちもカルルたちもあっさりクリアできたし、そうは思えないんだけど……。

「いや、ミッションの難易度は適正じゃった。半分くらいはクリアできていたしな」

「じゃあ、どうして？」

「ルール違反による失格じゃ」

「…………それって、つまり」

「うむ。昨夜のうちに出場者のほとんどが、一線を越えてしまった、ということじゃ」

　女神さまはしぶい顔で告げた。俺もしぶい顔になった。

　えぇ……まじか。いや、気持ちは痛いほどわかるんだけど。

　好きな人と一晩過ごして、そうならないほうがむしろ不自然だと思うし。

　俺自身ついさきほど、不ふ埒らちなことをしようとしたばかりだし。

　でも、それだけに、なんか複雑な気分だ。

　必死に我慢した自分がバカだったのかな、みたいな……。

「若者の性の乱れっていうのかしら。まったく、嘆かしいわ」

　結ゆ月づきは肩をすくめ、ワイドショーのコメンテーターみたいなことを言う。

「やっぱり男には目先の欲望に惑わされない強い意志が、女には貞てい淑しゆくさが必要よね」

　すいません。ついさきほど欲望に惑わされまくった男がこちらになります……。

　ついでに言うと、結月もあんまり貞淑ではないと思う……。

「ま、そのおかげで異世界に行けるチャンスがぐっと大きくなったのだから、わたしたち的にはラッキーだけどね」

　たしかに。一気に決勝まで行けたのは、素直に喜んでいいことだろう。

　残り八組。このなかでトップになれば、念願の異世界に行ける。

　ここまでの苦労を無駄にしないためにも、ぜひとも優勝を狙ねらいたかった。

「運営的には大誤算じゃがな。おかげで企画のほとんどがお蔵入りになってしまった……」

　げんなりとため息をつく女神さま。

　それについては、ご愁傷さまとしか言いようがない。

「まあ、ともあれ決勝戦の内容について説明しよう」

　気を取り直して、女神さまは言った。

「汝なんじらには、天界の技術の粋を集めて作り上げた、ＢＯに挑戦してもらう」

「例によってですけど、なんの略ですか？」

「バカップル・オンラインじゃ」

「……正式名称は？」

「これが正式名称じゃ」

「…………」

　お得意の覚えてないパターンじゃなくて、ガチで正式なのかよ……。

　ひでえネーミングセンスだ。企画会議で誰か止めろよ。

　それとも天界のスタッフってアホしかいないのん？

　しかし、文句を言っても仕方ない。話を進めよう。

「オンラインってことは、ゲームみたいなやつですか？」

「そうじゃ。汝らにわかりやすく説明すると、いわゆるＶＲＭＭＯじゃな」

「え、すごいっ」

　魅力的な単語に、結月が食いつく。

『ＶＲＭＭＯ』

　バーチャルリアリティなんちゃらの略で──正式名称は忘れた──仮想空間を通じて、現実世界にいながら異世界を体感することができる、夢のようなゲームだ。

　ラノベでもよく題材にされており、異世界厨ちゆう的にも注目のジャンルである。

「こちらが用意したダンジョンを、もっとも早く攻略したものが優勝じゃ」

　なるほど、わかりやすい。

　ざっくり言っちゃうと、おおがかりな障害物競走ってことだ。

「全十五層で、十層目までは個別ルート。そこからさきは共通ルートになっておる」

「へえ、なんで個別ルートなんてあるんですか？」と俺。

「それぞれのカップルが、どのように戦っていくか見やすいようにじゃ」

「じゃあ、逆になんで途中から共通なんですか？」と結ゆ月づき。

　素朴な疑問に、女神さまは目を伏せた。

「……開発が間に合わなかったからじゃ」

「……あー」

「ついでにぶっちゃけると、当初の予定では『夫婦』とかけて、二十二層までじゃった」

「……おつかれさまです」

　なんか申し訳ない気分になり、すぐにべつの質問をする。

「職業とかはあるんですか？」

「あるぞ。職業や装備は、各自の希望を自動でくみとって設定される」

　おー、ってことは憧あこがれの聖騎士になれるってことか。

　いいね。めっちゃわくわくしてきた。

「じゃが、それ以上に攻略に重要なのは、ＩＰじゃ」

「……インターネットプロトコル？」

「イチャイチャポイントじゃ」

「あぁ……」

　これまでのネーミングセンスを考慮すれば、そりゃそうなるか。

「すべてのステータスは、このＩＰに応じて決定される」

「……斬ざん新しんなシステムですね」

「うむ。じゃからこれまでの累計はもちろん、攻略中もいかにイチャつくか、そのセンスが問われることになるじゃろう」

　イチャつくセンスってなんだよ……。

「まあ、そんなわけで。起きたばかりじゃが、そのままベッドで寝てくれ」

「なんか専用の機械をつけたりしないんですか？」

　頭にかぶる例のあれを思い浮かべながら訊たずねる。

「そんな無粋なものは使わん。睡眠中に、ＢＢがうまいこと幻影を見せてくれる」

　あー、そういうスタイルか。言うなれば、夢の世界に行くような感じだろうか。

「しかし、ダンジョンまるごとの幻影って、けっこう高かったんじゃないですか？」

「それなりにな。じゃが、今回大変じゃったのはさっきも言ったように、予算よりも開発スケジュールじゃ」

　女神さまはさらりと重大なことを言う。

「ぶっちゃけ、決勝戦の予定が早まったことで、テストプレイが万全じゃない」

「……それ、大丈夫なんですか？」

「まあ、もしかしたら軽いバグは残ってるかもじゃが、大丈夫じゃろう。たぶん」

「たぶんて」

「ダメージを受けても軽い衝撃だけで痛みはないし、ＨＰが尽きても現実に戻されるだけじゃし、なんかあったら妾わらわもサポートする。最悪の場合は、そこで棄権すればいい」

「……ログアウトできないとかないですよね？」

「むろんじゃ。それだけはないようにしてある」

　女神さまは力強く言い切った。これがフラグにならなければいいんだけど……。

　とはいえ、この段階で棄権するわけにもいかない。素直に従い、仰あお向むけになる。

「よし、じゃあ眠れ」

「……いや、そう言われてもすぐには寝つけないですよ」

　二度寝するにしても、すっかり目が冴さえてしまった。

「そうね。楽しみでドキドキしちゃってるし」

　結ゆ月づきも同意すると、女神さまは「しょうがないのー」と嘆息した。

「なら、妾が子守歌を歌ってやる」

「そんな、幼児じゃないんですから……」

「女神魔法の一種じゃから、即効じゃ」

「あー、そういうことなら、お願いします」

「うむ……あーあーあー」

　と発声練習をして、女神さまが歌いはじめる。

「ねーむーれーねーむーれーねむねむねーむれー」

　……それはお世辞にもうまいとは言えなかったけれど、てゆーかめっちゃ下手だったけれど、効果はてきめんだった。

　俺たちは十秒とかからず、バカップル・オンラインの世界へと旅立っていった。







　まぶたを開けると、そこは異世界だった。

　美しい森のなかである。

　やわらかい木漏れ日。さわやかな風。メロディを奏でるような、小鳥のさえずり。

　…………おお、すげえ。

　澄んだ空気をいっぱいに吸いこみ、俺は感嘆の息をもらした。

　続いて、その場で軽く足踏みをする。はっきりと土の感触が伝わってきた。

　とてもじゃないが、幻影には思えない。

　五感のすべてが、ここは現実だと認識していた。

　いまのところ、特にバグ的なものもなさそうだし。まじで天界の技術半端ないな。

「すごいわね」

　気がつくと、結ゆ月づきが隣に立っていた。

　きょろきょろとあたりを見回し、感慨深げにつぶやく。

「なんかこう、うまく言葉が出てこないわ」

　気持ちはよくわかる。

　擬似的かつ一時的なものとはいえ、ついにふたりで異世界までやってきたのだ。

　この感動を表現するのは難しく、とにかくすごいとしか言いようがなかった。

「ところで翼つばさ、その格好はなんなの？」

　せわしなく動いていた結月の視線が俺に固定され、訝いぶかしげに訊たずねられた。

　そう、変わったのは景色だけではない。

　システムはきちんとこちらの希望をくみとってくれたようで、俺は西洋風の鎧よろいと群青色のマントを身にまとっていた。腰には銀色の鞘さやにおさめられた聖剣があり、これぞまさしく騎士って感じの出いで立たちだ。やべえ、超かっこいい。

　……左手首にＢＢがついたままなのが惜しいけれど、それについては目をつむろう。

　俺はにやにやと口元をゆるめて、胸を張った。

「どう？　強そう？」

「ぜんぜん」

「えぇ……」

「体格がもとのままだから、正直ちっとも似合ってないわ」

　…………さいですか。

　やっぱこういうのは筋骨隆々じゃないと締まらないよな……。

「だからまえに言ったじゃない。翼は騎士よりも盗賊のほうが似合うって」

　たしかに、そんなようなことを言われた記憶がある。

　でも、せっかくなんだし、いいじゃないか。

　盗賊もかっこいいと思うけど、派手に戦って活躍したいって願望があるんだよ。

　ちなみに、ＩＰのおかげで筋力が強化されているのか、鎧や剣にほとんど重さは感じなかった。これなら自由自在に動けそうだ。

「結月は、よく似合ってるよ」

「ふふ、ありがとう」

　白を基調とした、ぴったりとした衣装だ。右手には宝石がついたメイスがある。

　職業は、回復支援に特化した神官だろう。

　身体からだのラインがくっきり出ていて、とてもセクシーだった。

　スリットが深いのもポイント高い。動くとふとももがチラリと見えた。

　このデザインが天界スタッフの趣味なら、グッジョブと言わざるを得ない。

「ま、慈愛に満ちたわたしに聖なる服が似合うのは、当たり前のことだけどね」

「ソウダネ」

「なんで棒読みなのよ？」

「いえ、他意はないです」

「言いたいことがあるならはっきり言いなさい」

　じっとりとにらまれ、俺は目をそらしながら答えた。

「まえにも言ったと思うけど、性格的には攻撃職のほうが合ってるんじゃない？」

「は？　どこがよ？」

　……そういうふうに威圧してくるところです。とは口にできなかったので、

「まあでも、前衛と後衛で、コンビとしてのバランスはいいよね」

　と、話題を変えてごまかした。

「そうね」

　結ゆ月づきはうなずいて、邪悪な笑みを浮かべる。

「でも、わたしの機嫌を損ねたら回復が遅れるかもだから、気をつけなさい」

「……はい、肝に銘じます」

　やはりドＳをヒーラーにするのはまちがっているんじゃないだろうか。

　などと、ラノベのタイトルみたいな感想を抱き、盛大に苦笑いをした。

「で、ダンジョンってのは、たぶんあれよね」

　結月が斜ななめ上を指さす。

「だろうね」

　森の空白地帯に、白い巨大な塔が屹きつ立りつしていた。

　スカイツリーより上ってことはなさそうだけど、東京タワーには匹敵しそうな高さだ。

　全十五層と言っていたか。なんとも攻略しがいがありそうだ。

「たぎるわね」

「ああ。ぞくぞくする」

「リエルたちも来ているのかしら」

「その可能性は高いと思う」

　あのふたりの様子なら、ルール違反で失格というのは考えにくい。

「もしうまく会えたら、四人パーティーを組むのもありね」

「だな。いちおう競争相手だから、そのときの状況しだいだけど」

　ともあれ。俺たちは意気揚々とダンジョンに向かった。







　ダンジョンには複数──正確に言うと、八個の入口があった。

　どうやらここで個別ルートに入るようだ。

　言い換えると、この場所は共通ということである。

　だが、ほかのカップルたちは見当たらない。なぜだろう。

　不思議に思うと、ＢＢからアナウンスが流れた。

　それによると、ここまでのＩＰが多いカップルほどさきに行けるというルールらしい。

　しかもトップは俺たちとのこと。

　つまり、もっともバカップルだと思われているってことだ……。

　なんとも複雑な気持ちだが、アドバンテージをもらえるのはありがたい。

　素直に喜んでおくことにした。

　緊張と期待に胸を高鳴らせながら、なかに足を踏み入れる。

　外観の印象を裏切らない、遺跡系のダンジョンだ。

　ほどよく広い通路。高い天井。窓がないので、奥のほうはだいぶ暗くなっていた。

「……思ったより、怖いわね」

「ああ……」

　ここは遊園地のお化け屋敷ではない。

　暗がりからモンスターが襲ってくる、ということも十分にありえるわけで……。

　ダメージを受けても痛みはないと言っていたが、それでもなかなかの恐怖感だった。

　自分たちがどれくらい強いのか、戦ってみないとわからないしな……。

　せめて、序盤から凶悪なモンスターが出てくることはないと思いたい。

　と、そこで突然、ぼうっと壁に火が点ともった。

「きゃあっ！」

　かわいらしい悲鳴をあげて、結ゆ月づきがこちらの腕にしがみつく。

　俺も声こそあげなかったものの、かなり驚いた。いきなりの炎系トラップは心臓に悪すぎる。しかし、よく見てみるとトラップでもなんでもなかった。火がついたのは壁じゃなくて、ふつうにろうそくだ。等間隔に燭しよく台だいが設置されている。

　どうやら人が一定の範囲内に入ると自動で火がつくようになっているらしい。

　遠くのほうは見通せないけど、十メートル先くらいまでならきちんと視界は確保できた。

　暗くら闇やみを避けられるとわかり、ほっと胸をなで下ろす。

　また、いかにもＲＰＧっぽいギミックに、冒険心がくすぐられた。

「……まったく、無駄に驚かせないでよね。ふつーに最初からつけとけばいいじゃない」

　悲鳴をあげてしまったことの照れ隠しか、結月はツンツンと文句を言った。

　びびる結ゆ月づきというのもレアで、かわいい。しかし、いじると怒られそうだ。

「それじゃ、行こうか」

　たわわさまが当たっている肘ひじを気にしながら促した。

「そうね」

　結月は腕にしがみついたままうなずく。

「……あの、放してもらっていい？」

「なんでよ。べつにこのままでいいじゃない」

「でも、動きにくいだろ」

　しつこいようだけど、ここはデートスポットではなく、ダンジョンである。

　モンスターやトラップなど、いつ不測の事態に陥るかわからない。

　結月を守るためにも、即座に反応できる体勢でいたかった。

「そんな状態でも姫を守るのが騎士ってものでしょ」

　いや、にわかの騎士にそれはちょっと荷が重いかな……。

　あと、いまの結月は姫じゃなくて神官だろ。

　後衛職だが、守られるだけの存在じゃない。一緒に戦う仲間である。

「てか、言っても安全が保障されたゲームなんだし、そこまで怖がらなくても」

「は？　誰が怖がってるって言うのよ？」

「結月」

「バカ言わないで。ぜんぜん怖くなんてないわ」

「じゃあなんで放してくれないの？」

「……これは、その──そう、作戦よ」

「作戦？」

「攻略中、いかにイチャつくかが大事って言ってたじゃない」

　ああ、そうか。半分以上は建前っぽいけど、納得した。

　とはいえ、咄とつ嗟さに動けないのはやはり困る。

　あいだをとって、手をつなぐことで落ち着いた。







　最初のモンスターと遭遇したのは、そのあとすぐだった。

　そいつは奇襲をかけてくるでもなく、ゆっくりと歩いてきた。

　ダークグリーンの肌、小学生くらいの背丈、手には棍こん棒ぼう、腰回りにはボロ布。

　序盤のザコとして定番中の定番──ゴブリンだ。

　数は一匹。チュートリアル的なものだろうか。

「翼つばさっ！」

「ああ……まかせろ」

　動揺する結ゆ月づきに一声かけて、つないでいた手をいったん放させてもらう。

　聖剣を抜き、まえに出る。ドキドキしながら中段に構えた。

　するとそれが戦闘開始の合図だったかのように、ゴブリンが棍こん棒ぼうを振り上げて襲いかかってきた。普段の俺なら、手も足も出ずにやられていただろう。

　──遅い。

　ＩＰのおかげで、反応速度もあがっていた。敵の動きが手に取るようにわかった。

　一歩横に移動し、最低限の動作で攻撃をかわす。そしてすれ違いざまに、斜ななめ一線。

　豆腐を斬きるくらい簡単に、聖剣はゴブリンの身体からだを切り裂いた。

　倒れるゴブリンの上に、ＨＰゲージが表示される。

　どうやらダメージ判定が行われたときだけ、出てくるシステムのようだ。

　ＨＰはみるみる減っていき、そのまま呆あつ気けなく尽きた。

　──おお、強いな俺。

　ザコが相手とはいえ、一撃で仕留めてしまうとは。天才なのかもしれん。

　ゴブリンは光の粒子となって消滅した。

　死体が残らないのはいかにもゲームである。まあ、血とか内臓とかをリアルにぶちまけられても困るけど。これなら生き物を殺す罪悪感みたいなものもない。

　……逆に言うと、本物の異世界ではそれがある、ということだ。

　うーん。

　生きるためなら仕方ないが、むやみな戦闘は避けるようになるだろうな……。

　もっと言うと、生産職でスローライフが一番気ままで楽しいか。

　なんてあれこれ考えつつ、剣を鞘さやにおさめ、結月のそばへ戻る。

　結月はぽーっとした様子で俺を見つめていた。

　……あれ、もしかして見み惚とれられてる？

　結月の視線は、かつてないほど情熱的に思えた。

　よし。ならばせっかくなので、本格的にナイトを気取ってみるとしよう。

　初うい陣じんを終えて、ＩＰ補正がかなり強力だってわかったし。

　そこらのモンスターには負ける気がしない。

　普段なら絶対に言えないことも、自信を持って口にできる。

　やさしく結月の手を取り、俺は言った。

「安心しな。結月は絶対、俺が守るから」

「──っ！」

　結月は盛大に顔を赤らめ、もじもじとうつむき、にまにまと笑い、ちらちらと俺を見つめ、やがておずおずと口を開いた。

「…………翼つばさ」

「なに？」

「……やっぱり異世界って最高ね」

　それな。







　移動中は手をつなぎ、戦闘になったら放す。

　そんなことを繰り返して、順調にダンジョンを進んでいく。

　ありていに言って、とても楽しかった。

　しかも身体的に疲れるということがないようで、ほとんど休憩せずに、一気に五層までクリアした。所要時間は四時間ほどだ（ＢＢがヘルプ機能を備えており、訊きけば時間や現在の順位など、たいていのことは教えてくれる）。

　一層の広さは、だいたい学校のグラウンドの十倍くらいだろうか。

　外からだとそこまで広そうには見えなかったが……まあ、幻覚だからなんでもありってことなのだろう。

　こんなに楽しいのだから、広すぎて攻略が面倒とクレームをつける気も毛頭ない。

　もちろんモンスターはゴブリン以外にもいろいろ出てきた。

　コボルト、オーク、アンデッド、ゴーレム、バジリスク、ミノタウルス、キメラ、ケルベロス、その他名前がわからんやつがたくさん。階層があがるごとに強力になっていったが、こちらのＩＰも高くなっていたので、苦戦することはなかった。

　その弊害として、結ゆ月づきがすこしだけ退屈そうにこぼす。

「……わたしも攻撃職にすればよかったかしら」

　神官である結月は、バフやデバフをかけたり、たまーに回復魔法をかけてもらったりしたが、基本は俺の後ろで見ているだけだった。

「攻撃系の魔法、一個もないの？」

「ひとつだけあるわよ。光系の超強力なのが」

「じゃあ、それを使って戦えば」

「でも、一発でＭＰの九割を消費するの」

「あぁ……そりゃ温存しておいたほうがいいね」

「でしょう」

　ここまでが楽勝だからって、このさきもそうとは限らないし。

　ちなみにこの場合のＭＰは『女神ポイント』ではなく、ふつうに『マジックポイント』である。特殊なスキルを使うのに必要なポイントだ。

「なら、物理で殴るのは？」

　メイスは棍こん棒ぼうの一種である。後衛職でも戦えないことはないはずだ。

「うーん、でも、バーサクヒーラーってわたしのキャラじゃなくない？」

「え？」

「は？」

「……あー、うん、そうだね。結ゆ月づきはか弱く心優しい乙女だし」

「でしょう」

　だから視線で威圧するのやめよーよ。モンスターより怖いって……。

「まあ、このまま騎士に守られているのも悪くはないしね。とりあえずもうしばらくは、お姫さま気分を楽しむことにするわ」

「了解。もしピンチになったら援護よろしくな」

「ええ。でもわたしたちのＩＰなら、どんな敵でも余裕だと思うけどね」

　そう言って、結月はにっこり微笑ほほえんだ。







　で、それからおよそ一時間後。

　六層目のフロアボスで、まんまとそのフラグを回収することになるわけだ。

　相手は、誰でも知っているほどメジャーなモンスター。

　宝石のように美しい、コバルトブルーの巨大なスライムである。

　目玉や口がついているタイプではなく、本当にただのゼリー状だ。

　……物理が効きにくそうな相手だな。

　イヤな予感をひしひしと感じつつも、俺は剣を抜いて斬きりかかった。

「──はあっ！」

　しかし案の定、斬れば斬ったぶんだけ敵が分裂するだけで、ダメージを負っているようには見えなかった。さらに厄介なことに、スライムは自ら積極的に分裂しだした。

　数が増えると、すべての敵を俺が引きつけることはできない。

　これまでまったくの無傷だった結月に、ついに敵の攻撃が届いてしまう。

　ゼリー状の一部が触手のように伸びて、結月の右足に絡みついた。

「──きゃあっ!?」

　結月はそのまま、敵が密集する中心地まで引きずりこまれてしまう。小さくなったスライムたちが一斉に飛びかかった。

「──結月！」

　結月のＨＰゲージが表示され、ほんのすこしずつ減っていく。

　といっても、ボス戦まえに強力な防御バフをかけてあるし、結月には自動回復のスキルもある。当分、ゼロになる心配はなさそうだ。なので問題は──

「やあっ……なんかっ、ひゃんっ、ぬるぬるしてっ……気持ち悪いっ！」

　ダメージを受けても、この世界で痛みを感じることはない。

　だが、痛み以外の感触はそのままだし……。

　なんと、衣装にもきちんとダメージ判定があるようだった。

　つまりどういうことかと申しますと……。

「──えっ？　やっ、ちょ、うそでしょ!?　服がっ!?」

　そう。スライムの溶液攻撃によって、結ゆ月づきは綺き麗れいに服だけを溶かされていた。

　白状すると、このとき俺はこう思った。




　──開発者、グッジョブ！




　スライムと遭遇したら、美少女キャラの服が溶かされるのはお約束中のお約束だ。

　これぞ異世界での戦闘の醍だい醐ご味みといっても過言ではない。

　やー、さすが天界クオリティ。ちゃんとこういう敵を用意してるんだもんなぁ。

　わかってらっしゃる！　バカップル・オンラインまじ最高！

　ちなみにガチの触手とかだと生々しすぎて軽く引いてしまうので、これくらいが個人的にはちょうどいいです。

「つっ──翼つばさっ、た、助けてっ！」

「くっ、結月！　いま助けるぞ！」

　しかし！

　俺の身体からだにもスライムがまとわりついてきて、俺は身動きが取れなくなった！

　しまった！

　俺の防具は特殊な金属（ミスリルとかオリハルコンとかアダマンタイトとか）が合成されたものなので溶けたりしないが、これでは結月を助けることができないぞ！

「ひゃあっ！　ちょ、やだっ！　それ以上は……っ！」

　乙女の悲痛な叫びがボス部屋に響く。

　結月の服はどんどん溶けていき、ついには下着を残すのみになった。

　そのあまりのエロさに、俺はただただ見み惚とれてしまう。

「やっ──翼、こっち見るなぁ……っ」

　俺の視線に気づき、結月が涙目になった。

　ハッとした。

　いきなりのエロイベントに興奮して我を忘れてしまったが……。

　俺は、結月の騎士である。結月を守るのが俺の使命だ。

　いくら直接的な危険がないからといって、喜んでいる場合ではない。

　俺は聖剣の魔力を放出し、まとわりついていたスライムどもを吹っ飛ばした。

　続いて結ゆ月づきに群がるスライムどもも、同じく魔力放出で排除。

　……スライムがいなくなったことで、より露出がすごいことになってしまった。

　が、じっくり鑑賞している暇はない。

　あられもない姿になった結月をお姫さまだっこして、スライムから距離をとる。

　できればこのまま、一度ボス部屋から退避したいところだが……。

　──くそっ、逃げられそうにないな。

　続々とスライムたちが追いすがってくる。

　こちらは結月を抱えている状態だ。スピードでは勝てない。

　魔力放出で殲せん滅めつできればいいが、それも無理そうだ。範囲が広すぎてＭＰが持たない。

　かくなるうえは、もったいぶってもいられないな。俺は走りながら叫んだ。

「結月！　例の攻撃魔法を使え！」

「そ、そうね！」

　結月は大きく息を吸いこみ、高らかに詠唱した。

「──世界が闇やみに染まりしとき、ひとりの聖女が立ち上がった。

　──神は言った、人々の心を照らし出せ。

　──彼女は答えた、すべての光は」












「いや、呪じゆ文もん長くない!?」

　思わずツッコんでしまった。

「うるさいわね！　そのほうがカッコイイと思ったのよ！」

　そこで、一体のスライムが俺の背中に体当たりをかましてきた。

「うぐ……っ」と息が詰まり、痛くはないが、バランスを崩してこけそうになる。

　まずい。わりとガチでピンチだ。

「た、短縮とかできないのか!?」

「できるけど！」

「だったらさっさとやれ！」

「でも、最強の光魔法なのよ!?　気持ちよく使いたいじゃない！」

「言ってる場合か！　早くしないと全裸にされるぞ！」

「──っ、わかったわよ！」

　結ゆ月づきはヤケになったように怒鳴った。

「光よ！」

　それだけでいいんかい！

　と、ツッコもうとした──刹せつ那な。

　結月の詠唱に応じて、ボス部屋全体が強烈な光に包まれた。

　スライムは跡形もなく蒸発。同時に、上に行ける階段が出現した。

　……おお、すげえ。

　俺の魔力放出とは比較にならない、凄すさまじい威力だ。さすが最強の光魔法である。

　ほっと胸をなで下ろし、抱えたままの結月に声をかけ──

「──ぐはっ！」

　ようとしたところで、思いきりアッパーをくらってぶっ倒れた。

　例によって痛みはないけど、これまでのどのモンスターの攻撃より、ＨＰを削られた。

「ちょ、なにすんだよ……」

「服が直るまでこっち見るな！」

　起き上がろうとして、また怒鳴られる。

　そんなに怒らなくてもいいじゃないか……。

　昨日は俺の目の前でビキニの紐ひもをほどいたりしてたくせに。

　羞しゆう恥ち心しんの基準がわからん……。

　いやまあ、露出度だけの問題じゃないってのはわかるんだけど。

　ともあれ、俺は紳士的に後ろを向いた。のぞく度胸がなかっただけともいう。

　ちなみに殴られるまえ、一瞬だけチラリと見えた感じでは、下着が申し訳程度に残っており、いちおう本当に大事なところは隠れていた……。

　しばしして。

「もういいわ」

　と、お許しが出たので振り返る。結ゆ月づきは元の姿に戻っていた。

「てか、どうやって直したの？」

「そりゃ魔法でよ」

「え、服も回復できるの？」

「まあね。わたしの服、魔力で編まれている設定だから」

　目を瞬またたかせる俺に、結月は得意げに言った。

　なにそれカッコイイ。俺も一部の防具はそうしておけばよかった。

　そして、そんな細かい希望まで叶かなえてくれるシステム、ほんと神だわ……。

「おかげでＭＰがゼロになっちゃったけど」

「……まあ、なんとかなるだろ」

　ちなみに、ＭＰは時間で自然回復する仕様だ。

　ただし、全快までは二時間ほどかかる。安全に攻略したかったらいくらか待ったほうがいいが、これはレースなので、そこまで悠長にしている余裕はなかった。

「ところで翼つばさ」

　上の階層に足を向けると、結月が思い出したように口を開いた。

「なに？」

「……どこまで見た？」

「…………少年誌に掲載できるくらいまで」

　直接身体からだの部位を言うのは躊躇ためらわれたので、婉えん曲きよくな言い方をさせてもらう。

　結月は怒ってるんだか照れてるんだかよくわからない真っ赤な顔で、

「……改めて言うまでもないけど、ちゃんと責任取りなさいよね？」

「はい、もちろんです」

　それは本当に、言われるまでもない。







　スライム以降の攻略は、これまで以上にさくさく進んだ。

　結月が積極的に、戦闘に参加するようになったからだ。

　ＭＰが切れたことで、開き直ったらしい。ガンガン物理で殴るようになった。

　むろん単純な攻撃力では俺のほうが上だ。しかし、戦闘のセンスそのものは結月に軍配があがりそうで、初見のモンスター相手にも的確にクリティカルを与えていた。

「……なんでそんな敵の弱点がわかるの？」

「べつにわかってるわけじゃないわ。殴りたいと思ったところを殴ってるだけよ」

「へぇ……」

　バーサクヒーラーはキャラじゃないっていうのは、なんだったんですかねぇ……。

　ただ、男として騎士として、物理戦闘で負けるわけにはいかない。

　俺と結ゆ月づきは、競い合うようにモンスターを倒していった。

　そして、ほぼノーダメージで十層のボスを倒し、十一層目に到達する。

　共通ルートの一層目であるそこはなんと──草原だった。

　空には三つの太陽があり、遠くのほうには雄大な山々が見える。

　心地よい風が頰ほおをなでた。

「……塔っていう設定はどこにいったのかしら」

　景色のあまりの変わりように、結月があきれ顔でつぶやいた。

　しごくもっともな指摘である。俺は心から同意しつつ、半笑いで返した。

「気にしたら負けってやつだろ」

　こういう雑なところもふくめて、天界クオリティである。もはや安心感すらあった。

「まあ、ダンジョンの空気にも飽きてきたところだったから、いいけどね」

　結月はそう言って、やわらかな草の上に座りこんだ。

「ここなら敵が来てもすぐにわかるし、ちょっと休憩していきましょう」

「え？　まじで？」

「なによ、なんか文句あるわけ？」

「せっかく一位を維持できてるんだし、このまま独走したほうがよくない？」

「……急せいてはコトをし損じるって言うでしょ。それにフィールドが変わると、途端に敵が強くなるものだし。だからある程度、ＭＰも回復しておいたほうがいいじゃない」

　あれ、ＭＰならすでに八割くらいは回復してるんじゃないか？

　結月自身も、べつに疲れているようには見えないし……。

　と、不思議に思ったところで──ああ、そういうことか。

　遅まきながら結月の狙ねらいを悟る。

「そうだな、りょーかい」

　俺は口元をほころばせ、結月の隣に腰をおろした。







　十分ほど雑談していると、下のフロアから何者かの声が聞こえてきた。

　俺と結月は素早く立ち上がり、入口を注視する。

　各フロアをつなぐ階段をモンスターが使うとは考えにくい。

　おそらくライバルのカップルだろう。二位のやつらに追いつかれたのだ。

　声は徐々に大きくなる。

　上品な言葉遣いに、どこか喜き悦えつがまじった男の悲鳴。

　聞き覚えがありすぎるふたりの声に、俺と結ゆ月づきは顔を見合わせて笑った。

　そして思ったとおり、現れたのはエルフたちだった。

「──あ、結月さん！」

　リエルはこちらに気づくと、満面の笑みで駆け寄ってきた。

　結月も嬉うれしそうに応じる。

「やっぱり二位はリエルたちだったのね」

「はい。わたくしも一位は結月さんたちだと思っていました」

「主にわたしのおかげだけどね」

　……すこしは男を立てるってことをしてくれてもいいんじゃない？

　って気もするが、まあ、いまさらである。これが結月クオリティだ。もはや愛いとおしい。

「こんなところでなにをしていたんですか？」

「翼つばさが疲れたってごねるから、ちょっと休憩してたのよ」

「なるほど」

「でも、まさかこんなに早く追いつかれるとは思ってなかったわ。失敗だったかしら」

　わざとらしくため息をつく結月に、俺は苦笑してツッコんだ。

「うそつけ。ほんとは最初からそのつもりだったくせに」

「……わかる？」

「バレバレだよ」

「じゃあ、このあとわたしがなにを言うかもわかる？」

「ああ。いいと思うよ」

「ふふ、ありがと。さすがはわたしの相棒ね」

　結月はにやりと笑い、まっすぐリエルのほうを向いた。

「リエル、同盟を結ばない？」

「同盟、ですか……？」

　目をぱちくりさせるリエル。

「要は、協力して攻略を進めましょうってことよ」

「──よろしいんですか？」

「ええ。このさき難易度も上がってくるでしょうし、そのほうが絶対に有利だわ」

「そうですね！　素晴らしいアイデアだと思います！」

「じゃあ、決まりね。よろしく」

「はい、こちらこそよろしくお願いします！」

　結月が右手を差し出すと、リエルは感激した様子で握手に応じた。

「うふふ、結月さんと一緒に戦えるなんて、とてもとても嬉しいです！」

「わたしもよ、リエル。ちなみにリーダーはわたしね？」

「もちろんです」

　それからお互いの職業やスキルなどについて、楽しそうに話しはじめる。

　……ちゃっかり主導権を握る、結ゆ月づきの図ずう々ずうしさは置いといて。

　ふたりとも、めちゃくちゃいい笑顔だった。

　あまりに仲良さそうに見えて、ちょっと妬やけてしまうくらいだ。

　結月にとってリエルは、それだけ特別な存在なのだろう。

　そしておそらく、リエルにとっての結月も。

　まだ出会ったばかりだが、ふたりは固い友情で結ばれていた。

　それは、愛情で結ばれた俺とは違う関係──純粋な仲間である。

　心から思う。

　よかったな、結月。

　──信頼できる仲間と一緒に、冒険をする。

　仮かり初そめの世界とはいえ、結月がずっと夢見てきたことを、ついに実現できるのだ。

　こんなに嬉うれしいことはない。

　感動を嚙かみしめていると、カルルが俺のほうに歩み寄ってきた。

「恩に着る」

「なにが？」

「……待っていてくれたのだろう？」

「べつに俺は、結月の言うことを聞いただけだよ」

「そうか」

「ああ。それより、ちゃんと戦力になってくれよ？」

「ふっ、誰にものを言っている？　ツバサの十倍は働いてやろう」

「そりゃ助かる」

　まあ、そんなわけで。めでたく四人パーティーを結成した。







　フィールドが変わると、途端に敵が強くなる。

　という結月が言ったＲＰＧのお約束は、このバカップル・オンラインでも適用された。

　これまでザコなら通常攻撃でも一撃で倒せたのが、二撃は必要になった。

　また、屋外になったことでよりフロアが広くなり、敵の数も多くなった。

　まあ、それでもヌルゲーはヌルゲーである。

　チートじみたＩＰ補正がある限り、ふたりのままでも負けることはなかっただろう。

　だがその場合、一回の戦闘時間は倍以上になっていたはずだ。

　この差はでかい。これでますます、ほかのライバルたちを引き離すことができる。

　つまり結果的に、結ゆ月づきの提案は大正解だったというわけだ。







　カルルの職業は狩人かりゆうどで、主な武器は弓矢とナイフ。

　リエルの職業は魔法使いで、結月とは逆に攻撃に特化した魔法を使う。

　ふたりとも実にエルフらしい職業だ。

　衣装も最初に会ったときの民族衣装っぽいやつだった。

　すなわち、戦い方を心得ている。戦力としては申し分なかった。

　特にカルルはすごかった。誰よりも早く敵の接近に気づき、トラップを見抜き、遠距離では弓、近距離ではナイフと、まさしく八はち面めん六ろつ臂ぴの活躍だった。俺の十倍はさすがに盛りすぎにしても、三倍くらいは本当に働いてくれていた。

　おかげで結月からの扱いが、地味に冷たくなってしまった……。

「やっぱエルフって頼りになるわよねー」

「……それもあるけど、狩人が有能なんだよ。ザコ向きっていうか」

　言い訳がましいが、これは本当。俺のほうがカルルより攻撃力は高いけど、ザコ相手ではオーバーキルになりがちで、ほとんどそれが活いかせないのだ。

「市いち宮みやさん、落ちこむことないですよ」

　リエルが優しくフォローしてくれた。

「市宮さんがいてくれるから、カルルも自由に動けるのです。ふたりのときは慎重になりすぎて、なかなか思うように進めなかったですから」

「……ありがとう。そう言ってくれて嬉うれしいよ」

　だが、すぐにまた落とされる。

「なに鵜う吞のみにしてるの？　お世辞に決まってるじゃない」

「ふん、いるだけで褒ほめてもらえるなんて、騎士とはいい職業だな」

　リエルの対応に嫉しつ妬としたのか、結月とカルルから辛しん辣らつな言葉を投げかけられた。

　しかも正論なので、なにも言い返せない……。

「そのぶんボス戦ではがんばるから……」

「はいはい、期待してるわ」

　……だが、結月のバフで強化されたカルルがザコを始末し、リエルの魔法でフロアボスを瞬殺という必勝パターンができあがり、俺が活躍する場面はあまりなかった……。







　まあでも、そうは言っても、やっぱり仲間がいるってのはいいものだ。

　戦略上の問題だけでなく、単純に楽しい。

　連携が決まったときは痛快だし、背中を預け合う信頼感は心地よい。

　結ゆ月づきも本当に楽しそうに笑っていて、それだけで俺は満足だった。

　ＩＰのせいでゲームバランスはヌルいし、設定はいろいろ雑だけど……。

　このバカップル・オンライン、神ゲーと言わざるを得ない。

　いやこの場合、女神ゲーというべきか。

　なんにしても最高だ。ほんと、天界のスタッフさんには感謝である。







　そして。

　小休憩を挟みつつも、破竹の勢いで攻略を進め──十四層のボスを撃破した。

　かかった時間は、最初から数えると、およそ十三時間。

　つまり半日以上ぶっ続けでゲームしている、というわけだ。

　身体からだのほうは大丈夫なのかと不安になるな……。

　まあ、そこは天界の技術でなんとかしてくれてると信じよう。

　ともあれ、次はいよいよ十五層目──最終層だ。

　俺、結月、リエル、カルルの順で、上に続く階段をのぼる。

　あきらかにこれまでより長い。一段あがるごとに緊張がすこしずつ増していった。

　確実に百段以上はあった階段をあがりきると、微妙に開けたスペースにたどり着く。

　広さは教室ほど。まず目に入ったのは、五メートル以上ありそうな紅ぐ蓮れんの扉だ。

　赤い扉は、このさきにフロアボスがいることを示している（これまでがそうだった）。

　ごくりと喉のどを鳴らし、口を開いた。

「最後はザコとかなしで、いきなりボスなのか……」

「そうみたいね」

　結月がやや残念そうに言う。

「演出としては悪くないけど、もうちょっと楽しみたかったわ」

「演出じゃなくて、単に実装が間に合わなかったんじゃないか？」

「……それはそれでがっかりだから、演出ってことにしておきましょう」

「あ、うん……無粋なこと言ってごめん」

　反省していると、リエルが右手側を向いた。

「あそこにあるのはなんでしょう？」

　壁際には大きな棚があり、そこにはたくさんの小瓶が並んでいた。

　いきなり爆発する、なんてことはないだろう。とりあえず近寄ってみる。

　結月がひとつ手に取り、「もしかして、ポーションじゃない？」と言った。

「あー、そうかも。それっぽい」

　十四層のボスから実質的には二連戦だし、全力でラスボスと戦うために回復アイテムを用意してくれた、と考えればわりと自然である。

「翼つばさ。ちょっと飲んでみなさいよ」

「えぇ……」

「リーダー命令よ」

「……万一、毒だったらどうするのさ？」

「そのときはすぐに回復魔法をかけてあげる」

「…………」

「いいから飲みなさい。わたしの愛がこもったポーションが飲めないって言うの？」

「はいはい、わかりましたよ」

　結ゆ月づきに無理やり押しつけられ、俺はしぶしぶ従う。

　液体の色は黄色っぽくて、ふたを開けるとさわやかな柑かん橘きつ類るいの香りがした。

　あ、なんか大丈夫そう……？

　意を決してすこしだけなめてみる。甘酸っぱくて、ふつうにおいしかった。

「なんだろう……レモネードっぽいな」

　残りも一気に煽あおる。と、ＨＰとＭＰが全回復した。

　ポーションと呼んでいいかはわからないが、やはり回復アイテムだったようだ。

「なんだ、つまんないの」と結月。

「面白みに欠けますね」とリエル。

「こういうときでさえ活躍できないとは、不ふ憫びんなやつだな」とカルル。

「……おまえら、なにを期待してたんだよ」

「でも、ＭＰが回復できるのはラッキーね」

　俺のジト目を華麗にスルーして、三人もそれぞれ一本飲んだ。

　どれも中身は同じだったようで、パーティーは万全の状態になった。

　てゆーか、これを持ち出せばどんなボスでも楽勝じゃね？

　と思ったのだが、残念ながらそれは無理だった。

　棚から一定以上離すと、割れてしまう仕様らしい。

　まあ、さすがにそこまで甘くはないか。

「ほかにボス戦まえに、やっておきたいことはある？」

「特にないな」「大丈夫です」「同じく」

「じゃあ、バフをかけるわね」

　攻撃力アップ、防御力アップ、魔法耐性アップ、状態異常無効、などなど。

　結月にたんまりバフをかけてもらい、準備完了。

「よし、行くか」

　先頭である俺がゆっくりと扉を押し開き、なかに入った。

　そこは障害物がほとんどない、砂漠のステージだった。

　あたり一面、ひたすら砂。ぎらぎらした太陽。乾いた風。

　暑さは感じない。痛み以外にも不快な感覚はカットされているのかもしれない。

　それはありがたいのだが、肝心のボスが見当たらなかった。

　これまではボス部屋に入れば、すぐ目の前に現れたのに……。

「……どこかに隠れてるのか？」

「いや、あそこにいるやつじゃないか？」

　カルルが指さしたほうに視線を向ける。

　百メートルほどさきに、人影らしきものが見えた。

「なんだあれ……？」

　やたら遠いし、ボスにしてはちっこいし、なにより陽炎かげろうのせいでよくわからない。

「黒いローブを羽織った骸がい骨こつだな」

　さすが狩人かりゆうど、目がいい。

「身長は一メートル半くらいで、杖つえみたいなものを手にしている」

　ふむ。いわゆる『リッチ』みたいな存在だろうか。

「とりあえず近づいてみましょう」

「了解」

　結ゆ月づきの指示に従い、そちらに足を向ける。

　数歩進んだところで、ボスが杖をかかげた。

　──攻撃モーションか？　と身構えた瞬間。

　空中に魔法陣がいくつも展開され、そこから十体のモンスターが出現した。

「──召喚魔法!?」

「しかもあれ、これまでに倒してきたフロアボスたちじゃない!?」

　うげ、まじだ！　ラスボスだけあって、えげつないスキルを使ってくるな！

「リエルさま！」

「はい、魔法で焼き払います！」

　もとの世界で場数を踏んでいるおかげか、エルフたちは即座に反応した。

　一斉に迫ってくるモンスターたちに、リエルが最上位の炎系魔法を放つ。

　ＭＰ消費は激しいが、そのぶん威力は抜群だ。

　巨大な火柱が敵の中心に炸さく裂れつし、一気に半分ほど消滅させた。

　しかし喜ぶ間もなく、ボスがまた魔法陣を展開。新たに十体が召喚された。

　おいおい……っ！　これを連発って！　ヌルゲーじゃなかったのかよ！

「もう一発いきます！」

　リエルが同じ魔法を使い、すぐさま数を減らしてくれる。

　が、ボスはさらに魔法陣を展開。三み度たびモンスターが召喚された。

「っ──これではＭＰが持ちません！」

　悔しげに叫ぶリエル。たしかにこのままじゃ埒らちがあかない。

　どうする。取り巻きを倒そうとするのが間違いか。決断。

「俺が食い止める！　ボスを直接狙ねらえ！　カルル、援護を頼む！」

「承知した！」

　タゲ取りのスキルを発動させ、モンスターの群れに突っこんでいく。

　巨人やら狼おおかみやら大蛇やらが飛びかかるように攻撃してきた。

　一対一なら確実に勝てるだろうが、さすがに多勢に無勢。時間稼ぎに専念する。

「わたしにまかせて！」

　結ゆ月づきが高らかに唱えた。

「──光よ！」

　強烈な光がボスに向かって降り注ぐ。

　アンデッド系のモンスターは、たいがい光属性が弱点である。

　これにはひとたまりもないだろう──と思ったのだが。

「おい、ぜんぜん効いてないぞ!?」

「はあ!?　なんでよ！」

「バリアみたいのが見えます！」

　リエルの言うとおり、うっすら壁のようなものが見えた。

　どうやらあれに、魔法を無効化されたらしい。

　つまり、物理で殴るしかないってことか！

　これだけでもやばいのに、ボスは容赦なくモンスターを追加召喚してきた。

　おかげでまわりは敵だらけ。八方から攻撃され、ＨＰがガリガリ削られていく。

　いくらなんでも、これはまずい……！

「──て、撤退するわよ！」

　結月が悲鳴にも似た指示を出し、俺たちは一目散にボス部屋から逃げ出した。







　結ゆ月づきとリエルを守るため、撤退中もモンスターの攻撃を受け続けた。

　おかげでボス部屋から出た時点で、俺とカルルのＨＰは残り二割を切っていた。

　結月とリエルはＨＰこそ余裕だったが、ＭＰはほぼゼロ。

　命からがらとはこのことである。

　一瞬でも判断が遅れていたら、全滅させられていただろう。

　ともあれまずは、ポーションで回復。

　飲み終えたあとは車座になり、俺と結月は愚痴とため息を吐き出した。

「なんなんだよあれ、強すぎるだろ……」

「そうね。ラスボスだからってのを差し引いても、異常よね……」

　対して、リエルは前向きなことを言う。

「でも、魔法が強力なだけで、ボス自体はたいしたことなさそうですよね？」

「オレもそう思います。ただ、近づかないと攻撃できないのは厳しいですね……」

　カルルの言葉を受けて、結月が仕切る。

「つまり問題は、どうやってボスに近づくかってことね。翼つばさはどうしたらいいと思う？」

「……なんで俺に訊きくの？」

「ピンチのときに逆転の策を考えるの、得意でしょ？」

「いや、そんな軍師みたいなスキルはないよ」

「なに言ってるの。文化祭のときとか、かっこよく成功に導いてくれたじゃない」

　褒ほめてくれるのは嬉うれしいけど……。

　あれはたまたま女神さまの言葉を覚えていたからで、ぶっちゃけ運がよかっただけだ。

「ほう、ツバサにそんな特技が」

「さすが結月さんのパートナーですね」

　とはいえ、期待にはできるだけ応こたえたい。

　これまでふれてきた異世界作品を反はん芻すうし、最善の策を考える。

　が、妙案などそうそう浮かぶはずもなく、必死に頭を悩ませていると──

『あー、突然すまない。ちょっと妾わらわの話を聞いてくれ』

　どこからともなく、女神さまの声が聞こえてきた。

「……女神さま？」

『うむ、妾じゃ。緊急回線で汝なんじの脳内に直接語りかけている』

　結月が訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。

「どうしたの翼？」

「いや、女神さまから連絡があって」

「え、ほんと？」

「ああ。なんか急用っぽい。悪いけど、ちょっと待ってて」

「りょーかい」と結ゆ月づきは素直に口をつぐんだ。

　俺は女神さまの声に意識を傾ける。

「えーと、すいません。用件はなんですか？」

『汝なんじらが完敗したボスについてじゃ。たったいま解析の結果が出たのじゃが……』

　女神さまはあっさりと言った。

『すまん、あれはバグじゃ』

「……えぇ……」

　異常な強さではなく、本当にただの異常だったのかよ。

　まあ、これまでのゲームバランスを考えると、さもありなんって感じである……。

『開発チームによると、いわゆるボスラッシュというやつを再現したかったらしいのじゃが、スキルのクールタイムとＭＰを設定し忘れたらしくてな』

「それであのチートな召喚魔法ですか……」

『そういうことじゃ』

　うっかりミスにもほどがあるだろ……。

　とはいえ、十分に楽しませてもらってるし、あまり文句は言いたくない。

　改善してくれればべつにいいかと思い、訊たずねる。

「で、そのバグはどれくらいで直るんですか？」

『いや、直らん』

「え……メンテとかしないんですか？」

『しない。というか、したくてもできないのじゃ』

「なぜです？」

『ボスを担当していたプログラマーが逃げた』

　なんじゃそら。ひどいとしか言いようがない。どこがホワイト企業だよ……。

「ほかのスタッフでは対応できないんですか？」

『無理じゃ。ソースが複雑すぎて、その担当者しかわからんそうだ』

「でも、解析はできたんですよね？」

『そこはぶっちゃけ、仕様書を確認しただけじゃ』

　ずいぶんアナログな解析ですね……。

『そんなわけで、バグではなく仕様で押し通すことになった』

　強引すぎる……。

　いやまあ、直せない以上、しょうがないのかもしれないけどさ……。

「でも、それで誰もクリアできなかったら、選手権はどうなるんですか？」

『どうもならん。単に優勝者が出ないだけじゃ』

「じゃあ賞品のＳＰサンキユーポイントは？」

『誰にも授与されない』

「……賞品を出さないようにするため、わざとバグを仕組んだとかないですよね？」

『……そう疑いたくなる気持ちもわかるが、さすがにそれはない』

「だったらいっそ、べつの方法で優勝者を決めるのはどうでしょう？」

『残念ながら、それではどっちみち授与できぬ。ゲームクリア時のＩＰがそのまま賞品のＳＰに変換される、という仕様じゃからな……』

「……いちおう訊きいておきますけど、その仕様を変更することは？」

『無理じゃ』

　ですよねー。

『これも逃げたやつが担当じゃったらしい』

　ひとりに仕事押しつけすぎでしょ。そりゃ逃げたくもなるわ。

「じゃあ、ここまでのがんばりはすべて無駄だったってことですか……」

『いや、バグは全面的にこちらの不手際じゃし、それではあんまりじゃと妾わらわも思ってな。上司に掛け合って、ＳＰとはべつの特典を確保してきた』

「へえ、どんなのですか？」

　どうせたいしたものじゃないんだろうと、あまり期待せずに訊たずねる。

『異世界に転移させてやろう』

「──え、まじですか？」

『まじじゃ。ちょうどキャンセルされた異世界転移の枠があってな。汝なんじらパーティーのやりとりが好評なこともあって、四人セットなら行かせてもいいってことになった』

　どことなくパックツアーみたいな言い方なのは気になるが……。

　予想外にまとも、というかふつうに魅力的な提案だった。

「ちなみにどんな世界ですか？」

『魔物とかいない平和な世界じゃよ。いわゆるスローライフ系じゃな』

　ますます悪くない。

　血なまぐさいのはつらいと思っていたので、個人的にはぜんぜんありだ。

「チートはつきます？」

『生産系のちょっとしたスキルならつけられるが、チートってほどのは難しいな』

　……まあ、言っても救済措置だし、そこまでは望めないか。

　でも、これといった危険もなさそうだし、それくらいは妥協してもいい気がした。

「じゃあダメ元でボスに挑んで、負けたらそうしてもらうって感じですかね」

『いや、それは認められない』

「え、なんでですか？」

『ゲーム内で死ぬと、現実に戻るときそれなりにＭＰ（女神ポイント）を使うんじゃ』

「……それはまた、なぜ？」

『万が一にも精神が傷つかないようにするためのケアじゃな。ぶっちゃけそれがないと、二度と目覚めない恐れもある』

「そんなぎりぎりのゲームだったんですか……」

『まあな。でも心配はいらんぞ。汝なんじらの身の安全だけは、天界の威信をかけて守る』

「ならいいですけど」

『その代わり、予算を使ってしまうぶん、転移はできなくなるというわけじゃ』

「なるほど……」

　これについて文句を言うのは、さすがに筋違いだな。

「じゃあ、転移したい場合はここで棄権するしかないってことですか？」

『そういうことじゃ。じゃから莫ばく大だいなＳＰサンキユーポイント目当てでこのままゲームを続けるのも、なしではない。おかしいのはクールタイムとＭＰだけで、絶対に倒せないわけじゃないからの。汝らのＩＰでクリアできれば、理想の異世界でのチートはもちろん、どんな願いでも叶かなえることができるじゃろう』

　つまり、手堅く行くか、大きく賭かけるかってことか。

『妾わらわとしては棄権をおすすめするがな。ノルマ的にも助かるし』

　……いや、ノルマについては申し訳ないけど、無視させていただく。

「すいません。俺ひとりじゃ決められないので、みんなと相談してみます」

『うむ。決まったら、妾を呼んでくれ』

「はい、了解です」

　ありがとうございました、とお礼を言って、女神さまとの通信（？）を終える。

　大きく息をつき、三人のほうを向いた。

「ごめん、お待たせ」

「……バグとか不穏な単語が聞こえたけど、朗報なの？　それとも悲報なの？」

　結ゆ月づきが胡う散さん臭くさそうな目で、じっとこちらを見つめる。

「えーと、どっちだろうな」

　俺は苦笑いして、みんなに事情を話した。







「──わたくしたちの目的は、駆け落ちすることです」

　俺の説明を聞き終え、最初に意見を述べたのはリエルだった。

「逆に言うと駆け落ちさえできれば、場所にさしてこだわりはありません。もちろんあまりに危険なところでは困りますが、お話を聞く限り穏やかな暮らしができそうですし、結ゆ月づきさんと一緒というのも個人的にとても嬉うれしいです。ですからここでは無理をせず、棄権したいと思います」

　そして俺たちに向かって、真剣な面持ちで告げる。

「結月さん、市いち宮みやさん。わたくしたちと一緒に、異世界に来てくれませんか？」

「……そうね」

　結月はふっと、やわらかく微笑ほほえんだ。

「クリアできないのは悔しいけど、変な意地を張ってもしょうがないし、それが賢い選択よね。わたしは賛成よ」

「ありがとうございます！　よろしくお願いします！」

「ええ、こちらこそよろしく」

　ふたりは顔をほころばせ、どんな家に住みたいか？　といったことをさっそく楽しげに語りはじめる。その様子に、俺も口元をゆるめた。

　正直、思うところがないではないが……。

　俺の優先順位のトップは、常に鮎あゆ森もり結月である。

　それが結月の望みなら、異を唱えるつもりはなかった。

　──が、しかし。

「いえ、申し訳ありません。リエルさま、結月さま」

　カルルが重たい口調で、盛り上がった雰囲気に水を差した。

「お言葉ですが、その選択はありえません。ゲームを続けましょう」

　…………え？

　あのリエル至上主義のカルルが、リエルの意見に逆らった、のか……？

　まったく想定してなかった展開に、俺は言葉を失ってしまった。

「なぜですか」

　張り詰めた空気のなか、リエルが冷たい声音で問い詰める。

「異世界には行くべきではないと思うからです」

「……わたくしと一緒になるのが嫌だと言うのですか？」

「そんなわけがないでしょう。オレはリエルさまを愛しております」

「それならなぜ、異世界に行くことを拒むのですか」

「オレがこの選手権に出たのは、駆け落ちが目的ではないからです」

「……では、なんなのですか？」

　困惑したように眉まゆをひそめ、リエルが問う。

　カルルは胸を張って答えた。

「リエルさまを幸せにすることです」

「……あなたはどこまでバカなんですか？　そのために駆け落ちするのでしょう」

「それでは幸せになれません」

「なにを根拠に言っているのですか？」

　リエルの声音にはっきりと苛いら立だちがまじる。

　それでもカルルは臆おくせず言い返した。やわらかな口調で、優しくいさめるように。

「リエルさまが故郷であるフィアルルク、そして一族のみんなを愛しているからです」

「……っ」

　痛いところを突かれたとばかりに、リエルが言葉に詰まる。

「ですから、フィアルルクを離れることには反対なのです」

「……た、たしかにあなたの言うとおり、わたくしはフィアルルクが好きです」

　リエルはすくなからず動揺した様子で、カルルの言い分を認めた。

　しかしすぐに冷静さを取り戻し、毅き然ぜんとした態度で続ける。

「ですが、一族のみんなを愛しているというのは間違いです。一族のなかに、わたくしたちの関係を応援してくれるかたはひとりもおりません。カルルを逆賊扱いするものまでいる始末です。もはやわたくしにとって敵も同然です」

「それは噓うそです。あなたはいまでも、一族のみんなに認めてもらいたいと思っています」

「……ずいぶんと、わかったような口をきいてくれますね」

　リエルはくちびるを嚙かみ、カルルをにらむ。

「わかりますからね。何年あなたのそばにいると思っているんですか」

　と、カルルは苦笑した。そしてまた生真面目な顔つきに戻り。

「ですからオレはこのゲームをクリアして、一族のみんなに認めてもらいます」

　決意に満ちた瞳ひとみでまっすぐリエルを見据えて。

「オレか故郷か、どちらかしか取れないような選択はさせません」

　カルルは堂々と宣言する。




「オレと故郷。あなたに両方、差し上げます」




　あぁ……ちくしょう。

　悔しいけど、胸が熱くなった。

　このドＭの変態を、心からカッコイイと思ってしまった。

　まったく、交際歴五十年は伊だ達てじゃないな。とても大事なことを教わった気がした。

「……それで、もし負けたらどうするんですか？」

　リエルはうつむき、ふるえた声で訊たずねた。

「べつの方法を考えます。駆け落ち以外で」

「そんな方法はありません。あの里にいる限り、あなたと添い遂げることはできません」

「いえ、真しん摯しに訴え続けていれば、きっといつかはわかってくれます」

「いつか……とは、いったいいつのことですか？」

「……すいません。それはちょっとわかりません」

「わたくしはもう待ちたくありません」

「……ですが、ここで異世界に駆け落ちするよりはいいはずです」

「やっぱり、あなたはわかっていません」

　恐縮するカルルに、リエルは顔をあげて告げる。




「あなたが思っている以上に、わたくしはあなたのことが好きなのです」




　その美しい瞳ひとみには、いまにもこぼれそうなほど涙がたまっていた。

「すくなくとも、故郷や一族のみんなと別れを告げてもいいくらいには」

「っ……」

　今度は、カルルが返答に窮する番だった。

「これも噓うそだと思いますか？」

「……いえ」

　カルルは首を横に振る。しかし、引き下がるつもりもないようだ。

「ですが、故郷を捨てたくないのもまた事実なはずです」

「……堂々巡りですね」

　リエルは嘆息して、俺と結ゆ月づきに頭を下げた。

「みっともないところを見せてしまい、大変申し訳ありません。頭を冷やしたいので、すこし席を外させてください」

「外すって、どこに行くの？」結月が応じる。

「階段をちょっと下りるだけです。そこならモンスターも出ないでしょう」

「そうね……」

「……すいません。話し合いはまたそのあとにお願いします」

　リエルは立ち上がると、そそくさと階段を下りていった。

「……殴られないほうが痛いこともあるんだな」

　そう自じ嘲ちようするようにつぶやいて、カルルはこちらを向く。

「そういうわけで結月さま、ツバサ。オレはゲームの続行を希望します」

　言い換えるとそれは、自分たちを優勝させるために協力してくれ、ということだ。

　異世界転移とＳＰサンキユーポイント、両方をあきらめなくてはいけない。俺たちにメリットは皆無である。

「……勝手なことを言っているのは重々承知しています。ですが、どうかオレに力を貸してください。オレにできることならなんでもします。なにとぞお願いします」

　そう言って、お得意の土下座をかましてくれた。

　だがそれは、決して軽いものではない。

　まるで心に直接訴えかけられたような、強い意志と誇りを感じた。

　しかしだからといって、即座に引き受けられるようなことでもない。

「……結ゆ月づきとふたりきりで話をさせてほしい」と俺は言った。

「……わかった。オレもリエルさまと話し合ってくる」

　カルルは素直にうなずき、階段を下りていった。

　俺と結月はその背中を無言で見送る。

「……翼つばさは、どう思う？」

　カルルの姿が見えなくなり、足音も聞こえなくなったところで、結月が口を開いた。

「どうって？」

「リエルとカルル、どっちの意見に賛成？」

「俺は……」

　考える。真剣に、考える。

　ただ言いなりになるだけじゃダメだと、あいつは示してくれた。

　きちんと自分の頭で考えるのだ。

「俺は……カルルに賛成かな」

「どうして？」

「好きな人には、誰よりも幸せになってほしいから」

「そう。わたしはリエルに賛成だわ」

「……なんで？」

「ほかのなにを引き替えにしても、好きな人と結ばれたいからよ」

「もちろんそれは大前提だよ。そのうえで百点の幸せを目指すか、九十点の幸せで妥協するかだったら、前者を選ぶべきだと、俺は思う」

「そりゃ、どちらか好きなほうを選べるなら、当然そうするわよ」

　結月はむっとして告げる。

「でも、１％の確率で百点の幸せを目指すか、１００％の確率で九十点の幸せを手にするかだったら、後者を選ぶのがふつうじゃない？」

「まあ、そうだな」

　まったくそのとおりだと思う。実際俺も、それでいいかなと思ってしまった。

「でも、結月はそんなつまんない女じゃないだろう？」

「……どういう意味よ」

「結ゆ月づきが異世界に行きたかったのは、仲間と一緒に冒険するためじゃないのか？」

「──っ」

　はっとしたように息を詰め、結月は俺の視線から逃げるようにうつむいた。

「なあ、どうなんだ？」

「……それは、たしかに、そうだけど……」

　下を向いたまま、消え入るような声で肯定する。

「だったら、いまがまさにそのときだろ」

　なにしろ仲間の幸せのために、強大な敵と戦うことができるんだからな。

　こんなおいしいシチュエーション、異世界でもそうそうない。

「それとも結月が求める仲間との冒険ってのは、安全が保障されたスローライフのことだったのか？　それならそれでいいよ。結月が本気で望むなら、俺も付き合う。気ままな毎日を過ごそうぜ。結月と一緒ならそれだけでも十分、俺は幸せになれる」

　だけど、俺だけ幸せになっても意味がない。

　だから俺は問う。

「でも、結月はそうじゃないだろう？　好きなほうを選べるなら、百点の幸せがほしいんだろ？　だったらそれを目指そうぜ。あいつらに〝最高の幸せ〟をプレゼントして、俺たちも〝最高の幸せ〟つかみ取ろうぜ。それでこそ〝異世界転移同盟〟じゃないのか？」

　あえて厳しい口調で。

　俺は、問う。

「お義と父うさんの件もある。本当は結月だって、俺たちの関係を認めてもらいたいと思ってるんだろ？　無視して駆け落ちなんてしたくないんだろ？　それなのにこのまま異世界に転移して、結月は〝最高の幸せ〟を手にすることができるのか？」

「…………」

　結月は答えない。俺は気にせず続ける。

「できるんならそれでいい。でも、できないんなら言え。俺がなんとかしてやる」




「俺にとって人生でもっとも大事なことは、結月を幸せにすること、だからな」




　結月は上目遣いでこちらを見つめて、ゆっくりと口を開く。

「……わたしにとっての〝最高の幸せ〟が、翼つばさにとっての〝最高の幸せ〟ってわけ？」

「そうだ」

　力強く断言すると、くすりと笑みが返ってきた。

「ほんと、どれだけわたしのことが好きなのよ」

「世界で一番、大好きだよ」

「わたしも……愛してる」

　頰ほおを真っ赤に染めて、結ゆ月づきははにかみながらそう言った。最高にかわいい。

　けど、まだまだこの程度じゃ物足りない。

　素直な結月もいいけれど、もっと魅力的な結月を見せてくれ。

「翼つばさ」

「なんだ？」

　不敵な笑みを浮かべて、結月は告げる。

「わたしの幸せのために、なんとかしなさい」

　そうだ。鮎あゆ森もり結月はそうでなくっちゃ。

　それでこそ、俺を落とした女だ。

「まかせろ」

　俺もにやりと笑って答えた。

「ピンチのときに逆転の策を考えるのは、得意だからな」







「それじゃあ、その策とやらを聞かせてもらいましょうか。ここまで啖たん呵かを切ったんだから、さぞかし素晴らしい奇想天外にして前代未聞な策なのよね？」

「……いや、そんなたいしたものじゃないよ。めっちゃシンプルだ」

　責め立てるような結月の言い草に、俺は苦笑まじりに返した。

「とりあえず言ってみなさい」

「先手必勝で、ワンチャンスにすべてを賭かけよう」

「……どういうこと？」

「アタッカー役をひとり決めて、そいつがボスまでたどり着けるよう、ほかの仲間が全力でサポートするんだよ」

「……それだけ？」

「ああ」

　持久戦になった時点で詰みっぽいから、それ以外の選択肢はないのだ。

　そして、すこしでもつまずいたら即座に撤退。体勢を立て直して再戦する。

　幸い、ポーションのストックはたくさんある。

　だから無理に勝とうとするのではなく、負けないことを第一に考えるのだ。

　それでも何度か挑戦していれば、きっといつかは成功するだろう。

「あとは、戦闘前に最善の準備をすることかな」

「準備？　バフとかそういうこと？」

「いや、もっと根本的なこと。ＲＰＧで敵が強い場合、結ゆ月づきならどうする？」

「攻略サイトを見る」

「……もっと正攻法で頼む」

「となると……レベル上げかしら」

「そういうこと」

　敵が強いなら、こちらも強くなればいい。実に単純な話である。

　三位のカップルはまだ当分追いついてきそうにないし、たとえ追いつかれたとしても、そいつらだってボスには勝てないだろう。だから焦る必要はないのだ。

　そしてこのゲームにおいてもっとも重要なパラメーターは、ＩＰである。

「つまり、ボスと戦うまえにできる限りイチャイチャしておくってことね」

「ああ。それならかなり事故率を減らせるだろ」

「でも、なんか地味ね」

「せめて地道って言え」

「まあ、ほかに手もなさそうだし、それでいきましょう」

　カルルとリエルを呼び戻し、ふたりにもその作戦を伝えた。俺ではなく、結月が……。

「わたしが立てた作戦を聞いてくれる？」

　と、どや顔でプレゼンしやがった。

　堂々と人の手柄を横取りするリーダーとは……さすがです結月さん。

「──ありがとうございます。もちろんオレは賛成です」

「……たしかにあきらめるのは、もっとあがいてからでも遅くないですね」

　カルルは二つ返事で承知し、リエルも笑顔でうなずいてくれた。

「そういえば、ポジションはどうする？」と結月。

「アタッカー役は俺かな。直接攻撃なら俺が一番強いし。そんで結月とリエルが後方から支援、カルルは俺と一緒に前に出ながら援護を頼みたい」

「妥当な采さい配はいね。ふたりもそれでいい？」

「はい。最後くらい、ツバサにおいしいところをくれてやりましょう」

「問題ありません」

　と、めでたく話がまとまったところで、リエルが申し訳なさそうな顔をする。

「……でも、わたくしなんかのために、本当にいいんですか？」

「リエルは『なんか』じゃないわ。わたしの大切な仲間だもの」

　親愛がこもった結月の言葉に、リエルは涙ぐんだ。

「……結月さんと出会えて、本当によかったです。なんとお礼を言ったらいいか」

「気にしないで。わたしもやりたくてやってるだけだから」

「そう言わずに、なにか要求してください。微力ながら、わたくしにできることならなんでもしますので」

「じゃあせっかくだし、男を屈服させる方法を教えてくれる？」

「はい、喜んで。それなら得意です」

　……いや、あの、リエルさん？　うちの連れに変なこと教えないでいただけますか。

　よほど止めようかと思ったが、盛り上がる女子のあいだに割って入るのも気が引けた。

　物騒な会話を聞かなかったことにすれば、とても微笑ほほえましい光景だし。

　カルルもふっと相そう好ごうを崩した。

「やはり、笑顔のリエルさまは世界一美しいな。ツバサもそう思うだろう？」

「いや、思わないね。せいぜい世界で二番目だろ」

「そうか。では、同率一位ならどうだろう？」

「それなら、認めてやらんでもない」

「……ありがとう。心から礼を言う」

　カルルが深々と頭を下げた。こいつ、この件で何回頭を下げるんだろう。

　俺は苦笑して返した。

「こっちの台詞せりふだよ」







　そんなこんなで、さっそく準備に取りかかる。

　まずはＩＰをためるためのイチャコラだ。

　では、具体的にどうイチャつくのが効果的か？

　おそらくそれは、カップルによって違ってくるだろう。

　なのでいったん、エルフたちとは別行動を取ることにした。

「では、わたくしたちは階段のほうで、あれこれしてきますね」

「……あの、リエルさま、お手柔らかにお願いします」

「それはあなたしだいです。ふふ、階段をどう使うかがポイントですね」

　階段って上り下りする以外の使い道があるのか……。

　ボスと戦うまえにカルルのＨＰが尽きないか心配である。

　まあ、ポーションがあるから大丈夫か（他ひ人と事ごと）。

「わたしたちはどうする？」

　ふたりが見えなくなると、結ゆ月づきが上目遣いで言った。

「結月がしたいことでいいよ」

「なんでも？」

「いや、内容による」

「じゃあ、腕うで枕まくらして」

「……まあ、それくらいでよければ」

　小さくため息をつき、その場で横になる。固い床だけど、痛みはないので問題ない。

「……お邪魔します」

　右腕を広げると、結ゆ月づきがおずおずと頭を載せてきた。

　金髪の感触がくすぐったく、そして思った以上に気恥ずかしい。

　結月の吐息を耳元で感じて、俺はすっかりダメになった。

　そんな俺が愉快なのか、結月が楽しげに笑う。

「あはは。翼つばさ、緊張しすぎ」

　うるさい。こんなもん緊張しないほうがどうかしてるわ。

　結月がどんな顔をしているか気になる。

　が、とてもじゃないけど確認する余裕はなかった。

「で、このあとはどうするんだ？」

「翼がしたいこと、なんでもしていいわよ」

「……じゃあ、このまま異世界トークをしよう」

「へたれ」

　返す言葉はなかった。ほんとおっしゃるとおりです……。

「えっち宮みやのくせに意気地なしって、やれやれとしか言いようがないわね」












　と、悪態を吐つきつつも、結ゆ月づきは俺のリクエストに応こたえてくれた。

　腕うで枕まくらをしたまま、いつものような他た愛あいもない話に花を咲かせる。

　あっという間に一時間ほどが経過して──ＩＰがカンストしたと通知が来た。







　同じくＩＰをカンストさせたカルルたちと合流し、最後の打ち合わせをした。

　特に変更はない。結月とリエルは後方からの支援に徹し、カルルが先頭を切って直接俺のサポートを行う。そしてタイミングを見計らって俺が飛び出し、敵を討つ。

　おいしいところをいただくのは俺だけど、正否を握るのはカルルかもしれない。

　自転車レースのアシストみたいなポジションだ。

　そんな大事な役目を背負うカルルの腕には、うっすらと縛られたような跡があった。

　……え、あの階段にロープみたいなものあったっけ？

　気になったけど、訊たずねるのは抵抗がある。

　ステータスに問題はないようなので、見なかったことにした。

　結月に各種バフをかけてもらい、すべての準備が整う。

「では、行きます」

　カルルがドアを開けて、ボス部屋に入った。

　太陽がぎらつく砂漠。百メートルほどさき。ボスは前回と同じ場所に立っていた。

　おそらくリセットされたのだろう。あのとき召喚されたモンスターどもはいなかった。

　ほっとする。もし残っていたらかなり厄介だった。

　──さあ、リベンジだ。

　俺とカルルは弾丸のように駆け出す。

　召喚魔法を使われるまえに、すこしでも距離を詰めるのだ。

　だが、ボスはすぐに反応。持っていた杖つえをひと振り。

　空中に展開された魔法陣から、十体のモンスターが召喚された。

　ダメージを受けても痛みはない。それがわかっていても、凶悪な牙きばや爪つめを目の当たりにして、思わず足が止まりそうになる。ダメだ。走れ。弱気になる心を叱しつ咤たする。

　──仲間を信じろ！

「光よ！」

　結月の力強い声が響き渡る。回復および支援魔法の効果範囲は狭いので、第一陣の敵をなぎ払うことにＭＰを使ってもらうことにした。その甲か斐いあって、すべてのモンスターが一瞬で蒸発する。つーかオーバーキルだ。ＭＰもったいねえ。けど仕方ない。

　ボスまで残り九十メートル。

　ボスは立て続けに魔法陣を展開。さらに十体追加だ。

「燃えなさい！」

　今度はリエルのターン。透明感のある声が届くと、モンスターたちが派手に炎上した。

　レベルアップのおかげで、目に見えて威力が上がっている。

　前回は一発で倒せるのは五体ほどだったが、今回は十体見事に殲せん滅めつした。

　残り八十メートル。いける。走れ。

　ボスの追加召喚。また一気に十体。ふたたびリエルの魔法で殲滅。さらに召喚。殲滅。召喚。殲滅。と、わんこそばのように繰り返し、四十メートルほど稼ぐ。

　そして、飽きることなくまた召喚。リエルのＭＰはまだ残っているはずだが、魔法が届くまでわずかにタイムラグがある。ボスに近づいたことで、リエルの魔法よりモンスターとの接触がさきになった。ちょっと待ってくれないかなと思う。が、もちろんそんなわけがない。モンスターどもが一斉に襲いかかってくる。

「はあっ！」

　ナイフを振るうカルル。最初に飛びかかってきたキメラを一刀で斬きり捨てた。返す刀でもう一体。的確に急所を捉とらえているようで、こちらも一撃。すげえ。さすが狩人かりゆうど。

　そしてこの時点で、俺がカルルよりまえに出る。

「そのまま全力で走れ！　オレが絶対におまえを守る！」

　カルルが熱い台詞せりふを吐いた。勇気をもらう。いいぞ。わかった。信じてやる。

　いっさい防御とかしないからな!?　頼むぞ!?　まじで！

　残り三十メートル。一心不乱に走る。走る。走る。四体のモンスターがすぐ目の前まで肉薄してくる。だが俺に攻撃は届かない。次の瞬間、やつらの頭には矢が刺さっていた。カルルによる射撃だ。たいした腕前である。二種類の武器を使いこなせるとか、まったくドＭのくせに生意気だぞ！

　残り二十メートル。モンスターがいくらか追加。でも、ここまで来たら──

「──市いち宮みやさん！　お願いします！」

　リエルの魔法。今度はファイヤーボールだ。五体同時に葬り去る。二体もれたが、即座にカルルが弓で処理した。息ぴったりだ。お互いを信頼しているからこそできる、完かん璧ぺきなコンビネーションだった。

　残り十メートル。

　もう邪魔するものはなにもない。俺は聖剣を抜いてボスに迫る。

　俺の聖剣なら属性的な相性もいいだろうし、一撃で仕留めてやる……っ！

　悪あがきなのか、ボスは懲こりずに魔法陣を展開。これまでで一番大きなやつだ。

　だが、遅い。

　そこからモンスターが召喚されるまえに、俺はボスの胴体に全力で斬りかかる。

　──手て応ごたえ、十分。狙ねらいどおり、一撃でボスのＨＰを削りきった。

　消滅を確認。戦闘終了。大勝利だ。ほっと息をつき、聖剣を鞘さやにおさめた。

「やったの!?」

　追いかけてきた結ゆ月づきが、わざとらしく叫んだ。

「やめろ。変なフラグ立てようとするな」

「ふふ。まあ、お約束かなって」

「完全にやったよ。作戦成功だ」

「思ったより、たいしたことなかったわね」

「いや、そんなことないって……」

　結果的に瞬殺できたけど、すこしでも足を止めてたら、どうなっていたかわからない。

　あとは、ＩＰカンストのおかげだな。取り巻きを一撃で倒せる攻撃力がなければ、ボスまで近づくことはできなかっただろう。

「それにしても、ボスを仕留めたときの翼つばさ、かっこよかったわ。本物の騎士みたいだった」

「ふっ、だろ？　まあでも、みんなのおかげだよ」

「……あの、結月さん、市いち宮みやさん、イチャイチャしてるところ恐縮なんですが」

　リエルが申し訳なさそうに声をかけてきた。

「なんかすごいのが出てきてます……」

「えっ!?」

　喉のどの奥から驚きよう愕がくがこぼれる。

　リエルが指し示したさきには、ボスが最後に展開していた魔法陣。

　そこから徐々に、超巨大な漆黒の前足が出てくるのが見えた。

　形状からしてあれは、ファンタジーの定番──ドラゴンか！

　前足だけであのサイズなら、全長は五階建てのビルくらいありそうだ。でかすぎるだろおい。てか、倒したあとも召喚は有効って、つくづく厄介なボスだな！

「……おい、ツバサ、これは逃げたほうがよくないか？」

「……だな。あれは絶対やばい」

　ＨＰは全員マックスだけど、問題はＭＰだ。

　最大火力である結月とリエルはほとんどゼロだろうし、カルルも弓矢のスキルをけっこう使っていた（矢を作成するのにＭＰを消費するらしい）。ただひとり俺だけは万全の状態だが、あれとタイマンとかできれば勘弁してほしい。

　しかし、結月は余裕たっぷりに微笑ほほえんだ。

「その必要はないわ。どれだけ大きくても、わたしの魔法なら一撃よ」

「だから、その魔法が使えないんだろ」

「いいえ。実はひとつだけ、奥の手があるのよ」

「なにそれ」

「ＭＰドレイン」

　そう言うやいなや、結ゆ月づきはなんと──俺にキスをした。

「──っ!?」

　熱くやわらかな感触。思考は甘いなにかに塗ぬり潰つぶされる。

　刹せつ那なにも悠久にも感じられる幸せが過ぎ去ると、俺のＭＰはすっかりゼロになっていた。

「ふふ、ごちそうさま」

　イタズラっぽく笑い、ちょうど全身があらわになったドラゴンのほうを向く。

「愛の力をくらいなさい。最強の光魔法──ラブラブサンシャイン！」

　うわぁ、超ダサい。そんな名前だったのかよ……。

　しかし、威力は抜群だ。

　範囲攻撃だったものを一点に集中させて、ドラゴンを瞬またたく間に焼き尽くした。

「すごいです結月さん！」

　リエルは信者みたいに結月を称たたえ、

「……よかった」

　カルルは盛大に安あん堵どの息をもらした。

　俺も──恋人に不意打ちでくちびるを奪われるというのは、男子として複雑な気持ちではあったが──危機が去ったことにとりあえず胸をなで下ろした。

　いや、でも、おいしいところを持って行かれて、やっぱちょっと悔しい。

「ＭＰドレインって、神官が使うスキルじゃねーだろ」

　と、苦笑してツッコんだ。

「ええ。だってわたし、本当は神官じゃないもの」

「え？　じゃあなんなの？」

「悪魔」

「……ならなんで神官の格好をしてるの？」

「そこがわたしのこだわりポイントね」

　結月が得意げに解説する。

「悪魔だから本当は人間と一緒にいちゃいけないんだけど、好きな人と一緒にいたいがために、身分を偽って神官をやってるの。どうこの設定、燃えない？」

「…………」

　悔しいけど、たしかに燃え──いや萌もえた。

　でも、それはそれで疑問が残る。

「じゃあ逆に、正体が悪魔なのに、なんで最強の光魔法が使えるんだ？」

「……それは、あれよ……すごい努力したのよ」

　そこまで深く考えてなかったんだな……。

　厳しくツッコむべきか、優しくスルーすべきか思案していると。

　突然、あたりが暗くなった。

「えっ!?」「なにっ!?」「なんです!?」「──っ」

　この期に及んで新たな敵が出てくるのかと思い、全員息をのんで身構える。

　そして次の瞬間、大きな爆発音が轟とどろいた。

　びくりとして音がしたほうを仰ぐと──夜空に大輪の花が咲いていた。

　要するに、打ち上げ花火である。どうやらただのクリア時の演出だったようだ。

　まぎらわしい……。あと、例によって世界観的にどうなんだ……。

　まあでも、綺き麗れいだからいいか。

　特にエルフたちは花火を見るのははじめてらしく、

「……美しいです」「……ええ」

　と、いたく感激した様子で見入っていた。

　一分ほど経過したところで、空からなにか小さなものが落ちてくる。

　それは空中でふわりと制止した。光り輝く指輪だった。

　ＢＢからアナウンス。これを彼女の指にはめたカップルが優勝とのこと。

「ほらカルル、さっさとリエルにはめてあげなさい」

　結ゆ月づきがうながすと、リエルが遠慮がちに確認する。

「……本当にいいんですか？」

「いまさらなに言ってるのよ。早く祝福させて」

「──ありがとうございます」

　リエルは涙を流し、満面の笑みで礼を言った。

「……このご恩は一生忘れません」

　カルルも感無量の面持ちで言って、指輪を手に取る。

「愛しています」

「わたくしも」

　カルルが指輪をはめると、一際大きな花火が打ち上がった。

　偶然ではないだろう。天界にしては粋な演出である。

「おめでとう」

「お幸せにね」

　俺と結月は、心からの拍手を送った。







　こうして。

　第一回バカップル選手権は、エルフカップルの優勝で幕を閉じた。

　せっかくなので、そのあとの出来事をすこしだけ語っておこうと思う。

　まずは優勝賞品であるＳＰサンキユーポイントの使い道について。

　ゲーム内にある特別ステージ（一流ホテルのパーティー会場みたいな場所）で表彰式が行われ、ふたりはその場で宣言した。




　──バカップル・オンライン（完全版）を制作してください。




　カルルもリエルも、自分たちだけで使うのはあまりに申し訳ないとのことだったので、四人で話し合ってそう決めた。もちろん完成したあかつきには、俺たち四人は好きなときにプレイすることができるという条件つきだ。しかも今度はダンジョンひとつなんてケチなボリュームじゃなく、世界ひとつを丸々舞台にしてくれと希望した。ついでに開発チームの待遇改善も訴えておいた。

　開発には年単位の時間がかかると言われたが、ＳＰが足りないなんてしょっぱいことはなく、きちんと受理してもらえた。プレイできる日がいまから楽しみでしょうがない。







　表彰式のあとはホテルに戻り、カルルとリエルを部屋に呼んだ。

　打ち上げである。四人で朝まで盛り上がった。

　といっても、特別なことはしていない。他た愛あいもない話をしていただけだ。振り返ってみても、なんであんなに笑ったのだろう？　と不思議に思うくらいだった。

　でも、とにかく楽しかったのはたしかで、この夏一番の思い出となった。

　別れ際にはしっかりと握手を交わし、再会を誓う。

「結ゆ月づきさん、次に会える機会を心待ちにしております」

「ええ。わたしも楽しみにしているわ」

「ツバサ、次は正々堂々勝負をしよう」

「ああ。そのときは恨みっこなしだ」

　次──とはバカップル選手権のことだ。

　さまざまなトラブルに見舞われつつも、天界では予想以上の反響があり、ビジネス的には大成功だったと、表彰式のときに女神さまから話を聞いた。

　これには天界のお偉いさんもにっこりである。

　すっかり味を占めたようで、これからは年四回開催することを早くも決定。

　担当の女神がもらえるボーナスＭＰも、１００万から３００万にアップするらしい。

「てか、俺たちが勝ったら、やっぱ女神さまにもメリットあったんですね」

「む、やっぱってなんじゃ」

「だって、いろいろ親切すぎたから」

「失敬な。妾わらわはいつだって親切じゃ」

　まあ、たしかに。発言がテキトーだからあんまりそんな感じしないけど、冷静になって考えてみるとそのとおりである。この機会に、感謝の気持ちを伝えておくことにした。

「いつもありがとうございます。これからもよろしくお願いします」

「うむ。次回こそ優勝するんじゃぞ」

「ボーナスのために？」

「ちがう！　純粋に汝なんじらの幸せのためにじゃ！」

「本当ですか？」

「…………すまん。正直ちょびっとだけ、私欲もある」

「ですよね」

「ほら、妾はファッションリーダーじゃから。新作の羽は衣ごろもがほしいんじゃ……」

　新作の羽衣て。

　そんなのあるんですか？　と思わず食いついたら、それから三十分以上にわたり、今度の冬モデルの羽衣がいいとか、春のは生地がしょぼかったとか、いろいろ語られた。

　好きなことについて饒じよう舌ぜつになるのは、どこのオタクも同じらしい。







　そんなこんなで、ありふれた毎日に帰ってくる。

　でも、それが退屈かっていうと、そうでもない。

　愛いとしい人と過ごす、愛すべき日常だ。

　そして、バカップル選手権から数日後。日曜の昼下がり。

　俺は手土産のケーキを購入し──鮎あゆ森もり家へとやってきた。

　閑静な住宅街の一角に建つ、立派な一軒家である。

　結ゆ月づきにがんばってもらい、なんとかアポイントメントを取ることができたのだ（壮絶なやりとりの末、お義か母あさんに援護してもらい、最終的には泣き落としをしたらしい）。

　十分前に到着し、尋常じゃないほど心臓をバクバクさせ、身だしなみがきちんとしているか三回は確認し、深呼吸を十回以上して、しつこいくらい時計を見て、約束の時間ぴったりに、俺は意を決してインターホンを押した。

　ドアがゆっくりと開き、結ゆ月づきが顔を出す。

「いらっしゃい──って、なんで制服なの？」

「なんでって、そりゃ正装で来るだろ」

「そんな気を遣わなくてもいいと思うけど……」

　そういう結月は、ひざ丈のノースリーブワンピースだった。涼しげで超かわいい。

「まあ、いいわ。とりあえずあがって」

「お邪魔します」

　結月に続いて、家のなかに入らせてもらう。

　掃除が行き届いた廊下を進み、リビングへ。

　食卓の椅い子すにダンディな中年男性と、金髪のハイパー美人が座っていた。

　──このふたりが、結月のご両親。

　緊張はピークを迎え、ぞくりと背筋がふるえる。

　ドキドキしすぎて、もはや鼓動を感じることすらできなくなった。

　それでもまずは挨あい拶さつせねばと思い、深々と腰を折る。

「お、おはちゅにお目にかかりゅます。ゆ、結月さんとお付き合いさ、させていただいている、い、うぃち宮みや翼つばさと申しもす。ほ、本日は、このような機会をいただき、まことにありがとうごじゃいます」

「嚙かみ嚙かみにもほどがあるでしょ」

　結月からジト目でツッコまれた。

　それな、うん。我ながらひどいと思う。でも、余裕がなさすぎて言い訳すらできず、

「──す、すいませんっ」

　と、頭を下げるほかなかった。

「ふふふ、そんな緊張なさらず、リラックスしてください」

　お義か母あさんはわざわざ立ち上がり、にこやかに一礼してくれる。

「市いち宮みやさん、ようこそいらっしゃいました」

　うわぁ、なんてあたたかい対応だ……。思わず泣きそうになった。

「あ、これ……つまらないものですが、ケーキです」

「あら、ご丁寧にありがとうございます。さっそくいただきましょうか」

　ケーキの箱を差し出すと、お義母さんが優しく受け取ってくれた。

「紅茶とコーヒー、どちらがよろしいですか？」

「ど、どっちでも大丈夫です──あ、いえ、お構いなく」

「ふふ、では紅茶にしますね。淹いれてきますので、おかけになってお待ちください」

「は、はい」

　勧められるがまま、俺は結月の右隣、お義と父うさんの対面に腰をおろした。

　お義と父うさんはなにも言わず、露骨にそっぽを向く。

　俺の顔なんて見たくない、という気持ちがありありと伝わってきた。

「ちょっと、なによその態度は」

　結ゆ月づきがとげとげしい口調で非難する。

「娘が大事な人を連れてきたんだから、それに相応ふさわしい対応をしなさいよ」

「……結月こそ、父親に対して相応しい物言いをすべきじゃないか」

　お義父さんは顔をしかめ、しぶい声で反論する。

「父親に払う敬意は、髪の毛の量に比例するって知らないの？」

「……知るわけないだろ」

「常識よ？」

「どこの世界の常識だ」

「わたしの世界」

「…………」

　結月の理不尽すぎる言葉を受けて、お義父さんは深々とため息をついた。

　ちなみにお義父さんの頭髪は……実際のところ、結月が言うほど寂しくはない。

　いや、お世辞じゃなくてね。四十代くらいなら、年齢相応だと思う。

　というか、交際を認めてもらいに来たのに、なんでそんなけんか腰なんだよ……。

　照れ隠しなのかもしれないが、険悪な空気を作るのはやめていただきたい。

　いたたまれない沈黙が数分続き、お義か母あさんが戻ってくる。

　ケーキと紅茶を四人ぶん配はい膳ぜんしてくれた。

「どうぞ」

「ありがとうございます。いただきます」

「ふふ、ケーキを持ってきたのは市いち宮みやさんですよ」

　お義母さんも席に着き、すこし空気が和んだところで、お義父さんがはじめてこちらを見据えた。いつまでも無視するわけにはいかないと、そう思ってくれたのだろうか。

　値踏みするような目つきで、重々しく口を開いた。

「……まずは、自己紹介をさせていただこう。私が結月の父、鮎あゆ森もり祐ゆう一いちだ」

「母の鮎森美み月づきです」

「ありがとうございます。市宮翼つばさです。結月さんには大変お世話になっております」

　姿勢を正して、俺も改めて名乗る。今度はすらすら口にできた。

　ここに来て緊張よりも、誠意を伝えたいという想おもいが上回ったのだ。

「はっきり言おう。きみは私にとって、悪い虫以外の何物でもない」

　先制攻撃とばかりに、お義父さんが厳しい言葉を投げてくる。

　面と向かって言われると、なかなか胸にくるものがあるな……。

　だけど大丈夫、これくらいの毒舌は慣れっこだ。

　俺は平静を保ち、しっかりと答える。

「いえ、ぼくは悪い虫ではありません。結ゆ月づきさんのことをなによりも大切に想おもっています」

「本当か？」

「はい」

「だが、異世界ハーレムとおっぱいが好きらしいじゃないか？」

「っ……それは」

「どうなんだ？　はっきりと言いたまえ」

「はい、そのとおりです……」

　誠実な対応を心がけると、ここはうなずくしかない。

「それが悪い虫でなくてなんだと言うのだ？」

　ぐうの音も出ねえ。

「娘にそんな男と付き合っていると言われた父親の気持ち、きみにわかるか？」

「……すいません。わかりません」

　まいった。結月の雑な紹介のせいで、精神的負担が半端ない……。

　ただでさえアウェイなのに、早くも窮地に立たされてしまった。

　だが幸いにも、お義と父うさんとは対照的に、お義か母あさんはおおらかだった。

「まあまあ、それくらいはいいじゃない。年頃の男の子だもの」

「いや、私だってそこまで固いことは言いたくない。しかし限度というものが──」

「あなたもおっぱいは好きでしょう？」

「……それはまあ、嫌いではないが」

　お義母さんに問われ、しぶしぶ認めるお義父さん。

　ちなみにお義母さんも、当然のように豊かなものをお持ちです。

「うわ、自分のことを棚にあげて批判してたの？　最低ね」

　結月が吐き捨てるように罵ののしった。俺の味方をしてくれるのは嬉うれしいけど、だから空気が悪くなるので、もうちょっとオブラートに包んでほしい……。

　お義父さんは遠い目をして、小さく嘆く。

「……むかしはもっとかわいげがあったのに、いったい誰に似たんだか」

「ふふふ、本当ね」

「いや、確実におまえだけどな」

「は？」

「……すまん」

　お義母さんににらまれ、お義父さんは即座に謝った。

　鮎あゆ森もり家のヒエラルキーをまざまざと見せつけられ、とても切ない気分になる。

　そりゃあ娘にもなめられますわ……。

「とはいえ、この人の言うことにも一理あります」

　お義か母あさんが真面目な口調で仕切り直した。

「ただのおっぱい好きに、大切なひとり娘をやるわけにはいきません。市いち宮みや翼つばささん、うちの娘がほしければ、私の質問に、正直に答えてください」

「わかりました」

「ご存じのとおり、結ゆ月づきはとてもわがままです」

「ご存じじゃないわよ。わたしはべつにわがままじゃ──」

「結月は黙ってなさい」

「はい……」

　不本意そうな結月を黙らせ、お義母さんがまっすぐ問うてくる。

「あなたはそのわがままに、一生付き合っていく覚悟がありますか？」

「あります」

　俺は即答し、すこし違うなと思い、言い直した。

「というか、そもそも覚悟なんていりません」

「……そのこころは？」

「結月にわがままを言われるのは、むしろ嬉うれしいことなので」

「……いい答えです。気に入りました」

　お義母さんはにこりと微笑ほほえみ、頭を下げた。

「いたらぬところが多い娘ですが、結月のこと、末永くよろしくお願いします」

「──はいっ、ありがとうございます！　おまかせください。必ず幸せにします」

　俺も心をこめて、頭を下げた。

　結月を産み、育てた人に認めてもらえる。

　それが想像以上に嬉しくて、胸にじぃーんときた。

「結月。いい男を見つけたわね」

「ふふ、でしょう」

「ただ、あなたも甘えすぎないよう注意しなさい」

「わかってるわよ」

　和わ気き藹あい々あいと会話する母おや娘こを尻目に、

「……ふん。口ではなんともでも言えるわ」

　お義と父うさんは面白くなさそうにつぶやいた。

「わがままが嬉しい……つまり、わがままボディが好きということだろう？」

「いや、違いますよ!?」

　さすがにそれは、いくらお義父さんでも聞き捨てならない。言いがかりも甚だしい。

「白状したまえ。本当は結ゆ月づきの外見にしか興味がないんだろう？」

「だから違いますって！」

「ならばその根拠を示したまえ」

「……いいでしょう」

　あまり言いたくはないが、こうなっては仕方あるまい。

　一度大きく息を吐き、思い切って告げた。

「俺は先日結月さんと旅行にいき──同じベッドで眠りました」

「なっ……!?」

　お義と父うさんは絶句し、激げき昂こうする。

「な、なにが根拠だ!?　嫁入りまえの娘に、なんてことをしてくれる！」

「ご安心ください。ぼくはいっさい手を出していません」

「はあ!?　うそをつけ！　そんなわけないだろ！」

「本当です」

「信じられん！　男子高校生なんて、エロいことしか考えてないに決まっている！」

「……そんなことありません。そうだよな、結月？」

　これについては、俺の言葉だけじゃ信じてもらえそうにない。結月に援護を頼んだ。

　結月はうなずいた。

「そうね。翼つばさはえっち宮みやだけど、ちゃんと一線を引いて接してくれてるわ」

「……ほ、本当に、そういうことはしていないのか？」

　お義父さんは信じられないとばかりに瞠どう目もくし、結月に訊たずねる。

「当たり前でしょ。翼は夢を叶かなえるまでエロいことはしないって誓ってくれたし。てゆーか、娘になに訊きいてるのよこの変態オヤジ。セクハラで告訴するわよ」

「……すまん」

　お義父さんはうつむきながら謝罪した。

　父親の威厳はいったいどこまで落ちるのだろう……。

「まあ、そういうわけです。これで信じてもらえましたか？　ぼくが結月さんを大切に想おもっているということが」

「ぐぬぬ……たしかに、そこらの男とはひと味違うようだ」

　お義父さんは悔しげにうなり、俺の言い分を認めてくれた。

　ここが勝負どころだ。流れに乗って、俺は一気にまくしたてる。

「もちろん、これからも大切にしていきます。結婚を認めてもらうまで、健全なお付き合いを続けると誓います。ですから──」

　ゆっくりと椅い子すからおりて。

　カルル直伝の土下座をした。




「娘さんをぼくにください」




　長い沈黙。

　真しん摯しに訴えれば、きっとわかってもらえると、あいつは言った。

　実際あいつの土下座に、俺は心を動かされた。

　だから信じる。

　結ゆ月づきを愛する俺の気持ちで、お義と父うさんの心が動いてくれることを。

　額を床につけた状態で、返事を待った。

　どれくらい経たっただろう。やがてお義父さんが口を開いた。

「……顔をあげなさい」

　俺は小さく息をつき、言われたとおり顔をあげた。

　お義父さんは椅い子すから立ち上がり、俺を見下ろしていた。

　にらむような視線だ。俺はひるまず、まっすぐ見返した。

「……結婚はまだまだ許す気はないが……」

　そして、お義父さんは言った。




「交際くらいなら、認めてやらんこともない」




　──届いた。

「本当ですか？」

　万が一にも聞き間違いであっては困る。思わず確認してしまう。いまさらのように心臓の音が聞こえてくる。ばくばくとうるさい。でも、不快ではなかった。歓喜の瞬間を演出するドラムロールのように感じられた。

　照れくさいのか、せめてもの意地なのか、お義父さんは背を向けて怒鳴る。

「ただし、高校生らしい清い交際だからな！　不ふ埒らちなことをしたら即座に始末してやる！　そのつもりで大切にしろ！」

「はい！」

　俺はもう一度おでこを床にこすりつけ、涙をこらえながら、大きな声で返事をした。

「──ありがとうございます！」

　心のなかで、こぶしを天に向かって突き上げる。

　完全に認めてもらえたわけではないが、それでも十分に大勝利だ。

　ここからちょっとずつ努力を重ねていこう。

　一日も早く、心から祝福してもらえるように。







　それからケーキを食べながら、四人でとりとめもない話をした。

　幼い頃の結ゆ月づきのこととか、俺の家族のこととか。

　どこにでも転がっている平凡な話だ。異世界ラノベのようなわくわく感はない。

　でも、とてもあたたかな話だった。

　しみじみと幸せを嚙かみしめることができた。

　楽しい時間は早く過ぎるもので、気がつくと外は鮮やかな夕焼けに染まっていた。

　名な残ごり惜おしいけど、「そろそろおいとまします」と俺は席を立った。

　が、お義か母あさんの強い勧めで、そのまま夕食をごちそうになることになった。

　すでに準備してあるとのことだったので、断るほうが申し訳なかったのだ。

　……ただ、結論から言うと、やはり遠慮しておくべきだったかもしれない。

　料理は最高においしく、もちろん楽しい会食ではあったのだが……。

　お義と父うさんがのみすぎてしまったのだ。

　早い話が、酔っ払ったお義父さんから泣きながらキレられた。

「──やっぱり貴様なんぞに娘はやれん！」

　デザートも含めて、完食したあとだったのは幸いだった。

「ごめんなさい、翼つばさくん。面倒だから、今日のところは逃げていいわ」

　お義母さんからそう言っていただき、

「いえ、なんかこちらこそすいません……」

「これに懲こりずに、また遊びに来てね」

「はい、ぜひ。ごちそうさまでした」

　結婚は絶対に認めんぞぉ！　という罵ば声せいを浴びながら、俺は鮎あゆ森もり家をあとにした。







「あーもう！　ほんとむかつくわ！」

　アスファルトを思いきり踏みつけて、結月が叫んだ。外の空気を吸いたい、というかひとまずハゲから離れたいとのことだったので、俺と一緒に家を出たのだった。

　蒸し暑い真夏の夜。

　眠りにつかないセミの鳴き声にまじって、結月の苛いら立だちが爆発する。

「せっかく楽しい会だったのに、なんで最後にこうなるのよ！　ちょっと見直してやろうかなと思ったらすぐこれよ！　言うことはいちいち偉そうだし、髪の毛が減ると思いやりもなくなるのかしら？　てか、あんなのに認めてもらわなくても絶対に結婚するし、なんなら精神的にはもうしてるし！」

　荒れる結ゆ月づきを、俺は苦笑してなだめる。

「そう言うなよ。いいお父さんじゃないか」

「どこがよ！」

「結月を深く愛してるとことか」

「単に子離れできてないだけじゃない。髪の毛からはどんどん離れてるくせに」

　手厳しいなぁ……。あと、いちいち偉そうは完全にブーメランだからな。

　結月は舌打ちをして、物憂げに告げる。

「やっぱり一日も早く、異世界に行きたいわ……」

「そう？　俺はむしろ、急いで異世界に行かなくてもいいかな、って思ったよ」

「え、なんでよ」

「だって結月がいなくなったら、お義と父うさんとお義か母あさんが悲しむじゃん」

「それはそうかもだけど……でもそれを言い出したら、ずっと異世界に行けなくない？」

「だから老後までがんばってＳＰサンキユーポイントをためて、転生するのもありかなって」

「人生設計がガチね……ＳＰの扱いが年金みたいじゃない。そこまで真剣にわたしのことを考えてくれるのは嬉うれしいけど……さすがに気が長すぎてしんどいわ」

「そんな暗くならずに、もっと前向きに考えようぜ。この世界でしかできないこともいっぱいあるし、どうせなら二度人生を楽しんだほうがお得だろ」

　明るく言うと、結月はすねたようにくちびるをとがらせた。

「……でもこの世界って、楽しいことより面倒なことのほうが多いじゃない」

「そんなことないよ」

「あるわよ」

「てか、俺とならこの世界も悪くないって、まえに言ってくれたじゃん」

「えぇー、そんなこと言ったっけ？」

「言ったよ」

「記憶にないわ」

「……それなら、改めて訊きいてやるよ」

　俺はにやりと笑い、問いかける。




「異世界と俺、どっちが好きなんだ？」




　結月は顔を赤らめ、すこし悔しげに答えた。

「……そんなの、翼つばさに決まってるじゃない」

「そうか。それじゃあもうしばらく、俺とこの世界での生活に付き合ってくれ」

　してやったり。珍しく結月に口で勝てた。

「…………ばか」

　結ゆ月づきはささやくような声で罵ののしって、ぎゅっと俺の腕に抱きついてきた。

　あたたかくてやわらかい感触に、心臓がどきりと高鳴る。

　空に月が浮かんでいる。

　ぬるい夜風が吹く。

　バイクが一台通りすぎる。

　街灯の下を野良猫が駆けていく。

　なんでもないことすべてが、愛いとおしくてたまらなかった。

　ふいに、愉快な考えが脳裏をよぎる。

「ある意味俺はもう、異世界転生を果たしてるのかもな」

「……どういうこと？」

　結月が上目遣いでこちらを見つめる。俺はすこし照れながら答えた。

「結月と出会えて、俺の世界は変わったってことだよ」

「──ふふふ、そうね。その理論なら、わたしもそうだわ」

　とびきりの笑顔で、大好きな人が、言葉を紡ぐ。




「わたしを異世界に連れてきてくれて、ありがとう」












あとがき







　金髪巨乳のツンデレクールビューティーともっといちゃいちゃしたい！

　そんなあなたのために、この小説を書きました。つまりぼくのためでもありました。

　おかげさまで、たいへん満足しております。こんにちは。暁あかつき雪ゆきです。




　というわけで、『異世界とわたし、どっちが好きなの？』これにて完結でございます。

　隙すきあらばいちゃいちゃしまくる主人公とヒロインにお付き合いいただき、まことにありがとうございました！

　いや、ほんと。まさかここまで大量のいちゃいちゃを書くことになろうとは、正直思っていませんでした。ふたりのラブコメ力（ＩＰ）を侮っていました。

　もちろんぼくはそういう話が大好きです。すりつぶしたらジャムができそうなほど甘い小説を書いてやろうと意気込んで、この企画に取り組みました。しかし、それにしたって限度というものがある。書きながら何度も「こいつらまじか？」とキーボードをぶん投げたくなりました。でも、ぼくが使っているキーボードはけっこういいやつなので（一万円以上します！）ぐっとこらえました。安物だったら確実に壁に叩たたきつけていたでしょう。

　ところでいま気づきましたが、翼つばさと結ゆ月づきの頭文字である『Ｔ』と『Ｙ』は、キーボード上で隣り合ってるんですね…………爆発しやがれ！




　しかし、ぼくがどう願ったところで、あいつらはずっとバカップルのままでしょう。

　ですから放ほうっておくことにして（お幸せに！）、告知タイムに移行したいと思います。

　えーと、次にぼくが書く本は『今日から俺はロリのヒモ！（２巻）』なのですが、こちらなんと、ドラマＣＤになるとかならないとか！　まだ半信半疑ですが、２巻と同時期（冬）に発売予定となっております。はっちゃけたタイトルどおり、ロリとヒモが楽しく遊びまくる日常コメディで、本作とはちょっと毛色が違いますが、こちらもお付き合いいただけますと幸いです。きちんと巨乳キャラもいますので、ぜひ！




　最後に、謝辞でございます。

　へるるん先生。今回もかわいすぎるイラスト、まことにありがとうございます！

　担当さまをはじめ、出版および販売に携わってくださった皆さまにも、多大な感謝を。

　そしてもちろん、これを読んでくださっている読者さま。こうして２巻をお届けできたのも、あなたさまのおかげです。本当に、ありがとうございました！　すこしでも作品でお返しできるよう精進してまいりますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたします！









　著者

　暁雪（あかつき・ゆき）

　　第10回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　「ひとりで生きるもん！」でデビュー。神奈川県在住。

　　先日、担当さまから「アホなふりをするのも社会人として必要なスキルやで」的なアドバイスをいただきました。

　　感銘を受けたぼくは、ぜひ実践していこうと思いました。……ところで、これの締め切りっていつでしたっけ？




　イラストレーター

　へるるん

　　のんびり屋なイラストレーター。

　　コーヒーを飲まないとスイッチが入らない体になってしまいました。
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